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    　歩きスマホは危ないのでやるべきではない。


    　もちろん、その社会通念は学校内でも適用されるだろう。階段を歩いてる時も、廊下を歩いてる時も、スマホは使っちゃダメなのだ。


    　この俺、波は久ぐ礼れ業なり平ひらはあえてその規則に背そむく。


    　それどころか、人通りの多い廊下とかでわざとスマホを出している。


    　まあ、実際は、無意識のうちに誰かに接近するとよくないから、ちらちら気をつかってるけど、とにかく歩きスマホをしている。歩きスマホをしていることが重要なのだ。


    　不良になったわけではない。苗みよう字じにグレという文字が入ってるが、グレたことはない。グレたらさらに孤立してしまう。


    　スマホでやりとりするような友人がいるとアピールするためだ。


    　長らくスマホを活用できていなかった。時刻の確認のほかはネットサーフィンぐらいにしか使えてなかった。ウィキで近所の路線の駅を順番に見ていくとか、ローマ皇帝のページを順番に見ていくとかそういう悲しいことをしていた。


    　それと、どうでもいいが、途中からローマ皇帝の暗殺率がやたら上がってる印象あるけど、よくこれで当時の人間、皇帝になったな……。俺なら永久に序列五位ぐらいで粘ると思う。


    　本当にどうでもいいので、スマホに話題を戻す。


    　俺は歩きスマホの経験などほぼない、社会ルール遵じゆん守しゆの優良児だったわけである。


    　しかし、社会のルールを守っていることで友達ができたりなどするだろうか？　「好きな異性のタイプは社会のルールを守っている人」なんて答える人間がいるだろうか？


    　これは他人を不快にさせないためのルールでしかなく、自分は何一つ報むくわれない。


    　だから、ＬＩＮＥで通信できる仲間が現れた以上、俺は積極的に歩きスマホを（本当に危なくならない範囲で）活用するのだ。


    　──悲しくなるぐらい安全だった。むしろ悲しかった。


    　今も、男子生徒が俺を認識した瞬間、早足で逃げていった。そう、俺に気づいた時点で逃げられているのだ！


    　別に俺の顔が秋田のなまはげみたいに恐ろしいとかいうせいではない。


    　一か月ほど前の講堂での事件が尾を引いている……。基本的に風評被害である……。


    　俺は半径一メートル以内に入った人間を衰すい弱じやくさせる異能力、通称ドレインを持っている。


    　免許証みたいに望んで取得したものではなく、いつのまにかもらってしまったものである。


    　この異能力のせいで、小学校高学年の頃から人にあんまり近づくことができず、その結果、長らくぼっち状態が続いていた。


    　期末テストの前、現時点での唯ゆい一いつの友達である菖蒲あやめ池いけ愛あい河かを助けるために、愛河の異能力で理性を失った生徒に片っ端から抱きついて衰すい弱じやくさせるということをやった。


    　それのせいで、「危険！　近づくな！」という意識が同学年どころか全校生徒に共有される結果となったらしい。来週はもう終業式なのに……。


    　でも、いい。愛の反対は無関心だ。で、無関心だった奴やつに避けられても、それ以上失うものはない。好きなだけ避けろ。俺は悲しくはない──こともないけど、我慢できる。


    　ちなみに期末テストは俺基準では可もなく不可もなく、終わった。


    　つまり、平均点と比べればかなりよかったし、愛河の基準で見ればとんでもなくよかった。約百五十人中二十三位だ。


    　俺はだいたい、それぐらいの成績を維持している。ぼっちは授業も勉強も真面目まじめに取り組むので、成績は良好なのだ。ぼっちがいい大学入って、社会の上層部を占め、リア充に復ふく讐しゆうしているのが現代日本のあり方である。


    　なお、引き合いに出してしまった愛河は前より順位が十五位上がったらしいが、底にかなり近かったので、躍進とは言いづらい。ていうか、期末も学年一位だった高たか鷲わしに教えてもらっても、下の上ぐらいの成績ってまずくないか？


    『今どこ？』


    　ちょうど、脳内であいつのことに意識がいったら、本当に高鷲からＬＩＮＥの通知が来た。


    　高鷲えんじゅとはまだ友達じゃないが、連絡は取り合っている。あいつが友達と認めてくれてないからだ。あいつが友達と認定している人間はこの世界に愛河しかいない。


    　通称「氷の姫」は友達一人で、一学期を終えるのか。まあ、俺も友達一人だけど。


    　だが、友達が一人だけというのはかえってロックかもしれない。クラス全員友達ですみたいな上うわっ面つらめいた言葉よりきっとマシだ。


    『廊下を歩いてる』


    　友達一人の男から友達一人の女子に送信。


    『クラスがちょっと意外な話題で盛り上がってるわ』


    　なんだ？　意外な話題って。まさか、この時期に転校生が来ることもな──


    　こつんっ。


    　何かが俺の額に当たる。


    「えっ!?　なんかぶつかった？」


    　さほど痛くないけど、まあまあの速度で当たった気がするぞ！　人にぶつからないように細心の注意を払いつつ、歩きスマホしてたはずなのに……。


    　床には、ペットボトルのキャップが落ちている。


    「歩きスマホは危ないから、やめたまえ」


    　俺を狙そ撃げきした犯人が目の前に立っていた。竜たつ田た川がわエリアス。


    　小学校からの腐くされ縁えんの生徒会副会長だ。こう書くと運命的な何かがありそうに聞こえるが、中学校までは公立だから自動的に一いつ緒しよだし、異能力者は入る高校も限定されて、中学校が同じなら、学区的に高校も自動的に同じになる。運命などどこにもない。


    　腐れ縁とはいえ、エリアスの貢献レベルは５、俺は０……。あいつは社会になくてはならない存在なのに、俺は有害だと数字で表現されている。


    「すまんな、ワルになってみたい年頃なんだ」


    「あれだけ多数の生徒を文字どおり倒したわけだから、十二分にワルだよ。専用の特別な教室があったほうがいいかもね。そしたらぼっちの苦しみも緩和するんじゃないかい？」


    　憎にくまれ口を叩たたきながら、エリアスはペットボトルのキャップを拾い、また半径一メートルの外側に戻る。もう、俺の対処法が体に染みついてるなというほどに自然な所作だ。


    　それから、親指と人差し指でキャップをはさんで、壁に発射した。


    　なるほど、これならそこそこの威力が出るし、ドレインを持ってる俺に接近せず遠距離から攻撃できる。攻撃しないでほしいけど。


    「歩きスマホのほうは、やめとく。どうせ、すぐ教室だし」


    　俺はスマホをポケットにしまう。あとはクラスで高たか鷲わしとしゃべったほうが早い。


    「どうせ、歩きスマホで友達とＬＩＮＥやってる高校生を気取りたかっただけなんだろう？」


    「ばれている!?」


    　なんでだ。そんな発言、一言もしてないのに！


    「ぼっちになったことはないけど、ぼっちの考えることぐらいわかるよ。人間の思考は類型的だし、業なり平ひらは単純だからね」


    　そんなことないぞと言いたいが、自分がぼっちなのは事実なので、言い返しづらい。いや、愛あい河かという友達ができているし、ぼっちではないのでは？　ううん、まだ無理だ。クラスに友達がいない。高鷲とは連絡は取り合うが、友達と認められてない。


    　ところで、ぼっちとそうじゃない奴やつの境界線ってどこなんだろう？


    「なあ、何人の友達ができたら、ぼっちから脱出できるんだ？」


    　敵とはいえ、知り合いなのでこういうことも聞ける。


    「そんなことを人に聞いてる間は、脱出できてないことだけは確かなんじゃないかい？」


    　あきれた顔で言われた。やっぱり何も言い返せない……。


    「業平、君には負けないからね。いつか、君を超えてみせる」


    　負けないも何も俺は貢献レベル０でお前は５じゃん。捨てゼリフを残して、エリアスは通り過ぎてい──こうとしたけど、戻ってきて、気まずそうにキャップを拾った。


    「ああ、副会長がゴミ捨てたらダメだもんな。物的証拠が残る分、歩きスマホより悪い」


    「ちゃ、ちゃんと気づいたんだから問題ない！　揚げ足をとるな！」


    　そのまま、腕をやたら大げさに振って、エリアスという長年の敵は去っていった。


    　ああ、俺ってクラスに友達はいないけど、敵はいるんだよな……。


    



    　自分の教室に入った時、一瞬、いくつかの視線を浴びた気はするけど、どうということはない。ビニールテープで画された定位置の机に向かう。


    　俺がドレインで「活躍」したことは、クラスでも広まっている。違う学年でも知られてるんだから、言うまでもない。


    　ワンチャン「お前、すごいな！　英雄だな！」といった反応があるかもと期待したのだけど、危険物が本当に危険だったみたいな反応をされている……。溝が深まっている……。


    　週一で異能力者のリーグ戦をやるような制度作ってもらえないかな……。そしたら、有害なだけの俺の異能力も価値を持つのに……。ていうか、異能力バトル物の作品を読んでいて思うのだが、出てくる異能力が軒並み、戦闘に特化しすぎじゃないか？


    　実際の異能力は本を持ったらページ数が瞬時にわかるとか、五十センチ離れたボールペンを手元まで引き寄せられるとか、地味なものが大半だ。もちろん、バトルなどできん。


    　せめて、お前のドレインには負けんぞだなんて、ライバルの戦闘系異能力者ぐらい出てきてほしかった。すでに過去形になっているのは、間もなく二年生の一学期も終わるからである。


    　二年生一学期の成果は、友達一、同志（つまり高たか鷲わし）一で終わりそうだ。


    　これまでの話す相手すらいなかった時から見れば、劇的に状況は好転しているから、よしとしたい。自分を褒ほめてやりたい。褒めて伸ばす方向性でいきたい。


    　高鷲をちらっと見る。席でヘッドフォンをつけて、なにやら音楽を聴いていた。


    　圧倒的な話しかけてくるなオーラが出ている。瘴しよう気きのごとく出ている。あれで、ぼっちであることに本人が悩みを持っているの、ウニがみんなに触さわられたいと言ってるような矛む盾じゆんしたものを感じる。


    　とはいえ、誰もがフランクに話しに行って、目が合って、あいつの異能力「ココロオープン」が発現するとまずいことになる。


    　自分の考えてることを文字化して垂れ流す異能力は一言で言ってリスクが高すぎる。


    　俺の異能力も最悪だけど、あいつのもなかなか厄やつ介かいなんだよな。


    　もしも俺があの異能力持ってたら、学校通うの諦あきらめる。女子と目が合った時に、「かわいいな」とか「たいしたことないな」とか相手に伝わったら、地獄も地獄だ……。


    　そんなわけで、俺は高鷲のところに話しかけにはいかない。高鷲にも迷惑だし、俺がクラスの真ん中に移動することになるので、高鷲以外のクラスメイトにも迷惑なのだ。


    　結果として、ＬＩＮＥでやりとりすることになる。


    『それで、意外な話題って？』


    『知りたければ対価を』


    『生いけ贄にえを要求する悪魔かよ……』


    『グレ君の臓物なんてほしいわけないでしょ。対価。対価』


    『吝嗇けちすぎる』


    　言葉知ってても、書けと言われたら漢字が出てこない文字もスマホだと一発で出て便利だ。


    『あっそ。そう時間置かずに結果は出るわ』


    　このまま教えてくれないらしい。ある種のミニクイズということだろうか。


    『まさか、転校生か？』


    『烏お滸この沙さ汰たね。こんな時期に転校生が来るなんて思ってるの？』


    　中途半端にこっちが吝嗇なんて言葉を使ったせいで、向こうからも難しい単語が来た。一応読めるし、バカにされてるということはわかるけどな。一般にぼっちは読書量が多いので、漢語表現などには割合強いのだ。


    　中三の時、なんとなく「薔薇ばら」と漢字で書けるよう練習したが、とくに人生で役に立った経験はないし、俺の人生は薔薇色どころか、くすんでいる。そもそも薔薇色って何色だ？　薔薇には赤もあれば白もあるぞ？


    『だよな。転校生じゃないとすると、先生が変わるとか？』


    　一番後ろに位置する俺の机から、スマホを机でいじってる高たか鷲わしの姿が見えた。こうして見るかぎりだと、ごく普通の女子高生だ。


    　うん、俺たちはごく普通だ。二学期も三学期も生き延びていける。


    『もっと洞察力を鍛きたえたほうがいいわよ』


    　答えは教えてもらえないまま、チャイムが鳴って、担任の坊ぼう城じよう先生が入ってきた。


    　坊城先生は三み十そ路じ前と言われている世界史の女子教員だ。ただ、三十路前という情報しか誰も知らない。本当の年齢を知ろうとすると、深しん淵えんに落ちて二度と戻ってこれないとかいう話だ。


    「えー、今日はなかなかのサプライズがある。なんだと思う？　なんだと思う？　気になるよねえ？　ゴリゴリに気になるよねえ？」


    　坊城先生が異様に煽あおる。これでもかというほどに煽る。


    　あと、ゴリゴリというのは坊城先生の口くち癖ぐせだ。「この箇所、ゴリゴリにチェックするのよ」のように使う。


    　もう一つ、「猫でも知ってる」という口癖があり、「猫でも知ってるクレオパトラ」のように使う。猫、絶対知らない。


    「せっかくだから問題を出すか。正解すれば無事、間違えれば夏休みの宿題を増や──」


    「はじめましてですわ。大阪の関西光こう楽らく園えん学院から転校してまいりました、汐しおノ宮みや嵐らん蘭らんと申します。以後、お見知りおきを」


    　廊下から、ひょこっとお嬢様口調の女子生徒が顔を出した。
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    「あっ！　まだ入ってきちゃダメなのに！　もうちょっと待って！　なんだか私が滑すべった感じになるから！」


    　担任が滑すべったのはどうでもいいとして。


    　まさか、本当に転校生がこのタイミングで来るなんて！


    　狙ねらったような明るい色の、ウェーブのやけにかかったツインテール。五人組アイドルユニットの右端あたりにいそうな、ちょっとマニアックなファン層を狙った子という印象を受ける。


    　そんな濃い印象を一目見ただけで受けるなよと思われるかもしれんが、受けちゃったのだからしょうがない。


    　あれ、なんかおかしくないか……と先ほどのＬＩＮＥをチェックする。


    



    『まさか、転校生か？』


    『烏お滸この沙さ汰たね。こんな時期に転校生が来るなんて思ってるの？』


    



    　合ってるじゃねえか！


    『お前、俺が転校生って答えた時、なんでバカにしてきた!?』


    　イライラしながら文字を入力した。


    　既読無視された。


    　あいつ、人をイライラさせることに関して、能力を発揮しすぎだ……。


    「汐しおノ宮みやさんは、今年の三月に異能力に目覚めたの。ゴリゴリのレアケースだったから、一学期はそのまま元の大阪府の高校で勉強してたんだけど、今日から西高セイコーに転入することになったわけ。早く新しい学校での生活に慣れたいという本人たっての希望で、一学期末のこのタイミングになったのね。みんな、仲良くしてあげてね」


    　仲良くしてあげてね、という担任の言葉が耳に残った。みんな、俺にも仲良くしてくれ。


    　けど、そんなありきたりの自己紹介が異様なものに変わった。


    　その転校生は、


    「はい、わたくしはちゃんとやりますわ」


    　と言ったのだ。


    　誰もいない窓のほうを見て。


    「こういうのは最初が肝心ですものね。はい、皆さんに受け入れていただくよう、頑張りますわ！　ここが肝心かなめの勝負のしどころです！」


    　教室がざわついていた。おかしなことが起きている。なんだ？　何かの芝居？


    　坊ぼう城じよう先生も「汐しおノ宮みやさん……？　あの、誰もいないよね……？」と恐る恐る言っていた。歴史をひもといてもよくわからない現象に世界史教師がビビっていた。


    「ああっ！　大変失礼いたしましたわ……。まだ、異能力に慣れておりませんの……」


    　ぺこぺこと彼女は赤くなって頭を下げた。ツインテールが揺れるのがちょっと面おも白しろかったが、さっきの謎なぞの行動のほうが気になる。


    「大阪にも異能力者の学校はあるのですが、どうせ転校するなら見聞を広めようと思い、東京のほうに越してまいりました。早く皆さんとお友達になりたいですわ」


    　社交辞令じゃなくて本心だと信じたくなるような、澄すんだ笑みで彼女は言った。


    　あの謎の会話のことは言及されなかったけど、誰も質問しなかった。そんなのは勇気でもなんでもないので、それで正しい。


    　口調からしてお嬢様なんだろう。今時こんな口調の奴やついるのかと思うけど、本当に目の前にいるのだから、しょうがない。意図的なキャラ作りとも思えないし。あと、大阪出身だけど関西弁でもない。


    　お友達になりたい、か。せいぜい、君も頑張ってくれ。異能力が絶望的なほど不向きでなけりゃどうにか道はあるさ。


    　その転校生の登場を俺はフラットに受け止めていた。


    ※なお、俺のフラットは一般人の思考よりネガティブ寄りです。


    　どうせ、何もできんのだ。ほかの誰かのことに興味関心を持っても、俺から何か聞きにいけないのだ。半径一メートルの壁は厚い。だいたい、自分からあいさつに言って、「俺に近づくな」なんて説明をしたら、敵意を向けてるようにしか見えない。


    　転校生に対して接点を持たないまますごす──それだけが俺のとれる選せん択たく肢しだ。


    　けど、話はそんなふうには進まなかった。


    　俺に友達はいないけど、俺に干渉してくる人間はきっちり存在するのだ。


    『休み時間、五階廊下に集合』と高たか鷲わしからＬＩＮＥで通達が来た。


    



    「あの子、いけると思うの」


    　高鷲は最上階の五階廊下で腕を組んで待っていた。学期末で移動教室の授業もないから誰も歩いていない。高鷲から一メートル二十五センチほどのところで俺は立ち止まる。


    「いけるとはどういう意味だ？」


    「あの休日にゴスロリ着て歩いてそうな転校生を『人間関係研究会』に引き入れるのよ」


    　高鷲は視線をそらしているが、本気であることは読み取れる。


    　人間関係研究会とは──俺と高鷲、愛あい河かで五階の空あき教室に、放課後、集まる面メン子ツのことと考えていい。


    　ただ、つるんでますというのでは対外的にまずいので、いつのまにか高鷲の言い出した「人間関係研究会」（略して人ひと研けん）が定着している。無論、人間関係について研究などしていない。学校からも認められていない。


    「いや、あんな金持ちのお嬢様みたいな子、無理だろ」


    　異能力者が通える学校は限られているため、成績や育ちも西高セイコーは普通の高校より幅がある。で、一般的に金持ちの家の生徒は、得え体たいの知れないものは避けようとする傾向がある。もちろん、ぼっち集団に来てくれる可能性は低い。


    「しかも、転校生だし。転校生といきなり友達になろうとかハードルが高い。俺たちは石橋を叩たたいて、叩いて、叩ききってから渡るタイプだ」


    「はぁ……ほんとに馬ちゃん鹿ちゃんね」


    　もう、ストレートに馬鹿って言えよ。遠まわしなのがかえってムカつくわ。


    「転校生だからこそ狙ねらう価値があるんじゃない。よく考えてみなさい。あの子は夏休み直前のこの時期に、この学校で人間関係を築けてない。つまり、学校に友達もいない。これはかなりのピンチだと思わない？」


    　そこで、こっちのチャンスじゃなくて、相手のピンチととらえるのが高鷲流。


    　ただ、ちょっと、今回は頭脳明めい晰せきな高鷲にしては勇いさみ足だと思った。


    「たしかに一般に夏休みを過ぎると、そのクラスでの関係性は固定する。だがここまで夏休み直前なら話は別だ。ゆっくりと二学期からのニューフェイスという扱いでやっていけるはずだ」


    　けど、高鷲はそんなこと、よくわかっていた。


    「でも、このままじゃあの子はリア充的な夏休みを過ごせないわ。しかも、私たちは高二。来年は受験が近づいてくるから、高校の夏休みを満喫できるのは今回限りよ」


    「お前の発言でとんでもないことを思い出した……」


    　それは彼女だけの問題ではなく、俺たちの問題でもあった。


    　そうだ。今年の夏休みを楽しめないなら、高校時代の夏休みはすべて灰色かもしれん！


    　最低限、友達ができてよかったとほっとしていたが、甘かった。


    　まともな計画を立てないと、高校の夏休みを無味乾燥に過ごした人間として一生生きていかねばならなくなる。


    「だから、向こうにも選んでいる余裕はないわ。それに夏休みが迫っていて、どのコミュニティが自分にあってるか吟ぎん味みする時間的余裕だってないから妥だ協きようせざるをえないはず。むしろ、それがあるから焦あせって二学期前に転校してきた可能性すらあるわ」


    「妥協ってお前。全体的に今日は自じ虐ぎやく的てきだな」


    「グレ君が入ってるせいで、人ひと研けんの平均点が下がってるのよ」


    　たとえ事実でも、言っていいこととダメなことがある。


    　だが、高たか鷲わしの狙ねらいはよくわかった。


    「これは私たちにとっても有利よ。効率的に友達をゲットできるかもしれない。この好機を逃す手はないわ」


    「そうだな、俺も協力する」


    　三秒後、俺は「協力する」という表現を使ったことを後悔することになった。


    「その言葉を待っていたわ。武士に二言はないわよね」


    「武士じゃない」


    「グレ君、豚にももう少しプライドがあるわよ」


    「俺、豚じゃなくて、馬ちゃんか鹿ちゃんじゃないのか？」


    　もちろん、そんな抵抗は認められず、俺は厄やつ介かいごとをやらされることになった……。


    



    　　　　★


    



    　その日の放課後、生徒がぞろぞろと教室からはけていく。


    　汐しおノ宮みやさんはすぐには出ていかずに、転入時に渡されたプリントかなんかを読んでいる。


    　なんとなく感じていたが、全体的におっとりしている性格らしい。


    　そこを俺たちは狙う。むしろ、俺が狙う。


    　五階の廊下で協力すると発言した俺に、高鷲はこんなことを言い出したのだ。


    　──じゃあ、勧かん誘ゆうはグレ君にお願いするわ。


    　俺は即座に反論した。おかしいだろ、女子を誘さそうのに男子が来るって、がっついてる出会い系に見えるだろ。もっと外堀から埋めにいかなきゃどうしようもないと。


    　高鷲は、「グレ君、そんなこと言って外堀から埋めて友達作れたこともないでしょ」ときっちり、俺の人格否定をあいさつ代わりに繰り出したあと、合ってない視線をさらに下に落として、こう言った。


    「私、女子高生、苦手なの……。何を話していいかわからないわ……」


    　そういや、愛あい河かに話しかける時も俺がその役をやらされたな……。


    　気さくに同性に話しかけられてたなら、高たか鷲わしは「氷の姫」になってない。しかも、異能力の特性上、視線を他人に合わせられない。


    　それを考えると、俺のほうがまだマシな可能性はまったくないとまでは言いきれない。マシじゃないとしても、高鷲に実行に移せる勇気がないのだから、俺がやるしかない。


    　確実性を考えると、愛河を呼ぶべきなのだが、愛河が来るまで汐しおノ宮みやさんが教室にいる根拠はどこにもない。兵は神しん速そくを貴たつとぶというやつだ。ゆっくりしているうちに、ほかのグループに所属されたら、手が出せなくなる。


    　俺は念を押して二メートルは離れたところから、声をかける。ファーストコンタクトがドレインで貧血に似た症状を引き起こしたというものでは話にならない。


    「あっ、すいません、お時間いいですか？」


    　俺の声に反応して、汐ノ宮さんが顔を上げる。純真そうな表情というか、全体的に童顔だ。


    「はい、わたくしにいったい何か？」


    　拒否はされていないけど、どうも堅苦しいな……。


    「ええとですね、実は俺たち──俺たちというのは、俺以外にも数人女子が在ざい籍せきしてるんですが……人間関係研究会というサークル的なものをやってまして……。活動内容は…………」


    　あまりにも何も活動らしい活動をしていないので、説明が難しい。


    「活動内容は、空あき教室で高校生らしい会話をすることです。いや、高校生らしくはないか……。ええと、この説明だと怪しさ満点だということは俺も自覚あるんですけど、マジで無害なんで……物は試しで顔を出していただくのもいいかな、とか……」


    　ポケットでスマホが振動している。


    　高鷲が後ろで見守りながら、なんらかの発信をしているのだと思うが、この状況でスマホを見ることはできん。


    「へえ、人間関係研究ですか。たとえば、心理学的な知見などを利用しつつ、最も人のストレスが少ない状態を調べて、学校の授業や活動に対して提案したりする団体でしょうか？」


    　汐ノ宮さんにはまったく通じていない。好意的に解釈されすぎている。


    「いえ、そんなに本格的じゃないです……」


    「ご謙けん遜そんなさらなくてもよろしいですわ」


    　違う、謙遜とかそういう問題じゃない。


    　俺は自分のドレインの異能力について説明した。先に言っておかないと接近される恐れがある。貧血に近い症状って、言葉だと軽いようだけど、めまい・吐き気・悪お寒かんとまとめて来た場合、かなりハードなのだ。コンプライアンス義務が俺にはある。


    　ドレインの説明はおよそ三十秒で手短に済ませた。これが長いとさらに怪しくなってしまう。初対面に近い人間に長話を一方的にする人間は、その時点で論外だ。俺なら地雷だと判断する。自分にしか興味がない、自己中心的人間である危険が高い。


    「ほほう、貴重な異能力ですわね。オンリーワンですわ」


    　力ちから業わざで肯定的に評価された！


    「そんなわけで、つまり、俺たちはぼっちの集まりです……」


    「ぼっち？　ダイダラボッチの略称でしょうか？」


    　しまった。お嬢様なせいか俗語が通じないぞ……。


    　そんな昔話に出てくる巨人族が集会する場ではない。


    「ええと、リア充ではない人間たちなんですが、女子も多くて、アットホームで楽しい環境というか、いやそうでもないか……」


    「リアジュー？　何語でしょうか？」


    　きょとんとした表情の汐しおノ宮みやさん。


    　くそ！　リア充すらも通じないとは！　ここまで純真な子を騙だますのは気が引ける！


    　まさか、こんなにネットスラング系の言葉が通じないとは考えてなかった。本物のお嬢様なんじゃないか？　これ、スマホとか親から許されてないタイプの女子ではないか？


    　しかし、俺が一人で勝手に苦戦してるなか、状況が変化した。


    　汐ノ宮さんの視線が彼女の真横を向いたのだ。


    　クラスの女子でも話しかけてきたのかと思ったけど、空あいている椅い子すと机があるだけだった。


    　それだけならそこまでおかしくはないが、彼女はこくこくと相あい槌づちのようなものを打っている。


    　つまり、誰かの話を聞いているような態度なのだ。


    　これって、彼女のクラスでの自己紹介の時と同じじゃないか……？


    　ほんのわずかだけど、俺の肌がぞわぞわっとした。奇妙な経験をしている感覚というか。


    「ああ、リアルが充実している人という意味なのですわね。そして、楽しんでいれば本来的には全部リア充に該当するけれども、オタク的趣しゆ味みに同性で盛り上がってる場合などはリア充と言うかどうか難しいところがあるのですね。でないと、『リア充死ね！』と言って徒党を組んでる人たちもリア充ということになって、概がい念ねん上じようの混乱が生じますね。なるほど」


    　いきなり、リア充に対しての解説を彼女は行った。それで正解だと思う。


    　しかし、状況は異常だ。だいたい、そっぽ向いたまま言ってるし。


    「ぼっちというのも、ひとりぼっちの俗語なのですか。学校で友達がいない方を、とくにそう呼ぶのですわね」


    　まただ。ちょっとしたホラーな現象を俺は目まの当たりにしている。


    　異能力なのか？　でも、どういう異能力なんだ？


    　相手の心が読めるとかならわかるけど、読心術とはとても思えない。汐ノ宮さんは見えない誰かと会話している……のか？


    「待って、待って！　今、誰から話を聞いてるんですか!?」


    　ゆっくりと、俺のほうに彼女は顔を戻した。


    　ちなみに向こうは座っているから半径一メートルの問題は起きていない。


    「これがわたくしの異能力、『メイド長』ですわ。メイド長はわたくしがわからないと思ったことを教えてくれるんですわ」


    　やはり、何もないところを汐しおノ宮みやさんは指差した。


    　俺には見えないメイドさんがいるんだろう。名前からしてそういうことだろう。まだ信じられんが、そう解釈するしかない。メイドさんが見えるってまあまあおいしい異能力だ。俺のと交換してほしい。


    「ほうほう。この方は友達が少ないから、友達になってもらいたがっていると類推できるんですわね。なるほろほろろ」


    　なんだ、「なるほろほろろ」って。転校前の学校で流は行やってたのか？


    「そういうことでしたら、わたくしが波は久ぐ礼れ君の友達になってあげますわよ」


    　ナチュラルな上から目線で言われた。ただ、高たか鷲わしみたいな皮肉や嫌いや味みが一切ない。


    　とはいえ、これでお願いしますと言っても、それは友達なのか？　完全に主従関係じゃないのか？


    　俺が答えに窮きゆうしている間に、またメイド長の言葉に汐ノ宮さんは耳を傾ける。


    「え？　なんですか、メイド長。男子と仲良くなるのは危険？　男はオオカミですって？」


    　見えないメイドさんが邪魔をしてきた！　しかし、意味はわからんでもない。怪しいよな。俺もそう思う。生物かどうかすらわからないものと同じ意見というのもアレだが。


    「でも、メイド長、それはおかしいですわ。オオカミなら群れをなすはずですが、この方はひとりぼっちなのですから、むしろ男はクマとでも言うべきではありませんこと？」


    　悪気はないんだろうけど、俺に対して失礼な応対！


    「ああ、この方の場合、ドレインという異能力が危険だからダブル役やく満まんですか。すいません、だぶるやくまんとは何ですか？　ポーカーで言うところのロイヤルストレートフラッシュ？　なるほろほろろ」


    　目に見えない存在にまでドレインの危険性を指摘された。


    　人間じゃないものにまで人間性否定されるって、どんな人生なんだよ！


    　まさかとは思うけど、今までのは全部ウソで俺はおちょくられているのか……？　いや、俺が来ることも知らないのに、こんな高等テクニックを演技じゃできないだろう。


    　しばらく、汐ノ宮さんは見えないものの話をふんふん聞いていた。自己紹介の時よりはるかに近くで見ているので、シュールさも強きよう烈れつだ。パントマイムってこういうのを言うのだろうか。


    　おそらく会話中と思われるので、その話が終わるまで俺としては待つしかない。


    　やっと、汐ノ宮さんが俺のほうを向いた。


    「申し訳ありません。男子一人といきなり親密な友達というのは少しハードルが高いそうですので、クラスでは仲良くするけど、二人で一いつ緒しよに出かけるほどではないぐらいの関係ということでご容よう赦しや願えますか？」


    　両手を合わせて、拝むようなしぐさで汐しおノ宮みやさんは言った。


    　なんでだろう、振られたみたいになってる。


    「クラスで仲良くしていただけるのはありがたいんですけど……人ひと研けんのほうはどうなりますかね……？」


    　俺がこんなこと言う権利はないのかもしれんが、話が噛かみ合っていない気がする。


    　むしろ、噛み合ってないまま強引に会話のほうは進み続けているのがもっとまずい。


    「ああ、もう！　埒らちが明かないわね！」


    　そこにやっと高たか鷲わしがやってきた。


    　とはいえ、堂々とした発言のようでいて、やけに高鷲は緊きん張ちようしているように見える。誰かと話すことそのものに免めん疫えきがない。


    　やっぱり、お前が勧かん誘ゆうしたほうが早かったと思うぞ……。どうにかしてくれ。でも、腕組みしながら来るのはやめろ。基本的にそれは失礼だ。ただでさえお前は相手の顔見ないんだし。今もどうやら汐ノ宮さんの腰あたりにずっと視線を送っている。


    「こんにちは、『高こう慢まんと天然』さん」


    「『高慢と偏見』みたいに言うな！」


    　転校生に初日からあだ名つけないでほしい。せめて好感度が上がってからにするか、敵認定してからだけにしてくれ。


    「私の名前は高鷲えんじゅ、人間関係研究会という百年以上の伝統を誇ほこるサークルの会員よ」


    　お前、また経歴を詐さ称しようする気か……。しかも捏ねつ造ぞうに拍車がかかっている。


    「こういう男子もいることにはいるけど、女子率は六割を超えているから、女子のあなたも安心して入れるわ」


    　六割超えてるのは、俺・高鷲・愛あい河かの三人しかいないからだろ……。


    　汐ノ宮さんは怯おびえたりはしてなかったが、その分、まじまじと高鷲を観察していた。


    「あっ、私、異能力の関係で目を合わせるとよくないの……」


    「ほう。いろんな能力があるのですわね。わたくし、一般の高校に所属していましたから、異能力者の方々に接するのは初めてなので、新鮮ですわ。これからもよろしくお願いいたしますわ」


    　ふわふわとした笑顔とでも表現するべき、見ているとほっとするような表情を汐ノ宮さんは浮かべた。多少、天然だけど、いい人なんだと思う。


    　それと、彼女の表現は入ってもいいという意味と解釈できそうだ。


    　こんな所属するメリットが何も感じられない（実際、ほぼ何もメリットは話してない）集団に入っていいと言ってくれるなんて聖人ではなかろうか。


    　高たか鷲わしもうれしいらしく、少し口角が上がっていた。見下した笑みのようにも見えるが、あれは本当に笑っているのだ。


    「私たちのサークルに入ってもいいだなんて、あなた非凡な才能があるわね」


    「あっ、すいません、またメイド長が囁ささやいてきました」


    　彼女は再び顔を横に向けた。


    　俺たちには見えないメイド長が話の腰を折るので、いいかげん鬱うつ陶とうしくなってきた。


    　なんか、だんだんと汐しおノ宮みやさんの顔が曇っていく。


    　これ、ろくでもないことをメイド長が吹き込んでるんじゃないか……？


    「同性が現れて、安心させるというのはよくある手口？　怪しい出会い系サークルかもしれない？　地雷臭がぷんぷんしてるですって？」


    　無む茶ちや苦く茶ちや失礼だな！


    　しかし、メイド長の言ってることはよくわかるんだよな！　俺がメイド長でも同じようなアドバイスを試みる可能性が高い……。


    「見えている地雷を踏むようじゃ、食い物にされて骨までしゃぶられるのがオチと言われましても……。メイド長、言葉を慎みなさい」


    「あなたこそ、慎みなさいよ！　さっきからメイド長とかいうのに、かこつけて言いたいこと言いすぎよ！　そこまで疑うならこっちから願い下げだわ！」


    　ついに高鷲がキレた。違う、「ついに」というほど待ってない。キレるの、ちょっと早いぞ！


    「そうよ、私たちがクラスで孤立してる側なのは認めるわ。でも、こっちはこっちでまあまあ楽しくやってるし、転校生で友達いないまま夏休み迎えるあなたが大変そうだから、声かけてみたのよ。ぼっちにはぼっちの楽しみ方があるんだから。リア充的な楽しみだけが楽しみだと思ったら大間違いよ！」


    　その高鷲の言葉に、場違いにも俺はちょっとうれしくなってしまった。


    　高鷲も、人ひと研けんは楽しいんだ。大切なものなんだ。


    「人研を地雷だとか言うなら、どうぞほかのグループを当たってちょうだい」


    　ほかを当たるも何も、そもそも勧かん誘ゆうしたの、こっちだけどな。


    「あるいは目に見えないそのメイドと会話してなさい。あなたも早晩、不思議ちゃん扱いで浮くだろうけどね！　地雷は地雷らしく楽しく爆発しとくわよ」


    　爆発するのかよ！


    　それはそれとして、高鷲が人研を大事にしてることがわかったので、そこはよしとするか。


    　転校生との関係性はいきなり最悪なことになりそうだけど……まっ、人研メンバーが今より減るわけじゃないし、そこは我慢するか……。汐ノ宮さんの加入はもう絶望的──


    　しかし、汐しおノ宮みやさんはきょとんとしている。


    　高たか鷲わしが怒っていることも、いまいちピンときていない感じなのだ。まるで衝撃を吸収したエアバッグだった。


    　そこで、右手の人差し指をくいっと上げて、「ひらめいた！」という仕草をした。ちょっとかわいらしい。


    「あっ、そうですわ、そうですわ。わたくしが命じないと、メイド長はほかの方には見えないのですわね。だから、不思議に思われるのですわ」


    「あなた、まだそのキャラ、続けるつもりなの……？　その芸風はもういいから……」


    　高鷲もムカついてるというより、話が噛かみ合ってなくてやりづらそうだった。


    　ほぼ確実に高鷲は、こういう天然ぽいキャラとしゃべったことはないから、攻略法が読めないのだろう。俺も読めない。


    　そんな高鷲を気にする様子もなく、汐ノ宮さんは虚こ空くうにいるらしい何かに向かって、こう言った。


    「メイド長、お二人にも見えるように姿を現してくださいな。主であるわたくしの命令ですわ」


    　次の瞬間、身長百二十センチほどの、世にも奇妙な存在が現れた。


    「うわああああっ！」「きゃああああああっ！」


    　俺と高鷲は同時に悲鳴を上げた。


    　たしかに、そいつはメイド服を着ていた。ブリティッシュメイドというのだろうか、ミニスカみたいなやつではなく、丈の長い、本当にイギリスの豪邸で働いているようなメイド服だ。


    　しかし、そいつの体は異常だった。のっぺりした白い卵みたいなものに二つの大きな目玉がついている。絶対に人間ではないが、ただ、足と手らしきものだけは生えている。


    　一言で言うと、いかにも子供が想像しそうなお化けといった風ふう体ていなのだ。


    　見てはいけないものが目の前にいる！　これ、正気度が下がる奴やつじゃないのか！


    　そのお化けは小さな二つの手みたいなものをちょこんと上げた。あいさつのつもりなのだろうか。
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    「これがメイド長ですわ。今後はお二人の視界にも入りますから、気軽に声をかけていただけるとメイド長も喜ぶと思いますわ」


    　そのメイド長はじっと高鷲のほうを見つめていた。いや、目の焦点が合ってないので、見てるのかもわからないが、ずっと高鷲のほうを向いている。


    　二十センチほど高鷲のほうに近づいた。移動中の音は一切なくて、浮遊してる感じだった。


    「ひゃぁっ！」


    　高鷲が想像以上にかわいらしい声を上げた。


    「これがメイド長っておかしいでしょ！　メイド服来てればなんだっていいわけ!?　役職よりも種族のほうに着目して呼び方決めなさいよ！　それと寄ってきてるわよ、こいつ！　噛みついてきたりしないでしょうね!?　どうにかして！」


    　高たか鷲わしが汐しおノ宮みやさんを見つめて、助けを求めつつ、苦情を言った。俺もこんなのが出てくるとは思わなかった……。


    　あれ、高鷲が見つめてる……？


    　見事に汐ノ宮さんと目を合わせてしまっていたのだ。


    　高鷲の背後にあの掲示板がポップアップする。


    【なんなのよ、これ……。ゆるキャラっぽいけど、リアルに存在してたら、心ががさつくどころの話じゃないわ……。だいたい、無害なの？　見た翌日に死ぬとかないでしょうね!?】


    　かなりの速度で文字が流れている。そして本人は気づいてない。


    「高鷲、ココロオープンが発動してるぞ……」


    　すぐに高鷲が背後を振り返って、もう一度「ひゃぁっ！」と声を出した。やっぱり、アニメ声っぽかった。


    　いつものキャラとのギャップで不覚にもどきりとしてしまった……。本当に不覚だ……。これは誰にも言わずに墓まで持っていくタイプの情報だ。


    「あらら、それがあなたの異能力ですの？　また、とっても個性的ですわね！」


    　煽あおってるように聞こえてるけど、多分本心で言ってるんだろう。


    「こ、これのことは忘れて！　千円出すから！」


    　買収する額が安い！


    　メイド長がまた微妙に高たか鷲わしに接近してくる。無言の圧を俺も感じる！


    「ニャー」


    　──という声が、メイド長というものからした。


    「今、それ、『ニャー』って鳴いたわよ！」


    「メイド長の鳴き声ですわ」


    　ごく当たり前のことのように汐しおノ宮みやさんは言った。


    【勘弁して！　時間を五分前に戻す異能力とかないの？　不意打ちにもほどがあるでしょ！】


    　これは一度仕切り直しが必要だ、俺は一人、外野に近い場所にいてそう感じた。


    　電光掲示板も出ちゃってるし、ほかに生徒がいないとはいえ、これ以上教室にとどまるべきでもないだろう。


    「シミュレーション室に移動しよう！　愛あい河かも来てると思うし！」


    



    　　　　★


    



    　ぬぺっ、ぬぺっ……。


    　メイド長が階段を上がる時、こういうスライムを床に落としたような音がする。かなり異様なので、俺も高鷲も始終、メイド長の様子を見ていた。


    　ちなみにメイド長に足はあるが、極端に短いのでそれで階段は上れない。


    　では、どうして移動しているのかというと、段の前で体が上に浮き上がるのだ。このとき、謎なぞの「ぬぺっ」という音が発生する。原理は不明だが、とにかく浮くと音が発生する。


    　そして、段差がなくなったところで、平行に移動する。どうも床には接地しておらず、空中浮遊に近い移動らしい。最新型のドローンみたいな動きである。


    　なお、高鷲がメイド長と目が合っても、ココロオープンは発動しない。多分、メイド長が人間ではないからだろう。じゃあ、何なのかと聞かれても、俺は専門家ではないので、わからん。


    　それと俺もメイド長の半径一メートル以内に接近して反応を見たが、とくに衰すい弱じやくしている様子もない。これはメイド長が生物ですらないからだろうか。俺の異能力、動物なら犬や猫でも効くはずだからな。


    「汐ノ宮さんがやけに視線はずしてるから不自然に見えたけど、俺たちも何もない場所を見つめてるように第三者からは認識されるんだろうな……」


    　俺の視線も高鷲の視線も、そこに何もいなかったら、相当おかしなものになる。


    「しょうがないわ。だって、こんなの無視できないでしょ。ていうか、この子の異能力って、これを飼うことなの？　それともこれを生み出すことなの？　召しよう喚かんでもしてるわけ？　たんに見えるってだけなの？　最後のやつだとすると、こんなのが最初からこの世界に実在してたことになるんだけど……」


    　その台詞せりふを聞いた汐しおノ宮みやさんが、「メイド長には仲間はいますの？」と尋ねていた。むしろそれを今まで質問しなかったのか。普通、まず何者なのか気になるだろ。


    　メイド長は汐ノ宮さんに耳打ちするように顔を近づける。この時、彼女（メイド服着てるので彼女と表現する）の声は俺たちには聞こえない。ひそひそ話してるせいなのか、もともと汐ノ宮さんしか聞こえないものなのか、そこもわからない。俺と高たか鷲わしはまだ「ニャー」しか聞いてない。


    　シミュレーション室に入ると愛あい河かが先に来ていた。


    「あれっ、そのお嬢様っぽい人は誰ですか？」


    　お嬢様っぽい人は汐ノ宮さんだが、確実にそれより百倍気になる存在がいる。


    　つまり、愛河にはメイド長が見えていないのだ。


    　汐ノ宮さんが愛河にも視認できるように命じると、愛河は目を輝かせて、「かわいいですね！」と抱きつきに行った。女子高生の適応力すごいな！


    「うわあ！　バランスボールみたいですよ！」


    「それ、怖くないのか……？　いや、怖くないから抱きついてるんだろうけど」


    「愛河は猫にもなつかれるタチなんで、大丈夫ですよ！」


    「あなたね、これと猫の共通点、ニャーって鳴くこと以外、何一つとしてないわよ」


    　少なくとも高鷲は猫のように愛あい玩がんする気はないらしい。高鷲が猫を愛玩するかは謎なぞだが。ぼっちって猫を好きそうなイメージあるけど、あくまでイメージです。俺は犬派より猫派。


    　俺と高鷲は愛河に事情を軽く説明した。汐ノ宮さんのことも話さないと訳わからないからな。そして、今度は、俺たちが汐ノ宮さんに自分たちの異能力とぼっちの現状などを十五分ほど話した。


    　四人になったので、席をだいたい正方形に近い形にして、俺は三人から一定の距離を空あけた窓際に座る。メイド長は汐ノ宮さんの横で立っている。


    　コミュ力の高い愛河がいるだけで、さっきと比べると話は圧倒的に楽に進んだ。そもそも愛河のおかげで、この集団が比較的まともに見える。


    　俺の異能力を必要以上に怖がらない人間だけなので、居い心地ごこちがいいというほどじゃないけど、ここでは気楽だ。


    　汐ノ宮さんはこの部屋に入ってからも、嫌いやそうな顔も引いた顔もしなかった。


    　少なくとも、ぼっちだから差別するような奴やつじゃない。そこを俺は高く評価したい。


    「なるほろほろろ。この三名で人間関係研究会を立ち上げになったのですわね」


    　高鷲のでっちあげたウソは決定的になったが、とくに汐ノ宮さんはツッコミを入れたりしなかった。


    「はい！　業なり平ひら君もえーりんもとってもいい人ですよ！　汐ノ宮さんも所属して損はないです！」


    　愛あい河かのすべてを肯定していくスタイルで俺の心が少し浄化されていく。俺なら説明時に「入っても得することもないけど」とマイナスに表現していただろう。話を盛るというか詐さ称しようする高たか鷲わしよりはマシだと思うけど。


    「承りました。それでは、わたくしも入会いたしましょうかしら。メイド長も、『人のためになるべきことは、結局は自分のためになる』と申していますし」


    　とくに戸惑いもなく、汐しおノ宮みやさんは加入を承しよう諾だくした。


    「忠告というほどじゃないけど、あんまりその物体Ｘの意見を鵜う呑のみにしすぎないほうがいいわよ。何言ってくるかわからないからね……」


    　高鷲も新しいジャンルの異能力にまだ戸惑いと警戒が解けないでいる。こんなのをあまり日常として受け入れたくない気持ちはわかる。


    　正体不明の生き物が日常に溶け込んでいる系の作品って漫画で多いけど、いざ対面すると思った以上に認めづらい。


    「ランランって呼んでいいですか？　こっちも愛河でいいです！」


    「はい、喜んで。愛河さんと呼ばせてください」


    　愛河は早くも新人との距離感を詰つめている。これがプロの技術か。


    　俺ならいきなり名前を呼んでなれなれしく思われないかなとか二日ぐらい考えた挙あげ句くにようやく重い腰をあげるべきかをまた二日ぐらい考えるだろう。仮に言い出しても、もっと違う切り出し方あったかなとか夜寝る前に悶もん々もんとしただろう。


    　もしかして、名前やニックネームってこんなにあっさり呼べるものなのか？


    　いや、これ、愛河だからできることだ。俺がやったら距離感が最初から近いキモい奴やつになるおそれがある。それと、同性ならまだしも、異性でやるのはさらに難易度が上がる……。


    　俺が悩んでいる中、愛河はまたメイド長の体を指で突っついたりしていた。


    　その間、メイド長は微動だにしない。


    「メイド長、お利口ですわね。主人として鼻が高いですわ」


    　なんなの？　メイドというよりはペット的な何かなの!?


    　こうして、割りとあっさり、人ひと研けんに新メンバーが増えた。


    ※メイド長は、本人の意思が確認できんし、人じゃないし、いろいろ保留します。


    



    「じゃあ、今日は帰るか」


    　たいして時間はたってないが、未知との遭遇で気疲れはある。


    　異能力者専門の教育機関が用意されてる理由もよくわかる。普通の学校なら、俺も高鷲も愛河も、汐ノ宮さんの能力への対応に今以上の苦労をしてたはずだ。異能力者というだけで少数派になるからな。


    「ダメよ。目の前の課題を克服しておかなきゃ」


    　高たか鷲わしが意識高い発言で、俺の浮きかけた腰を戻した。


    「期末テストも終わってるし、課題なんてないだろ」


    「愛あい河かは補習のテストがあります！」


    　愛河の渾こん身しんの自じ虐ぎやくギャグは放ほうっておくとして、何があるって言うんだ。


    「新メンバーも加わったことだし、早急に夏休みの計画を立てるの。夏休み本番までそう時間はないわ」


    「別に夏休みに入ってから、決めてもいいのではないかと思いますけれど」


    　のんびりしているように見える汐しおノ宮みやさんがキャラどおりの発言をした。


    「たしかに夏休みは長く感じるわ。でも、私たちはこれまでも長いから焦あせらなくて大丈夫と甘く見ていた。そして、気づいたらろくに何もしないまま八月が終わって、絶望と後悔で一生苦しむ羽目になるのよ」


    「一生レベルの禍か根こんにまでするなよ」


    　その発言だと人生の楽しみの半分が夏休みに集約されているようにすら聞こえる。


    「じゃあ、グレ君、去年の夏休みを思い出してみなさいよ。夏祭りも海も花火もアウトドア的な旅行も全部行かずに、クーラー効いた部屋で宿題やってたでしょ」


    「やめろ！　正確にリストアップするな！　去年の夏休みを思い出させないでくれ！」


    　俺は頭を押さえた。


    　本当に何もなかった。宿題すら中盤にはすべて終わっていて、あとはだらだらしていた。


    　だいたい、俺の異能力的に混んでるところに行きづらいから、夏祭りも花火も海もアウトだ。俺は微み塵じんも悪くない。すべて異能力が悪い。


    　そう、夏休みは宿題が多いと言われているが、ぼっちは宿題ぐらいしかすることがなく、意外とあっさり終えてしまうのだ。


    　後半にたまりすぎた夏休みの宿題に頭を抱かかえるのは、リア充の夏休み自慢にすら聞こえる。というか、自慢だろ。こちとらやることなさすぎて、苦しんでるんだぞ！


    　正直、夏休みは楽しさと怖さが同居する期間である。


    　高校でぼっちでも家の中で孤独を感じることはない。その家にずっといられるのだから勝っているとすら言える（あくまで相対的な問題です）。さすがに親は俺のドレインに嫌いやな顔したり、避けたりしないし。


    　しかし、その期間、リア充たちは様々な行事を実行して絆きずな（気持ち悪い言葉だ）を紡つむいだり、恋（素晴らしい言葉だが、いまいちどういうものかわからん）に落ちたりしている。


    　リア充というほどじゃない奴やつでも、ある者は富士山に登り、ある者は自転車で淡あわ路じ島しまを一周し、ある者は青春18きっぷで大阪の某ぼうテーマパークに行き、ある者は好きなバンドのライブに通い、ある者はアメリカへ家族旅行に出かけ、充実した夏休みを過ごすだろう。普段できない体験ができるのが夏休みである。


    　俺の家、去年は旅行すらなし。俺の異能力だと車で移動できないし、鉄道も混んでいるのは厄やつ介かいだ。それでも努力次第では、東京から伊い豆ずぐらいなら行けるのではと思うのだが、連れて行ってもらえなかった。


    「いかにも夏休みなベタな体験、したいと思わない？」


    　高たか鷲わしが実にくだらない質問をしてきた。


    　夏休みらしいベタな体験だと？　考えるまでもない。


    「……したい」


    　来年は受験がある。本格的な高校の夏休みは今年がラストチャンスだ。


    　外出に不向きな俺は誘さそわれるだけでうれしい。夏休みならいつもの五倍うれしい。


    「ベタということは、そこに楽しみがあるということよ。私たちは禁欲主義者じゃないんだから、楽しみは追求するべきよ」


    「わかった。計画を立てよう。ほかの二人も異論はないか？」


    「もちろんです！」「楽しいと思いますわ」「ニャー」


    　メイド長も回答をしてきたが、「ニャー」の意図がわからないので無効票にする。


    「それじゃ、予定を決めましょ」


    　高鷲は正面の黒板に、マグネットで何かを貼った。


    　七月と八月分のカレンダーだ。


    「ここに個人のスケジュールを書いていくの。そうしたら、都合がつく日が視覚的にわかるでしょ。先にすべて決めてしまうのよ」


    「高鷲、お前、やっぱり頭いいよな。さりげなく効率を上げてくる」


    　たしかに、ああだこうだ円になって話すより、まずはこれで全員が動ける日を確定したほうが早い。


    「褒ほめても何も出ないわよ。私、だらだらしているのが苦手なの。買う気もないのに物色するとかもダメなのよね」


    　いかにも友達が少なそうな奴やつのセリフだと思ったが、いちいちケンカ売るべきじゃないな。


    「ここに各自が特定の色のペンでダメな日にチェックをつけていって。けど、四色だと足りるかしら……。ああ、グレ君は全部空あいてるから三色でなんとかなるわね」


    　一言余計なんだよ。一メートル以内に近づくぞ。


    　ペンの問題は愛あい河かが何色もペンを持っていたので解決した。これ、多分、駅前の百均で買ったやつだ。用途はとくにないけど、ついつい買ったのだろう。


    　そして、各自がペンを持って順に予定で埋まってる日に書き込んでいく。


    　高鷲が青、愛河がピンク、汐しおノ宮みやさんが緑、俺が黒の油性ペン。俺だけ彩いろどりがない。


    　結果──


    　愛あい河かを示すピンク色の「あ」がやたらと並んでいた。


    「こっちは渚なぎさと遊ぶ日で、そこから二日は家族旅行で～、それは里り奈なに誘さそわれて富士五湖のほうの遊園地に行く日ですね。あ、そこもカヤック体験をしにいく日です」


    「あなた、どれだけ埋まってるのよ！　遊びすぎでしょ！　いつ勉強するのよ！　だいたい、カヤックって何よ！　響ひびきからしてリア充くさいじゃない！」


    「高たか鷲わし、お前、言ってることがさっきと矛む盾じゆんしてるぞ！」


    　しかし、たしかにその予定がうらやましいのは間違いない。マジで分けてほしい。


    「二人とも、よく見てください。別に埋め尽くされてるってほどじゃないですよ。空あいてる日のほうが絶対多いですよ」


    「だとしても、手堅く押さえてるじゃない！　あなたの予定は鮮やかなのよ！　そっちがハイビジョンとしたら、こっちはモノクロよ！　水墨画みたいに一色の濃淡で鮮やかに見せかけるのが精いっぱいなのよ！」


    　黒の油性ペンを渡された俺への当てつけか。なお、油性ペンに活躍の機会はほぼなかった。


    「グレ君の、この八月にちょこんとあるチェックは何なの？」


    「そのあたりで散髪に行こうかなと」


    「そんなの、いつでも行けるでしょ！」


    「だって、あまりに空欄多いのも嫌いやだろ……。察してくれ……」


    　高鷲も空欄が多いせいか、それ以上俺をいじりはしなかった。痛みがわかったのだろう。


    「ランランは前の学校の友達に会いに行ったりしないんですか～？」


    　愛河がちゃんと汐しおノ宮みやさんを気づかっていた。たしかに一回ぐらい大阪に帰ったりしそうだ。


    「いえ、それは大丈夫ですわ。過去を振り返るよりも未来を見つめたいですから」


    　素すで名言ぽい台詞せりふを汐ノ宮さんは言った。こういうの、恥ずかしいと思った奴やつが負けなんだろうな……。こだわりなく言ってしまっていいんだな。


    　結局、愛河の空いてる日が一番少ないので、愛河基準で予定を入れることになった。


    　それにしても今日知り合ったばかりの汐ノ宮さんと遊ぶ予定を立てているって、ものすごくリア充に近い行為ではないだろうか。俺も大人になったものだ。思えば遠くまで来た。去年はそもそも予定を立てる友達がいなかった。


    「じゃあ、まずは海ね」


    　いつのまにか高鷲が完全に仕切っているが、言いだしっぺだし適任だろう。新入りの汐ノ宮さんにやらせるのもおかしいし。


    「愛河は海ならどこでもいいですよ！」とわざわざ愛河が手を挙げて言った。


    「よし。なら、千葉のほうに出ようか」


    　房ぼう総そう半島なら、鈍どん行こうで行けばそこまで混んでないだろう。つまり、俺のドレインでも電車で移動しやすい。


    「違うでしょ。海なら鎌かま倉くらのほうが断然いいでしょ」


    　だが、高たか鷲わしから異論が出た。しかし、これは俺も納得がいかない。


    「鎌倉なんてサーフィンしてるウェーイ系とか絶対多いだろ。避けるべきだ」


    「千葉のほうだって不良とか多そうじゃない。木き更さら津づの不良が活躍するドラマ見たことあるわ。それに、距離的に千葉は遠いわよ。どうせ房ぼう総そう半島まで行くんでしょ。どんだけ電車乗るのよ」


    「その分、空すいてる場所もあるかもしれないだろ。鎌倉とか混んでてげんなりするって。思い出作りには千葉にするべきだ」


    「グレ君、千葉県から賄わい賂ろでももらってるの？　千葉県観光大使なの？」


    「いや、千葉に友達がいるわけでもなんでもないんだけど……こう遠いからこそ移動も思い出になる的な、そういうやつだよ！　遠いほうが非日常感があっていいだろ！」


    　愛あい河かから「業なり平ひら君、じわじわ椅い子すが寄ってきてます」と注意が飛んだ。


    「あっ……本当だ……。危ない、危ない……」


    　俺は椅子をずるずる後ろに引く。注意、注意……。


    　なお、愛河は、


    「二人とも、仲いいですね～」


    「房総半島、いいですよね～。愛河、中学生までずっと暴走してる半島だと思ってました」


    「鎌倉も、小六まで雪で作るかまくらの語源って、鎌倉幕府だと思ってました」


    　とか偏差値がゆるふわな発言をちょくちょく入れてきていた。基本的にどっち側にも与くみしない。愛河にとって大事なのは場所ではないんだろう。


    　しかし、これ、どうやって決着つけたものか……。


    「グレ君、今日の占いでＢ型は千葉県の海には行かないほうがいいって言ってたわ。だから、諦あきらめなさい」


    「そんな占いあるか！　だいたい俺はＡ型だ！」


    　──と、その時。


    　ぱっと汐しおノ宮みやさんがまっすぐ右手を挙げていた。


    　選手宣誓をする高校球児みたいに。


    「お二人とも、争いは何も生み出しませんわ。わたくしたちは応おう仁にんの乱から学ぶべきです」


    　なんで、応仁の乱に限定したのかわからんが、とにかく汐ノ宮さんに止められている。


    「仮にこのまま議論を戦わせてどちらかに決めても、それでは禍か根こんが残りますわ。それは健全な高校生活に水を差すことにもつながります」


    　俺も高鷲も健全な高校生活からかけ離れてると思うし、そのワードがすでに健全な高校生が使うか怪しいのだけど、彼女の言うこともわかった。


    「たしかにこれで千葉を押し通しても、なんか気まずくなる……」


    　その俺の意見に高鷲も同意してるらしく、しまったという顔をしていた。


    「じゃあ、そのお化けに聞いてみましょ……。第三者の意見なら価値があるでしょ」


    　高たか鷲わしがメイド長を見た。数少ない視線を合わせられる存在だ。


    　また、ぼそぼそと彼女は汐しおノ宮みやさんに耳打ちした。


    「海ならば、長崎県五ご島とう列れつ島とうの中なか通どおり島じまのビーチを推すそうですわ」


    　スマホで調べてみたら東京から千キロ以上離れていた。


    　意見言えばいいってものじゃないぞ。


    「わかった。俺も鎌かま倉くらでいい」


    　ここで折れないと終わらない気がしたし、遠くてしょぼかった場合、俺が戦犯になる。


    「その代わり、せっかくだし、大仏を見に行こう。あと、鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうも」


    「却下。大仏と青春は関係ないわ。なんでそんな修学旅行みたいなチョイスするのよ。泳いで、海辺のカフェでタコライスを昼食に食べるぐらいでいいのよ」


    　こいつ、俺の案、なんでもかんでも否定してくるな……。


    「逆だ。修学旅行的なことをやるから記憶に残るだろ。こっちは夏休み初心者なんだから、ベタに徹するんだ。タコライスなんて鎌倉名物でもなんでもないだろ。お前はリア充的な価値観に毒されすぎてる」


    「だったらロコモコ丼でいいわ」


    「違う！　タコライスとロコモコ丼は同じカテゴリに入るだろ！」


    　こいつ、意外とミーハーだぞ……。


    　結局、その他の夏休みの計画は一回仕切り直しになった。


    　思いのほか、汐ノ宮さんが満足していたようだったので、それでよしとする。


    　これで、今日は解散だなと思った時、不意に愛あい河かからＬＩＮＥが飛んできた。


    『駅までの帰り道、ちょっと付き合ってもらってよろしいですか？』


    　無意味に「付き合って」という表現に反応してしまったのは、男だからしょうがない。


    



    　俺は絶賛チャリ通なので、あまり意識してないが、西高セイコーの校区はそれなりに広いので、大半の生徒は電車通学をしている。愛河もそのうちの一人だ。


    　なので、俺の帰り道とは方向も違うのだが、これで「俺はチャリなんで無理です」と言う人間はいない。ここで高鷲や汐ノ宮さんも入れてみんなで帰ろうぜと言う奴やつもいない。フィクションでそういう超鈍感主人公っているけど、リアリティに欠けていると言わざるをえない。


    　念のため、高鷲をやり過ごすために自販機を置いてるコーナーで待っていると、そこに愛河が右手を大きく振ってやってきた。


    「業なり平ひら君、お待たせしましたー！」


    「だ、大丈夫だ……。全然待ってないから……」


    　言葉が上ずっている自覚はあった。やはり、ぼっちはこういうの慣れてない。


    　俺の脳内にはどうしても、過去の一件が浮かんでいる。それは俺が思わず噴いたメロンソーダの甘い香りとともにしっかり記憶にある。


    　以前、高たか鷲わしと愛あい河かが仲なか違たがいしていた時期、俺と会った愛河がこう言ったことがあるのだ。


    　──業なり平ひら君、愛河と付き合います？


    　あれ、表情からしてもギャグの一つだとわかってたぞ。でもさ、ほら。フィクションでよくあるじゃん。冗談と見せかけて実は本心でした的な。さっきフィクションの否定したばかりだけど、フィクションって素晴らしいな！


    　なので、俺がそういう期待を抱いだくのもしょうがない。


    　リア充とかぼっちとかそんなの無関係に、彼女ができるなら、ましてそれが愛河みたいな美少女だったら、もう人生の絶対王者と言っていい！　半径一メートル離れてどう付き合えるかとかはこの際、考えないでおく！


    　しかし、人ひと研けんの中でカップルが成立したら、あとあと人研自体が気まずいものになって空中分解したりしないか……？　それはある。でも、愛河から好きと言われたら、それは気持ちを汲くむべきではないだろうか。うん、こっちからは行かないが、拒こばむべきじゃない。


    　なんて、思惑が頭をめぐっていたせいで、手で押してた自転車を学校出てすぐに側そつ溝こうに入れかけてバランス崩した。とはいえ、俺が隅すみを歩いて一メートル離れないと、愛河が歩きづらい。今はあんまり車の通らない時間だから、いいけど。


    　最初は雑談だったけど、さらっと本題がやってきた。


    「あのですね、今日、愛河が一いつ緒しよに帰りましょうと言ったのは理由があってですね」


    　夢じゃないか確認するため、自転車持ってる右手のほうをつねった。痛い。よし。


    「ほら、業平君、表彰集会で助けてくれたじゃないですか。あれのお礼をしたいなって」


    　なんだ、そんなことか。そんなこと呼ばわりも失礼だけど、恋愛よりは重要度が落ちる。


    「お礼だったら、もう言われてるだろ」


    「もちろん、ありがとうとは言ってますよね。でも、言葉だけじゃなくて、もっと別の形でお礼をしたいなってことなんです」


    　ふふふっ、なんて声が聞こえてきそうな笑みで愛河が笑った。もしや、お礼にキスしてくれるとか、そういうことか!?　そうなのか!?


    　にやけたりしないように何食わぬ顔で俺は聞いている。


    　たたたっと、愛河は急に走り出すと、俺が自転車押してる真正面に回り込んだ。


    　一時的に半径一メートル以内に入って。


    「ずばり、愛河は業平君に恩返しをしようと思っています！　この夏休みを使って！」


    「あっ、近づきすぎだから、離れたほうがいいぞ……」


    　自転車をバックさせるけど、俺の心は「まだ可能性はある。まだ可能性はある」と盛り上がっていた。いや、盛り上がるとかそういう次元じゃなくて……愛河の異能力のせいで脳内はいろいろとすごいことになっていた。ちょっと口外できない。


    「それじゃ、愛あい河かは恩返し計画を進めますので、お楽しみにっ！　また明日っ！」


    　そして、楽しそうに愛河は去っていった。気付いたら駅前にいたのだ。


    「じゃあな、愛河。また、明日！」


    　俺は自転車をこいでる間中、変に顔がゆるんでいたと思う。


    　しかめっ面つらで生きてるよりは笑顔で生きてるほうがいいから何も問題はない。


    



    　　　　★


    



    　夏休み思い出作り計画は紆う余よ曲きよく折せつのすえ、二日後におおかた決まった。


    　やけに愛河が時間を細かく指定したりしたけど、どうせ愛河ほどにタイトなスケジュールの奴やつはいないので不都合はなかった。


    　ちゃんと、海もあり、地元の夏祭りもあり、それにかなり大きなイベントが入った。


    「わたくしの家、長野県に別荘があるんですけど、使いますか？」


    　さらっと汐しおノ宮みやさんがマジモンのお嬢様らしい発言をしたのだ。


    「最近は別荘もそんなに高いものではないんですよ。維持管理費がかかりますけど、それさえどうにかできれば大丈夫ですわ」


    　生々しい話が出てきたが、とにかく俺たちの夏休みは内容だけならリア充のそれに近づきつつあった。去年は予定の時点で何もなかったので、それだけでも満足である。


    



    　そして、夏休み前の登校日もじわじわ減ってきて、終業式の前日。


    「やけに汐ノ宮嬢と仲良くやってるようだね」


    　隣となりの席から、エリアスのもはや伝統芸と言ってもいい、いぶかしげな視線が飛んでくる。


    　視線だけじゃなく、机からペットボトルキャップを飛ばしてきた。キャッチしようとして受け損なった。あとでお前が拾えよ。


    「さっきも廊下でなにやら話してたけど、転校生をあんまり悪の道に引きずり込まないでくれたまえよ。友達が増える前なら、ぼっちでも囲い込めるって魂こん胆たんはどうかと思うよ」


    　たしかに廊下で話していた。エリアスがそれを目撃していたのも知っている。


    「ぼっち囲い込み戦略とか高たか鷲わしがマジで考えてなかった気がしなくもないから、否定しづらいけど、俺がいる集団をとにかく『悪』呼ばわりするのはやめろ」


    「いや、副会長として、転校生の可能性が君によって狭せばめられたら嫌いやだと思っただけさ」


    　完かん璧ぺきにケンカを売られているが、これまで週三ぐらいのペースで売られてきたので日常の一コマだ。


    「だったら、エリアスも汐ノ宮さんとの会話に参加してくれてよかったんだぞ」


    　こう返すと、エリアスの歯切れが悪くなった。


    「いや……わたしはあの生物がダメなんだ……。どうも本能が必要以上に近づくなと叫んでいる気がして……」


    　やはりな。


    　汐しおノ宮みやさんは昨日、メイド長の存在についてクラスで説明した。


    　つまり、クラス全員がメイド長を認識できるようになったわけである。


    　見た目が恐ろしいわけでもなんでもないが、エリアスなど一部の生徒はどうもメイド長を生理的に受け付けないらしく、近づけないのだ。


    　俺としてはメイド長に助けられてもいる。メイド長がちゃんと一メートルの範囲を確認して基準点のようになってくれるので、汐ノ宮さんは近づきすぎて疲労するということがない。つまり、俺は気をつかいすぎずに彼女とは会話ができる。これはデカい。


    「とにかく、あんまり転校生の彼女に迷惑をかけな──ひゃあああっ！　あああっ！」


    　エリアスがやけに高い悲鳴をあげて、椅い子すをのけぞらせた。


    　おいおい、恐怖体験でも起きたかと思ったけど、ある意味、そういうものだった。


    　エリアスの横にメイド長が立っているのだ。立っているといっても、体の構造上、座るという概がい念ねんがあるのか謎なぞである。横になったら、手足が短いから起き上がれないのでは……。


    「音もなく現れないでくれ……。わたし、お化けは本当にダメなんだ……」


    　こんなに弱々しいエリアスは珍しい。ヘビが嫌いな奴やつにヘビを近づけたような反応だ。


    「メイド長は上下の移動は変な音出すけど、平行移動は無音なんだ。一種の空中浮遊らしい」


    「業なり平ひらの冷静な解説なんていらないよ！　だいたい、なんでこのお化けが来てるんだ!?」


    　噂うわさをしたからじゃないのか？　でもその仮説はハズレだった。


    「あの……お二人、ケンカなさっていらっしゃいますか？」


    　つかつかと真面目まじめな顔で汐ノ宮さんがやってくる。


    「さっき、キャップをぶつけようとしてましたわよね？　そういうのはいけないと思いますわ。そういうことから陰湿なイジメに発展するケースもありますから」


    　多分、エリアスも、厄やつ介かいなことになったと感じているだろう。


    　エリアスの態度は鬱うつ陶とうしい時もあるが、イジメではない。最低でも俺はそう認識している。


    　繰り返すが、鬱陶しい時もある。


    　そもそも、俺はイジメで苦しんでるんじゃなく、孤立して苦しんでいるのだ。エリアスは悩みの種でも何でもない。ガチで孤立している時はうれしいと思ったことすらあった。


    　これは極めてデリケートな問題だが、あえて踏み込んで考えたい。


    　無論、イジメの中には徹底して無視するというのもあるだろう。


    　だが、原則としてイジメと俺みたいな孤立はまったく違う概念である。むしろ、それぞれの極みといったほうがいいぐらい別だ。


    　イジメとは悪意を持って他人が関わってくる状態だ。相手に関心を抱いだかずには金品を要求することも殴なぐることもできない。


    　だから、イジメの場合、敵が明確にいる。戦うという解決策が（現実的かどうかは別として）ある。俺の場合、ドレインで九割方勝てるだろう。もしかするとイジメ格好悪いと思ってる奴やつと友情を結べる可能性もある。


    　しかし、ぼっちはそうじゃない。


    　誰とも関わらない状態がぼっちなのだ。


    　関わりを避ける人に近づけば、近づいた側が悪になる。ストーカーが悪なのと同じだ。キモい男に近づきたくない女性に、「俺はキモくないです！」と男が近づいた場合、非は男にある。


    　しかし、キモかろうと人間はずっと孤立して生きていくのはつらい。コンビニ店員としかやりとりしない生活が続くと、人前でしゃべる時、声が上う手まく出せないという話も聞く。俺もクラスの中でしょっちゅう比ひ喩ゆ的てきな意味で窒ちつ息そくしていた。


    　そんな中で、エリアスは俺の敵として存在してくれている。


    　一言で言うと、いないよりはマシ。


    　じゃあ、敵認定はイジメとどう違うのかというと、科学じゃないから厳密な定義はできないけど──多分、エリアスは俺を一人の人間として認めてるからイジメじゃないのだと思う。


    　相手に一方的に暴力を振るったり、金を巻き上げたりする時、そこには相手の人格を尊重する意識はない。つーか、単純に犯罪だ。


    　──そんなわけで俺とエリアスの関係はかなり複雑であって、これを汐しおノ宮みやさんに説明しないといけないのもまた大変だった。


    「あっ……汐ノ宮嬢、そういう意図ではないんだ……。その……わたしと業なり平ひらは長らくの敵同士なんだ。ほら、ヘビとマングース的な……」


    　しどろもどろになりながら、エリアスは弁解する。


    「長らくの敵同士なら、いよいよよくないですわ。和解するべきなのではありませんこと？」


    　真面目まじめで、心配すらしてるような汐ノ宮さんの顔。


    　言っていること自体は、ものすごい正論だった。


    　だからこそ、俺たちは困った。そういうこと言われても和解などできない。


    　俺が小学校で異能力を身につけて以来、この関係がずっと続いていた。エリアスが中学で異能力を発現してからもそうだった。ほかの関係への移行など想定も用意もされていない。


    「汐ノ宮さん、ありがとう……。けど、大丈夫だから。ほんとに大丈夫だから……」


    　ひとまず、被害者と思われてる俺が折れることにした。


    「波は久ぐ礼れ君がそうおっしゃるのなら」


    　汐ノ宮さんもわかってくれたらしく、頭を下げた。


    「差し出がましいことをいたしましたわ。ですが、わたくし、一度きりの素晴らしい高校生活を過ごすために見て見ぬふりはできませんでしたの」


    　力強い目で汐しおノ宮みやさんが宣言した。


    　とてつもなくいい人だ。どういう教育を受けたらこういう性格になるのか……。


    　でも、そこで汐ノ宮さんの顔はかすかに曇った。


    　ちらっと助けを求めるようにメイド長を一いち瞥べつしてから、俺のほうに顔を向ける。


    「おせっかいに感じられたようで、どうか許してくださいませ……。わたくし、よく前に踏み込みすぎるところがありますから……」


    　本音を言うと、そういう部分はあったけど、認めるのもまずいよな。


    「ううん、いいんだ。むしろ、うれしかった」


    　汐ノ宮さんの表情が救われたようなものになる。エリアスもひとまず、場が収まってほっとしているようだった。そういうのはだいたいわかる。


    「そうですか。また、困ったことがあったら何でもおっしゃってくださいね」


    　そのまま、汐ノ宮さんは俺のほうに近づいてこようとした。


    「危ない！　テープのライン越えそうになってるから！　ドレインあるから！」


    　俺はすぐに制した！　相手の安全はいついかなる時も確保しないといけないのだ。汐ノ宮さんもすぐに気づいて足を止めた。メイド長も前に出て、バリケード役をやっている。


    「あっ……ごめんなさい。まだ、波は久ぐ礼れ君の異能力に慣れていませんね。それではまたですわ」


    　彼女とメイド長が去っていった。


    「ある意味、隣となりの問題満載の副会長より副会長っぽいセリフだったな」


    「業なり平ひらがわたしの敵だから問題に感じてるだけさ……」


    　問題満載の副会長はばつが悪そうに言う。


    　この件はひとまず解決したかに見えた。


    　しかし、この一件をきっちり見ている奴やつがいたのだ。


    



    「たしかにあなたとスポ・ドリ子、ちょっと仲悪すぎるんじゃない？」


    　放課後、人ひと研けんメンバー全員が集まっているシミュレーション室で、高たか鷲わしにそう指摘を受けた。なお、スポ・ドリ子とはスポーツドリンクから高鷲がつけたエリアスのあだ名だ。省略形はドリ子になるから、フルネームな分、高鷲の中では少しだけ敬意がこもっている。


    「だって、小学校からずっと敵って言われてるんでしょ。いくらなんでも極端だわ」


    「対立の原因はこの前聞いただろ。あいつが俺の異能力にあこがれるという謎なぞの価値観を持ってるせいだ。犯罪者をかっこいいと思うぐらい、とんでもない発想だ」


    　ただ、そんなエリアスがいる生活が俺にとっての普通なので、そう気にはしてないが。


    「ぶっちゃけると、グレ君がスポ・ドリ子に嫌われることはどうでもいいんだけど」


    「どうでもいいのかよ！」


    「このまま、人ひと研けんまでもが目の敵かたきにされるリスクを考えると関係改善を図りたいわけ」


    　なるほど。坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い理論で、俺が所属してる団体まで敵認定されたら困るということか。さっきも汐しおノ宮みやさんを囲い込むなとか言われたし。


    「けど、数日前にケンカしたなんて次元じゃないからな……。『嫌いだ』と言われた小五から数えて今年で七年目だぞ。プロ野球の世界なら中堅の年代だ」


    　俺はというと、あんまり乗り気じゃなかった。


    　プライベートに干渉するな──とまでは言わない。


    　むしろ、ぼっちでつらいので、もっともっと干渉してほしい。


    　約束なしで遊びに来られて、文句言いながら部屋にあげる的な男友達が一人ぐらいほしい。それで、「お前とエリアス、いいかげん復縁しろよ」「復縁って表現おかしいだろ」「それは置いておいても、卒業までにちゃんと敵から味方になれ」みたいな説教されるのもいい。


    　とはいえ、エリアスの件に関しては俺から積極的に動く気はない。動いたところで、誰も得をしないだろう。エリアスが嫌いやそうな顔をするだけだと思う。さすがに大学は違うところに入るだろうし、いずれ袂たもとを分かち、疎そ遠えんになるだろう。


    　ぱちん、と乾いたいい音が部屋に響ひびいた。


    　愛あい河かが元気に手を叩たたいていた。


    「実は、その件については、愛河に名案があるんです」


    　散歩に連れていってもらう前の犬みたいにうれしそうな顔だった。


    「期待は一切してないから、安心して言ってみなさい」


    　高たか鷲わしが安定の失礼な表現で先を促うながす。


    「夏休みのイベントで、業なり平ひら君と副会長さんを仲良くさせるんです！」


    　厄やつ介かいごとが起こるの確定じゃん……。


    　俺だけが微妙そうな顔をしていた。つまり、というか、高鷲がまんざらでもないといった顔をしていたから、もうそれは採用確定だった。


    「そうね、コンセプトがあったほうが面おも白しろいかもしれないわ。冷静に考えれば海に行くのと、夏祭りに行くのと、それと別荘と、全部つながりが薄いのよね。お寿司とラーメンとアイスクリームを並べる的なテーマ性の弱さがあるわ」


    　お前がやりたいって言ってたイベントだろ。


    　楽しいから行われてることにテーマ性を求めなくてもと思うが、高鷲はそういうところで変に意識が高いのでそういうことを気にするのだろう。


    「メイド長も友愛の輪が広がることは世界の幸せだとおっしゃってますわ」


    　そんなワールドワイドな意味づけはないだろ……。それはともかく──


    「これ、決定って流れだよな……？　俺としてはスケジュールの組みなおしも発生するし、みんなに迷惑かけるし、お勧めしない……」


    「あ、それは大丈夫です。今のスケジュールはすべて副会長さんのスケジュールも空あいてるものですから。すでにチェックは終わってます」


    　そして、愛あい河かは駅まで一いつ緒しよに帰った時に見せてくれたのと、寸分たがわぬ笑みを俺に向けて、こう言った。


    「業なり平ひら君、これが愛河なりの恩返しです！」


    　あああっ！　そういうことかっ！


    　彼女ができるかもという淡く都合のいい考えは容よう赦しやなく破壊された。でも、俺の勝手な暴走だから、ここは夢をありがとうと思うべきなのか。


    　いや、まだ問題は終わってない。


    「業平君は愛河とえーりんの仲を取り持ってくれましたから、今度は愛河が業平君と副会長さんの仲を取り持ちます！」


    　愛河の情熱がその分、俺を焼き焦こがして、ＨＰを削る……。


    　ああ……。これは何を言っても聞いてもらえない流れだ。


    　こうして、俺が純粋に満喫しようと決意していた夏休みに、長い付き合いの敵と仲良くなるという難易度高い課題が付与された。


    　こんなの悔くいのない夏休みを過ごすよりも、はるかに無理ゲーだろ。


    　とにかく、俺は友達と過ごす夏休みを満喫できればそれでいいのに！

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    
      [image: ]

    


    



    



    



    　駅前でよくポケットティッシュを配ってるだろ。


    　あれで、配ってる人が自分にだけくれなかったように感じたことってない？


    　もちろんそれがネイルサロンの宣伝とかだったら男には配らないだろうが、目の前の大学生風の男はもらってたよなあ、やっぱり俺だけくれなかったのかな……とか考えることない？


    　さっき、駅前でありました。


    　エスカレーターに乗る手前のところに待ち構えてるティッシュ配りの人が俺だけスルーしたような気がした。もちろん気がしただけだ。「俺だけ配りませんでしたよね？」とか聞かないかぎりわからないし、絶対にそんなこと聞けない。


    　よって、未確定のまま俺はエスカレーター右側を歩く。じっと立っていると、二つ上の段に立ってる人や二つ下の段に立ってる人の健康面に影響が出るからだ。


    　常に移動し続けるなら、俺による被害は極小化されるのだ。俺は風か。


    　日光がきついが、ハーフパンツなので通学してる時よりは涼しい。黄色の適当なＴシャツに白いシャツを着ている。親には熱射病にならないように帽子をかぶれと言われたが、どれを試してもダサくなってるように見えて、かぶらないことに決めた。


    　朝八時十八分。待ち合わせ十分以上前に駅にはついた。


    　そして改札とみどりの窓口の間ぐらいに白い卵状のあいつが立っていた。


    　待ち合わせポイントとしては強きよう烈れつな違和感のあるメイド長は優秀だ。


    　当然、隣となりには汐しおノ宮みやさんがいる。逆に言えば汐ノ宮さんしか来ていない。


    　いかにも汐ノ宮さんが着ていそうな、かわいい占い師とでも言えそうな、うぐいす色のゆったりしたワイドワンピース。


    　汐ノ宮さんはかわいいというか、かわいらしい。人形めいてるというか。でも、「人形みたいでかわいいね」という表現は猟りよう奇き的てきな気がして、使うとまずい気がする。こういうキャラ、ゲームで何人か心当たりがあるけど、女子をゲームのキャラでたとえるのはもっとまずい。


    　よって、俺のボキャブラリーだと褒ほめ方がわからない……。


    「おはようございます。今日の鎌かま倉くら旅行、楽しみですわね」


    　にこやかな笑みで、演技なのかというぐらい丁てい寧ねいに汐ノ宮さんが頭を下げる。幼稚園の先生にこんな人がいたら、幼児は淡い初恋に落ちたかもしれない。


    　メイド長はじっと立っているが、これは体の構造上、折り曲がる箇所がないせいだろう。メイド長が折れた時は、メイド長が死ぬ時ではないか。


    　そう、本日は人ひと研けんメンバーで海に行く日なのだ。


    　今日はまだ七月。八月前から、海などという夏休み鉄板イベントを回収できるなんて、どれだけすごいことかわかってもらえるだろうか。


    　ぼっちにとったら宇宙旅行より難しいことだ。なぜなら宇宙船に一人乗って旅をすることはできるが、一人で海水浴場に行くことは絶対にできないからである。おおげさでもなんでもない。


    　海水浴場は言うまでもなく、世界で最も一キロ平方メートル以内のリア充の人口密度が高い空間である。海にたどり着く前にリア充が多すぎて、ぼっちは死ぬ。


    「おはよう、汐しおノ宮みやさん。今日はよろしく」


    　こちらもすぐに返礼。彼女の一メートル半ぐらいのところでとどまる。ほかの待ち合わせ客に接近しすぎないようにも気をつける。


    　そして、あいさつして、ある事態に直面した。


    　会　話　が　途　切　れ　た。


    　ヤバい。汐ノ宮さんは愛あい河かや高たか鷲わしみたいに自分から話題をばんばん振ってくるキャラではない。こっちから何か提供しないといけない。


    　しかし、汐ノ宮さんは人ひと研けんメンバーとはいえ、人生でまだ数回しか会ってない人なのだ。ほぼ他人である。


    　そんな女性に対して適切な話題を振りまく能力などあったら、ぼっちで苦労してない。


    「あ、あのさ、残り二人はまだ来てないのかな……？」


    　誰が見てもわかることをわざわざ口で言った。しょうもないことでも会話は会話だ。


    「ですねえ。まだ待ち合わせ時刻まで十分以上ありますしねえ」


    　汐ノ宮さんも当たり前のことを返すしかない。


    　で、無言の時間がまたはじまる。


    　俺の脳内に、将しよう棋ぎとか囲い碁ごの考慮時間を告げる時計が現れる。


    　この時間を使い切ると、俺と汐ノ宮さんの関係性が切れる──かどうかはわからないけど、このままにするわけにはいかない！


    　どうしよう……。さすがに何か話題あるだろ。言え。言わないとつまんない人間だと思われるぞ。広がる系統の話題、広がる系統の話題！　たとえば「好きな食べ物なんですか」とか？　脈絡がなさすぎる！　空気とかまったく読めない奴やつって思われるぞ！


    　そうだ、こういう時は服を褒ほめればいいとよく言われてるじゃないか。けど、俺が狙ねらってるように思われて余計な警戒心を抱いだかせてしまうだろうか？　どれだ。どれが正解なんだ？


    　──と、メイド長が汐ノ宮さんの腕を突いた。手を上げてそのまま接触しただけにも見えるが、おそらく何か伝えているんだろう。


    「なるほろほろろ。さすがメイド長はいろんなことを知っていますわね」


    　そのまま会話らしきものが二人の間で行われている。


    　なお、何も知らない人からすると、メイド長は見えないので、汐ノ宮さんが独り言言ってるように感じられるはずだが、改札の真ん前は喧けん騒そうに満ちており、誰も気づいてなかった。


    　とにもかくにも、よかった。ようやく無言の時間が終わった。


    　これでつまんない男というレッテルは貼られずにすん────でないんじゃないか？


    　俺だけがスルーされたまま会話が行われているという状況だぞ。


    　いたたまれなさのメーターがじわじわ上がってくる。


    　少人数の時に話に入れない場合のほうが孤独を強く感じるのだ。おそらく、自分をないがしろにされてるように思うからだろう。ならば、話題を出せばいいのだけど、そのネタがない。


    　駅の時計を見る。たいして進んでいない。


    　自分の顔が微妙に半笑いっぽくなっているのを感じる。ダメだ。その微苦笑は逃げだ。逃げちゃダメなんだ。汐しおノ宮みやさんとは今から一いつ緒しよに海に行くんだから！


    　くそっ！　メイド長、せめてこっちに聞こえるように話してくれよ！


    「ほうほう、そうなんですか」


    　少し汐ノ宮さんの声が聞こえてきた。


    　よし、耳に意識を集中しろ。話題に入れるチャンスがあったら、飛び込むぞ。


    「ですわね。たしかにテイヤールを出してくるところが時代がかってますわね」


    　話題のジャンルがわからん。


    　何のタームだ？　流は行やってるゲームとか？　でも、汐ノ宮さんはゲームとかしてなそう。うかつに聞くと、にわか扱いされるリスクもあるし……。


    「概説としては悪くないとしても、最後が進化論というのは、一世代前という感じですわね」


    　うん、この話題に入るのやめよう……。時間はまだまだある。


    　そもそも論だけど、俺と汐ノ宮さんの間には致命的な距離が開いている。一メートル半。赤の他人が見れば別の待ち合わせ客だと認識されかねない距離だ。


    　高たか鷲わしや愛あい河かならドレインの距離感に慣れてきて、それを当たり前と思ってくれるかもしれない。けれど、汐ノ宮さんにとってそれは当たり前の範囲を超えてるし、もっと近くにメイド長がいるのだ。メイド長との会話を優先させてしまうのもやむをえない。


    　結論──俺一人では親しくなってない異性と気さくな会話はできない。


    　だいたい、親しくなってない状態で親しい会話ができるということは論理矛む盾じゆんだよな。じゃあ、この距離感なのもしょうがないのかもしれない。


    　──違うだろ。なんで自己弁護しようとしてるんだ。それだったら永久に人間は友達を作れなくなる。どこかで親しくない奴やつと親しい会話をするという、跳躍が必要になるのだ。


    　また駅の時計を見てしまった。


    　スマホを出して、高鷲と愛河にメッセージでも送るか？


    　却下だ。あなたと話せなくてつまんないって言ってる感が出る。


    　なんで、こんなに人間関係って難しいんだ！　チュートリアルとかほしい！


    「波は久ぐ礼れ君、今日はよく晴れてよかったですね」


    　唐とう突とつに汐しおノ宮みやさんから声がかかった。


    　そうだ。彼女はすごくいい人なのだ。一人でつまんなそうにしてたら、フォローも入れてくれるだろう。ここで、いいパスを返して、キャッチボールが続くようにしろ！


    「ほんと、晴れてよかったです」


    　もし、できるなら俺を俺の手でぶん殴なぐりたいと思った。


    　一秒後には、「なんで、お前、そんなこと言ったの？」と自分を問い詰つめていた。


    　おい！　「ほんと、晴れてよかったです」って。ただの相あい槌づちじゃねえか！　新しい情報を盛り込めよ。ＬＩＮＥで「なるほど」とだけ送信したり、意図がよくわからない適当な顔文字送信したりするぐらいダメなやつだろ！　それ、会話が途切れる鉄板のやつ！


    　ていうか、そんな分析ができてるなら、やるなよ！


    　後悔するぐらいなら、どうしてやっちゃうんだよ！


    　まだだ。まだ傷は浅い。修復はできる……。


    「これで暑くなかったらいいんですけど……今日、最高気温三十五度だよね」


    　ちなみに俺が汐ノ宮さんに話す時、丁てい寧ねい語ごとタメ口が混ざっている。まだ関係性としての距離感が確定していないせいである。物理的な距離のほうは永久に縮まらないが。


    　あと、天気の話題って、しちゃダメなものだった気がする。


    「そこは夏ですからねえ。忍耐もまた人を鍛きたえるのですわ」


    　一応、無視するわけにもいかず汐ノ宮さんも返事はくれた。


    　このまま前に進むしかない。ここでいきなり全然違う話題にはシフトできない。


    「地球温暖化のせいなのかな？」「それはわかりませんが、砂浜が焼けるように暑いのは確かでしょうね」「あ～、それはきつそう」「火傷やけどにも注意ですわね」


    　マジで会話のための会話でしかないものが続いている。


    　サッカーで言うと、勝ってる側のチームが無意味なパスでロスタイムをつぶしてる感じだ。俺の場合、０‐５ぐらいで精神的に負けてるが。


    　頼む、高たか鷲わしか愛あい河か、早く来てくれ。ていうか、俺、どうしてこんな時にかぎって時間に余裕持って到着してるんだよ。もっとギリギリに来れば気まずさリスクも減っただろ。


    　いや、ぼっちあるあるなんだろうな……。待ち合わせに遅刻する度胸なんてないから早い時間に着くように動くしかなかった。


    「紫外線きついから、日焼け止め、塗らないといけないよね」


    「メイド長も黒くならないように気をつけたいと言ってますわ」


    　えっ！　そいつ、黒くなることってあるの!?　煮卵かよ!?


    「黒くなってしまうと、何度も脱皮しないと白くなれないらしいですわ」


    　脱皮って概がい念ねんがあるということは爬は虫ちゆう類るいなんだろうか。謎なぞが謎を呼んでいる。


    「あなたたち、発展性のない会話してるわね」


    　──と、高たか鷲わしがいつのまにやら目の前に立っていた。


    　足首が少し見える長さの黒のパンツに、おそらくバンドＴシャツとおぼしきもの（知らないバンドだ）、その上に日焼け対策的なシャツを羽織っている。


    　男の俺から見てもシンプルだ。というか俺がハーフパンツなのを除くと、基本コンセプトは同じだった。こいつ、キャラどおり私服でおしゃれするタイプじゃないな。なのに、それなりにかっこよく見えるのは容姿偏差値のせいだろう。ずるい。


    「そのＴシャツって、どっかのバンドのか？」


    「そうよ。『極東より愛を込めて』ってバンドのツアーＴシャツ」


    　本当にまったく名前を聞いたことがなかった。


    　こいつ、高校生が聞きそうな流は行やってるバンドは意地でも聞かない気だ。なぜなら高校生が聞いているような流行ってるアーティストはジャンル不問で俺はチェックしているからである。無論、クラスでの音楽の話題にさっと飛び込んで友達を作るためのものだが、成功したことはない。


    「よろしくお願いいたしますわ。わたくし、大阪の出身なので鎌かま倉くらは初めてですわ」


    「大阪人なのよね。じゃあ、面おも白しろいこと言って」


    　それ、大阪の人間がイラッとするやつらしいぞ。実際、たんなる無む茶ちや振ぶりだからな……。面白いこと言えと言われた時点でどんな奴やつでも詰つむ。


    「あと、先に言っとくけど京都と比較するの禁止だからね。京都と比較したら、だいたいしょぼくなるから。鎌倉でもきつくなるから」


    　何の予防線張ってるんだ、こいつは。


    「それはそれとして、汐しおノ宮みやさん、今日はぜひともいい思い出を作るつもりで私もグレ君も臨むから、全力でお願いするわ。高校時代の夏休みにいい思い出が作れるか、今日にかかってるようなものだから」


    「わかりましたわ！　わたくし、全力で戦う所存ですわ！」


    　気合いの入れ方おかしいだろうとは思うが、楽しまないといけないのは確かだ。


    　俺は夏休みをごく普通にエンジョイする！


    　ドレインのせいで何もいいことありませんでしたなんてことにはしない！


    「この自動改札の先は海にまでつながってるんだ！　よし、行くぞ！」


    「といっても、まだ、菖蒲あやめ池いけさんが来てないから無理だけどね」


    　あっ……。俺は嫌いやな予感がした。待ち合わせの八時半まで残り三分しかない。


    　ＬＩＮＥに通知が来た。愛あい河かからだった。


    『ごめんなさい！　五分遅れます！』


    　結局、愛河は十分ちょっと遅れた。


    　その愛あい河かは大量の花火を見せてきた。来る途中にこれを買っていたせいで遅れたらしい。


    「言い訳はそれだけ？」と高たか鷲わしがしくじった部下を処刑する悪の組織のトップみたいなことを言った。顔は見なくても、遅刻されてまあまあ腹立ってるのがわかった。


    



    　　　　★


    



    　その後、俺はドレインに細心の注意を払いつつ、鎌かま倉くらを目指した。


    　鎌倉に向かう客も多いが、通勤のラッシュではないので、運転席側の座席のないところに立つなどの臨機応変な対応で乗り切ることができた。


    　江えノ電でんの場合は連結部が貫通していて、そこに立つことができる（立ったらダメと書いてあるけど、許してほしい）。ここに立って両側を愛河とメイド長がゆるくふさぐことで安全を保った。他の人に見えるようにしていないが、何かあると直感的にわかるのか、あまりそっちにはやってこない。


    　この苦労もすべては思い出作りのためだ。海に行って、高校生らしい思い出を手にするのだ。三十歳になっても四十歳になっても、俺は高校時代、高校生らしいことをしたという記憶が胸にあれば、きっと強く生きていけるだろう。


    　そして、念願の海にたどりついた時には──


    



    　俺と高鷲はすでに疲ひ弊へいしきっていた。


    



    「ここ、リア充が多すぎるんじゃない……？　グレ君、半分ぐらい消して」


    「だよな……。鎌倉の歴史に一切の興味ない奴やつは海使うの禁止とかにしてほしい。あと、俺は創造主じゃないから消せない」


    「ったく、誰よ。鎌倉に来ようとか言い出したの」


    「鏡見ろ！　お前だ、お前！」


    　自然と俺は猫背気味に海辺を歩いていた。リア充の空気にあてられた。なお、ドレインの関係上、最後尾である。前に高鷲の重い背中が見える。悪あく霊りようでも憑ついているかのようだ。


    「二人とも、なんで、そんなに疲れてるんですか？　まだ全然泳いでないし、遊んでもないですよね？」


    　愛河は不思議そうな顔で前から俺たちを見ていた。やたらとふりふりなピンクのスカートがまぶしい。そんなのどこに売ってるんだろう？


    「毒の沼地をひたすら歩かされてるような気分なのよ……」


    　俺も高鷲の言葉に一票入れたい。そりゃ、鎌倉と言えば泣く子も黙る行楽地だからウェーイ系も多いとは思っていた。


    　ただ、自分で言っておいてなんだけど、泣く子も黙るという表現は過大広告だと思う。親に叱しかられて泣いてる子供に向かって「鎌かま倉くらは観光地だよ。有名な観光地だよ」と言って、泣きやむケースなどないだろ。


    　駅前はまだ耐えられた。これぐらいのウェーイ密度ならやっていける。むしろ俺もその中に混ざることができているだなんて、調子に乗ったことすら考えた。


    　甘かった。駅前は、ごく普通に鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうとか鎌倉の観光地を巡る老ろう若にやく男なん女によで中和されていたのだ。そう、海の本当の恐ろしさをまだ知らなかったのである。


    　しかし、目的地の海岸に近づくにつれてウェーイ密度は上がりだした。


    「えー、ありえなくなーい？」「リセ、マジねーな！」


    　俺たちぼっちが使わないタイプの言葉づかいと声が周囲を包む。


    　髪を金色に染めてる奴やつ、派手なサンダルで歩いてる奴、オシャレタトゥーみたいなの入れてる奴、海まで距離があるのにもう水着の奴……。


    　なんだ、これは、異民族か？　むしろ、地球人か？


    　こんなのと一生わかりあえる気がしないし、とくにわかりあいたいとも思えん。しかし、人口比では向こうのほうが多い。民主主義的にはこっちが負けてしまう！


    　じわじわと俺（と高たか鷲わし）の余裕が消えてきた。どこかで止まるだろうと思ったウェーイの空気は一向におさまらず、俺（と高鷲）はすでに窒ちつ息そくしかけていた。


    　横断歩道の逆側では、リア充カップルがイカ焼きみたいなのを持って歩いている。女子が異能力者だったらしく、冗談でイカ焼きに手から発した火をぶわっとぶつけていた。あんな人畜無害な異能力だったら俺も今頃……今頃どうなっているつもりなんだろう。


    「あぁ、到着前にＴシャツが汗で海に入って濡ぬれたみたいになってるし……。どうして交通費払ってこんな目に──」


    「グレ君、それ以上はダメよ」


    　高鷲が強い声で制した。その声には一種の義務感すら込められていた。


    「『金払ってなんでこんなことしてるんだろ』はすべての可能性を打ち消す悪魔の囁ささやきよ。クーラーが効いた部屋でごろごろしてても、何も生まれないわ」


    「ですわね。百聞は一見にしかず。うだるような暑さにもなんらかの価値がありますわ」


    　汐しおノ宮みやさんが二百年前の寺子屋の先生みたいな発言をしていた。その横を足を動かさずにメイド長が「走行」している。あれ、つかまったら、そのまま連れていってくれるのだろうか？


    「ごめん、俺が間違ってた。俺もリア充の仲間入りを果たすんだ。夏休みは海で日焼けして、風呂に入って、いたたたっ……て言わないといけない。だから苦しみにも耐える！」


    　汐ノ宮さんは「然しかりですわ」と納得していたが、先頭を行く愛あい河かは首をかしげていた。


    「苦しい要素とか全然なくないですか？　むしろ期待感しかないですけど」


    　高鷲が「菖蒲あやめ池いけさん、あなたのあだ名、『俗物系女子』にしていい？」と失礼なことを言った。いいわけないだろ。


    　俺たちはまっとうな高校生になるんだ！　まっとうに海を楽しむのだ！　世の中、普通が一番！


    



    　かくして、苦労は報むくわれた。


    　未来のために苦しいことを前払いするという思想が正しいことを三十分後、俺は強きよう烈れつに思い知った。いや、思い知るという表現では軽すぎる。叩たたきのめされたとでも言うべきかもしれない。


    　水着とは、暴力である。


    「じゃーん！　業なり平ひら君、どうですか？　かわいいですか？」


    　愛あい河かが笑顔でピンクのビキニを見せびらかしてくる。


    　胸、大きい。


    　それ以上でも以下でもない。俺はこれを見るために生きてきたのかもしれない。今なら、親に感謝してるだけの通俗ＨＩＰＨＯＰのリリックを作詞できる。


    　俺はどういう表情を取るべきか、とんでもなく迷って、顔に力を入れて、少し引きつった表情でそれをやりすごすことを選んだ。


    「い、いいんじゃないかな……。うん、かわいいと思う……」


    　にやけるな。我慢しろ。これはグラビアではなくて現実のいとなみだからである。にやけ笑いではドン引きされてしまう。高たか鷲わしから何を言われるかわかったもんじゃない。


    　かといって、かわいくないと言うのは失礼なうえに、友達にウソをついていることになる。


    　結果、引きつりながら、かわいいと明言するという落としどころになった。


    　最低でも胸ばかり見ているという印象を持たせるわけにはいかない。しかし、ビキニって胸の大きさがいつも以上に強調されるな。素材の味が最もよくわかる調理法みたいな感がある。


    　おかげで、暑さすら、どうでもよくなっている。このちりちり焼けてる足元の砂が焼けたフライパンに変わろうと俺は耐えただろう。それはいくらなんでも死ぬか。


    　人間、正直に生きないといけないというのは、誤りだ。あるいは、生まれた時から悟りきっている聖人がポジショントークやってるだけだ。


    　だって、「おっぱい触りたい」なんてここで言ったら人間として終わってしまう。


    　でも、触りたくない男などほぼいないと思うし、女子でもかなりの数、触りたいと思うはずだ。


    「ねえ、サイコロを振って、素数が出たらグレ君の目をつぶすっていうのはどうかしら？」


    　高鷲が直球で辛しん辣らつな言葉を吐いた。とはいえ、高鷲の水着も素晴らしい、牛肉で言うとＡ５ランクなので耐えられる。かといってじっくり見ることなどできないので、脳内でサイコロに含まれる素数を確認した。一、二、三、五……。


    「三分の二で俺の目がつぶされるゲームに参加するメリットって何なんだ？」


    「じゃあ、サイコロを投げてグレ君の目をつぶすゲームでもいいわよ」


    　なぜ、武器化する。


    「まあ、男目線で菖蒲あやめ池いけさんを見た時に、テンション上がるのはわかるけど」


    　それから、高たか鷲わしは愛あい河かのほうをちらちらと咎とがめるように見て、顔をゆがめた。


    　男がやると、いかにもムッツリ的なキモい表情だが、高鷲の容姿ならそれはそれでかわいい。


    「それと、菖蒲池さん、もうちょっと考えなさいよ……。その派手な水着だと……どうしても健康的な感じより、その……ビッチ臭がしちゃうのよ……」


    「えー？　そんなに露出度高いわけじゃないですよ。これぐらい、普通ですって。それにかわいいじゃないですか！」


    「はぁ……あなたはそう思ってるのかもしれないけど、グレ君は劣情催もよおしてるからね。今のあなたは使用できるレベルよ」


    「おい、高鷲、もうそのへんでやめろ！　本気でやめろ！」


    　俺は半径一メートルのギリギリまで接近して、抗議した。これ以上、この話を突き詰つめたら、気まずい空気になるぞ。男女でできる話の許容値を超えるぞ！


    「だいたい、えーりんだって。とても色っぽいですよ。それで、愛河だけダメっていうのおかしい話ですってー」
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    　ここで愛あい河かが逆襲に出た。


    「わ、私、海に入って泳ぐつもりなかったし、もっと地味なのでもよかったんだけど……」


    　そう言う高たか鷲わしはココロオープンの関係上、視線ははずしてるけど、それがなくても高鷲と目を合わせられる雰ふん囲い気きじゃなかった。


    　紺色のビキニに、あの下半身に巻く布みたいなやつ、ファラオ……じゃなくて、パラオ？　パレオ？　とにかく布みたいなやつを巻いていた。


    　うん、そう……高鷲はもっと露出の少ない水着だと思ったのに……思ったよりもエロい。


    　とくに布のせいでなんかエロく感じる。なんで着衣の枚数が増えてるのにそうなるのかも謎なぞだ。これは哲学的に探究する必要がある。


    　よもや高鷲自体がエロいのかという疑念がよぎったが、失礼だから打ち消した。同盟者を辱はずかしめる思考はいつかは俺も破滅させるだろう。というか、俺、エロいことしか考えてないな……。


    　けど、ここで紺色のスクール水着を着てこられたら、それはそれで浮いただろうし、かえって特殊な目的のようでどことなく淫いん靡びな感じがしたことは間違いない。


    「に、似合うぞ……高鷲……」


    　どう答えるのが正解かわからない。こういう状況のための教科書ほしい。


    「なんか、素直にありがとうって言いたくないわね」


    　高鷲はきっちりあきれていた。


    「お二人とも、とってもおきれいですわ！」


    　名前的には一番、海に関係ありそうな汐しおノ宮みやさんは、下半身がスカートみたいになっているワンピース型の水着を着ていた。直視するには一番無難なやつだが、もちろんあんまり直視していいわけじゃない。


    「あなたも低めぎりぎりが好きな男にはウケると思うわ」


    　高鷲の言葉、何一つ褒ほめてないな。


    「野球が好きな方はこういう水着がいいんでしょうか？」


    　多分、ロリコンに好かれそうという意味だろう……。


    「ロリコンには好かれそうね。ツインテールだし。それで浮き輪でも腰にはめてればトリプルスリーよ」


    「海でも言葉のオブラートだけは忘れずにな！」


    　汐ノ宮さんはすっとぼけているのか、何もわかってないのか、首をかしげていた。毒舌への対処法としては適切だ。こういう言葉にいちいちマジギレしてもしょうがないし。


    「ところで、あの白い卵みたいな生物はどこいるの？」


    「皆さんの後ろにいますわ」


    　ホラーの定番のセリフみたいなのを汐ノ宮さんが言った。


    　そして、後ろを振り返った高鷲が悲鳴をあげて、数歩こちらに後ずさった。本当にいつのまにかメイド長がいたのだ。


    「高たか鷲わし、こっちに寄りすぎ、寄りすぎ！　ドレイン喰くらうぞ！」


    「あっ、ほんとだ！　もう！　前門のメイド長、後門のグレ君ね！」


    　人をトラップ扱いするな。俺は心のあるトラップなんだ。人を傷つけると、トラップの心も傷ついてしまうのだ！


    「頼むから、この生物ももうちょっと気配を出しなさいよ！」


    「メイドの仕事は影のように主人に仕えることですから、その気配すら消してしまうのはやむをえないことですわ。メイド長こそが究極のメイドのあり方なのです。これは不ふ遜そんな物言いですが、メイド長によって、メイドの歴史は終わりとなってしまったかもしれませんわね」


    　いくらなんでも不遜だろう。日本中のメイド喫茶の店員と愛好者がデモを起こすぞ。


    「あっ、メイド長、それ、メイド服じゃなくてよく見たらメイド服っぽい水着ですねー！」


    　愛あい河かが目ざとく見つけた。そういえば、これ、漫画とかでメイドのキャラが海に行った回に着るようなやつである。


    「メイド長もオシャレをするんですわ」


    「かわいいですよー！　愛河も嫉しつ妬としちゃいます！」


    　その言葉を聞いた高鷲が、ちょっと舌打ちしていた。


    「絶対に嫉妬とかしてないのに、そういう表現使うのやめなさいよ……。そういう発言が敵を作るんでしょ……」


    「高鷲の言いたいことはわかるけど、これぐらいは許してやれ……」


    　あと、俺は変哲もない海パンである。


    　それ以上、情報を付け加える一切の意味がないので、それで通す。


    　とにかく、全員が水着で海に集まったのだから、これでイベントとしてはスタートだ。


    　海に来てよかった。友達の女子の水着を拝めるなんて絶対にないと考えていた。なにせ、友達の女子ができることなど、ぼっちの非モテにはありえないはずのことだったからだ。リアルに東大入るより難しいと思ってたし、事実そうだと思う。


    　これも一学期に苦労した成果だ。ここからが俺の高校生活の本番だ。


    　しかし、スタート地点に立って、根本的な問題にぶつかった。


    　全員がぽつんとその場に立ち尽くしている時点で、まずいことになったとわかった。


    「これって、次に何をするんだろ？」


    　海って、具体的にどういうことをやればいいのか。


    　これがソシャゲのシナリオならボタン押せば勝手にストーリーが展開するが、そういうわけにはいかない。


    　四人で泳いでも絶対つまらないしな。変な話、ガチで泳ぐのが目的なら、海である必然性すらないし、四人で来る意義もあんまりない。


    「貝殻を拾ったりするのはいかがでしょうか？」


    「ランラン、それで楽しめるの小二までですよ～」


    　汐しおノ宮みやさんの案は一秒で愛あい河かに否定された。でも、四人でそれをするのは俺も嫌いやだ。わびしすぎる。


    「それでは、スイカを割りませんこと？」


    　汐ノ宮さんが基本に忠実な発言をした。テストの時、絶対に最初の問題から最後まで順に解いていくタイプだと思うし、風呂でも腕から洗うタイプだと思う。


    「誰かスイカ持ってきてる人いるの？」と高たか鷲わしが尋ねた。


    　誰も挙手しない。そんなんあったら荷物としてデカいから絶対にすでに気づいてただろう。


    「じゃあ、棒は？」


    「スイカないのに棒だけ持ってきてたら、絶対ヤバい奴やつだろ」


    「それもそうね。ていうか、スイカ割りの時って、スイカはともかくとして誰か棒持ってくるものなの？　どこの家庭にでもあるものじゃないでしょ」


    　言われてみればそうだ。フィクションだとごく自然にスイカを割ってるが、あの棒はどこから出てくるんだ。


    「海の家とかで売ってるのかな……？」


    「わたくし、海の家に行ったことありませんわ。家は大阪と奈良の県境あたりの山中でしたの。川遊びはよくやっていましたけれど」


    「私もないわ。海水浴場も小四の時、家族に連れられて来て以来」


    　安定のビギナーの集まりだった。俺ももちろんそっち側だ。


    「えっ!?　海の家ぐらい行きますよね!?　焼きそば食べますよね？　愛河がおかしいんですか？」


    　愛河がガチで衝撃を受けている。


    「このコミュニティでの少数派は菖蒲あやめ池いけさんよ。総括も弾だん劾がいも思いのままよ」


    　高鷲みたいなのが権力を握にぎらないように将来気をつけたい。


    　そんななか、メイド長がなにやら汐ノ宮さんに近づいて伝えていた。「なるほろろ」と言っていた。「なるほろほろろ」には省略形があるらしい。


    「次に定番といえば、ビーチバレーだとメイド長が言っていますわ」


    　汐ノ宮さんが進行役、メイド長がアドバイザーになっている。なんで人間ですらないものに、海の楽しみ方について教えられんといかんのだと思うが、それぐらい俺たちがザコなのだ。


    「ビーチバレーねえ……。ボール持ってきてる人はいるの？」


    　また、高鷲が尋ねる。


    　やはり、誰も手を挙げない。愛河は首を横に振っていた。


    「ボールぐらいなら絶対、このへんで売ってますよ。愛河が買ってきます！」


    　どことなく愛あい河かが焦あせっていた。勇者が仲間を集めたら、全員遊び人だったみたいな心境なのだろう。誰も遊び慣れていないが。


    「やめておきなさい。ボールはあるとしてネットはどうするの？　仮にネットがあったとしても、ビーチバレーできるほどの面積はこの海岸にないわ」


    　高たか鷲わしの言葉に、俺たちも周囲を見渡す。


    　たしかにうじゃうじゃと水着の人間が集まって、楽しそうにしゃべっていた。想像以上にうるさい。花見の席の取り合いのごとく、レジャーシートや傘かさが置かれて、だだっ広い空間はない。俺がウロウロするのも危険だろう。


    「あれ……海ってどうやって楽しめばいいんだ？」


    　俺は学校で二人組になる相手がいない時みたいに、きょろきょろあたりを観察しだした。


    　どういう行動に出ればいいのか、読めない。


    　なのに、周囲からはけっこうな談笑が聞こえてくる。いや、談笑だけなら、冷房効いてるファミレスでもよくない？　景色とかももっといいところたくさんあるし。


    　なあ、どういう要素を面おも白しろがってるんだ……？　至急、教えてくれ……。


    　人ひと研けんメンバーの様子もうかがってみようか。


    　愛河は何かがおかしいと思っているらしく、首をひねっている。腕を組んだので、余計に胸が強調された（状況確認が目的で水着姿を見ているわけじゃない）。


    　汐しおノ宮みやさんは案外満足してるらしいが、場を引っ張っていってくれるわけではなさそうだ（状況確認が目的で水着姿を見ているわけでは断じてない）。


    　高鷲は諸しよ葛かつ亮りように一杯食わされた司し馬ば懿いのような顔をしていた（状況確認が目的だが水着も見たい）。高鷲も数人で海にさえ来ればそこには夢と希望がいっぱいだと信じていた口らしく、準備らしいものは何もないようだ。


    　もしや……ぼっちが海に来てもとくに楽しめないのでは……？


    　どこまでも続いている海は、母のようにどんな人間でも受け入れてくれると、島国日本に生まれた俺は信じていた。俺の出生地は海に面してない埼玉県の病院だったらしいが、とにかく信じていた。


    　そんなことないのかもしれない。


    　楽しむ準備をしてない人間にとっては、海なんてただのたっぷりの水なのではないか。


    　その証拠に、俺が評価できるポイントって今のところ、水着を見られてることだけだ。


    　高鷲が力なく手を挙げた。


    　視線が砂浜に落ちているのは、落ち込んでいるのか、異能力ゆえのデフォなのか判断が難しい。


    「ひとまず、場所を取りましょうよ。シートはあるわけだし」


    「だな。まずは形から入ろう」


    　海と逆のほうに目をやる。海の家の看板が見えた。


    「俺は海の家で飲み物とか食べ物とか適当に調達してくる！」


    　じっと立ち止まって、よくなったためしがない。俺が小学校以来ぼっちをやって学んだことだ。


    　他ひ人とのほうが立ち止まってしまうほどの美少女ならまた違うかもしれないが、そうでないなら、立ち止まっても絶対に誰も助けてなどくれない。なぜなら、世の中には「助けてくれ」と声に出している奴やつがかなりいるからだ。そういう人間が目立つので優先的に助けられてしまう。


    　なので、とにかく体を動かすのだ。場所取りしているところを左右によけながら、こころなしか速足で進む。ドレインの被害を抑えるためだ。


    　海の家は幸い、空すいていて、俺も気兼ねせず入店できた。


    　ペットボトルは五百ミリのが二百円もして、それ、おかしいんじゃないかと思ったが、高校生のうちに海に来るのは最初で最後の可能性も高いので、惜しみなく買う。


    　俺はこういう時、お茶ばかり買ってしまうのだが、ほかの面メン子ツの趣しゆ味みがわからないので、ジュースを中心にした。


    　フードはタコ焼きを二つ買えばシェアできるからいいだろ。タコ焼きが大嫌いという人間はあんまりいないだろうから、無難なチョイスのはずだ。どうせどれもたいして美う味まくない。


    　タコ焼きを注文して、それが出てくるまで、俺は自分の見識不足を反省していた。


    　海を満喫するなら、もっとそれなりの準備をしておくべきだった。海はテーマパークとは違う。来た人間を徹底的に楽しませるための空間じゃないのだ。主体的に楽しむ意思を持った人間だけが心からの笑顔になれる場所なのだろう。


    　参考書を買った瞬間、成績が上がるだろうとでもいうような舐なめた考えだった。


    　しかし、それに気づいた以上、俺は一段階成長したはず！


    　右手にはジュースの入った袋、左手にはタコ焼き二パックの入った袋を受け取る。


    　俺はみんなを楽しませるために全力を尽くす。それが水着を見せてもらった返礼だ！


    　だが、しかし。


    　人ひと研けんのレジャーシートに近づくと、なんか不穏な空気が漂っていた。


    　明らかに人口が多すぎる。三人より多いのは変だ。


    　原因はすぐにわかった。


    　愛あい河かの異能力だ……。「サキュバス」と悪口で言われてたアレだ……。


    「ねえ、俺たちのとこ来てよ。マジでお願い！」「なんでもおごるから！　三十分でいいから！」


    　ピアスをしてる男二人がすがすがしいほどわかりやすく愛河をナンパしている！


    　冷静に考えれば、そうだ……。胸の大きい美少女がビキニ姿でいて、魅力を感じない奴なんているだろうか？　さらに好感度が二十倍なんかに増幅されたら、そりゃナンパも起こる。


    「あの、申し訳ないですが、帰ってください……。これ、友達の集まりなんです……」


    「じゃあ、全員で来てよ！」「そうそう、こっちの子たちもかわいいし」


    　実際、高たか鷲わしのところにはほかの男が言い寄っている。


    　高鷲の眼力ならにらみつければ相手もひるむだろうけど、ココロオープンが発動するとまずいから視線そのものを合わせられない。


    　結果として、気が弱いから押せば落ちると相手に勘かん違ちがいさせてしまっている。


    　ただ、俺はむしろ高鷲がトラブルを増幅させるんじゃないかと不安だった。


    　いつもの毒舌で「カブトムシより高いＩＱになってから出直してきなさい」とか言った日には、激げつ昂こうした男が暴力におよぶ恐れがある。


    　それは絶対に避けないと。


    　高鷲、今は毒舌はやめろ！　語ご彙い力りよくないバカほどすぐ暴力に訴えるからな！


    　被害者なんて出してたまるか。そんなことになったら、せっかくの高校の思い出が台無しになる。人ひと研けん全員で最高の夏休みを過ごすんだ！


    「あ、あの……私たち、そういうのじゃないんで……。すいません……」


    　最初、誰の言葉かわからなかった。


    　その次に、幻聴かと思った。


    　それぐらい、高鷲の声は弱々しかった。音声的な意味だけじゃなく、言葉としても。毒の要素はない。せいぜい調味料って次元だ。


    　高鷲のやつ、男にからまれて怖がってるんだ……。


    　ケンカ売る危険はなくなったけど、やっぱりまずいのは変わりない。


    　それと、汐しおノ宮みやさんはメイド長に止められていた。


    　といっても、メイド長の手は構造的に汐ノ宮さんをつかむことができないので、ボールをこの得点王にまわしはせんぞとばかりに、ぴたっと張り付いて接近を防いでいる。


    「メイド長！　行かせてください！　仲間のためにわたくしも一肌脱がないといけないんですわ！」


    　メイド長は無論、何も言わない。しかし、汐ノ宮さんを前に進ませず、それどころか、じわじわ後退させていた。ご主人様を守っているので、優秀なメイドだ。メイド長の見えない男たちは、汐ノ宮さんが奇妙なパントマイムをしているように見えてスルーしているらしい。


    　──そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図みたいになっているところに俺が到着したわけだ。


    　足が止まりかけたけど、止めるわけにはいかない。


    　こういう時こそ、俺が頑張らねば。ドレインを使ってでもどうにかする。


    　まずはいかにも同じグループの男という空気で、接近する。よし、頼まれてたものを買ってきたアピールをしてやる。


    



    「おーい、みんなー、ジュースと飲み物買ってきたぞー」


    



    　どっちも飲み物じゃねえか！


    　言ってから気づいた。俺も相当混乱しているようだ……。


    　けど、いい。そんなことはどうでもいい。


    　俺は適当な場所に袋を置くと、高たか鷲わしにからんでる男の真ん前に立つ。


    　無論、一メートル未満の距離で。ドレイン解禁だ。


    「あっ、ごめんなさい、ごめんなさい。俺たち高校の集まりで、もうカップルとかできてるんで行けないんですよ。まあ、俺は非モテ以前に友達すらいないんですけどね。こんな感じで男もいるんで、ナンパされるのは目的外なんで、そこんとこどうかご理解ください」


    　相手がすごんできたりとかすると、嫌いやな記憶として残るおそれがあるので、こっちから言葉を徹底して吐き続ける作戦。しゃべって、しゃべって、相手が何か言う時間を削るのだ。


    　あと、ピンチになると人間、口数は増える。


    「語りえないものには、沈黙しなければならない」と偉大な哲学者は言った。にもかかわらず、愚者は語りえないのに、つまらないことをぺちゃくちゃしゃべるのだ。しゃべってどうにかしようとする。


    　今の俺も似たようなものだ。しゃべっている限り、ずっと俺のターン！


    「それに、あんまり炎天下で立ってないほうがいいですよ。ほら、熱射病とか起こりますよ！　お兄さんも肩幅広いから、こう、太陽熱の吸収みたいなのが強く起こったりとかして──あっ、この手、熱射病の兆候が出てますよ！」


    　俺は男の手を取って、調べるふりをする。


    「お前、何すんだよ！」


    「確認してるだけですから！　あっ、これはよくないな～。熱射病と熱中症とヒートアイランド現象と、けっこう来ちゃってるな～」


    　この男の手から力をがしがし吸い取れ。


    　普段迷惑してるんだから、こんな時ぐらい役立ってくれなきゃ困る。


    「あれ、マジで吐き気がしてきたんだけど……」


    　そりゃ、そうだろ。貧血に極めて近い状態になっているはずだ。


    「そっちのお兄さん方！　ツレの人が熱射病になってるから、救護室みたいなとこに運んだほうがいいですよ！」


    　そう言いながら俺はドレインをやめない。


    　がくっと、ふらついて男が膝ひざをついた。


    　よし、一人倒した。


    「ナオキ、大丈夫か！」「ナオキ、何してんだよ！」


    　愛あい河かにちょっかい出してた二人も仲間の危機を感じ取ったらしく、腋わきの間に頭を入れて、運んでいった。あいつ、ナオキって言うのか。宇宙一どうでもいい情報だ。


    　面倒が去ったので、俺は三人のほうに顔を向けた。


    「みんな、災難だったよな……」


    　高たか鷲わしも愛あい河かも人災の影響でげんなりしている。レジャーシートにぐてっと腰を下ろしてしまった。高鷲は防御力上げるみたいに上からＴシャツをかぶった。


    「ありがと、グレ君……。日本語をしゃべれるサルが来て、邪魔だったわ。日本語がわかってもロジックはサルのままだから、やりすごせないのよね……」


    　こんな時、普通の男なら、高鷲の横に来て元気出せよと言うのだろうし、それでワンチャン二人の距離が接近してなんてこともあるのかもしれないが、俺は様子を見ている他人程度の距離で応対するしかない。


    　ドレインを敵にだけ効果あるように肉体改造してくれる闇やみ医者がいたら、俺は金を出す。


    「名前書いたらそいつの年収が八万円になるノートとかないかしら」


    　経済的に殺すノートかよ。ナオキって名前の日本中の男が生活できなくなる。


    「ごめんなさい、えーりん、ランラン。愛河の異能力が効いちゃったせいで、おサルさんが来ちゃいました」


    　愛河は体操座りをして、そこに顔をうずめている。


    　そこはサルのままなのか。ただ、異能力によるものという推論は正しいだろう。


    「あの人たち以外にもちらちらこっちを見られてる気はしていました。少し怖いです……」


    　人は見た目が九割という言葉を思い出した。容姿が魅力的なら、名前も素す性じようも何一つ知らなくても注目してしまう。それは注目されるほうにしたらストレスにもなる。


    「あなた、これまでもああいう目に遭あってたんじゃないの……？　大丈夫だったの……？」


    「それもあって、実は高校生になってから、海に来たのは初めてですね……。中学生の時は家族と一いつ緒しよでしたし、そこまで危険はなかったです……」


    　そもそもＪＣをナンパしたら、なんか別種の犯罪っぽいしな。


    「でも、ちょっと……ううん、かなりいいこともありました♪」


    　がばっと愛河が顔を上げた。


    　その勢いで、胸もまあまあ動いた。


    「業なり平ひら君、とっても的確に紳士的におサルさんたちを追い払ってくれましたね。やっぱり、業平君、かっこいいです！　ありがとうございました！」


    　そこからの笑顔での「ありがとう」！　なんだ、これ、あざとさの横綱相撲ずもうかっ！


    　体温が三度ぐらい上がった気がした。愛河と原はら宿じゆくとか渋しぶ谷やとか表おもて参さん道どうとか歩きたくなってきた。全部、距離近いな。原宿から一筆書きで行けるな……。


    　とてつもなく、愛河と手をつないで、どこまででも行きたい。なお、ドレインで愛河を衰すい弱じやくさせて危害を加えようという願望ではない。


    　間違いない。愛あい河かの異能力が効いている……。


    　これはダメだ。落ち着け、落ち着け……。


    「ああ、うん……。どういたしまして……」


    　キョドりそうになっているのがわかる。愛河がこんなにかわいいの、反則だろ。これも異能力によるせいなのか。それとも、本当に好きになったのか……？　ああ、そういう感情は捨てろ。人ひと研けんを続けるうえで邪魔にしかならない……。


    「そうね、グレ君の有効活用ができたわ」


    　ちらっと高たか鷲わしもこちらを一いち瞥べつした。あくまで一瞥だ。


    「まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、鎌かま倉くらの海だけあって、鎌倉武士団の再来かと思った──とメイド長も言っていますわ」


    　卵型生物に鎌倉武士団にたとえられる俺って何なのか。


    「これなら、副会長さんも業なり平ひら君の素晴らしさに気づくはずですよ。むしろ、気づかせるために捜しましょう！」


    　愛河が急に変なことを言いはじめた。


    　えっ？　捜す？　何を？


    「今日、この海に副会長さんが来てるんです。ほら、日を合わせてるって言ったでしょ！　忘れないでくださいよー！」


    　素すで気づいてなかった俺に、愛河がわざとらしく、ほっぺたをふくらませた。それすら、あざとかわいい。


    　ああ、そんなサブコンセプトみたいなのもあったな。俺以外の人研メンバーにとってはメインっぽいが。とくに愛河はどうしても俺とエリアスを仲良くさせたいらしい。


    「けど、それってエリアスも鎌倉に来てないと成立しないよな。よく偶然に重なったな」


    　日程は愛河と合わせたけれど、場所は高鷲の提案のとおり鎌倉にした。


    「海に行くなら、ここが最高だってしつこく宣伝しておきました♪」


    　さすがの行動力だった。あと、宣伝に効果があるのもすごい。俺がエリアスに勧めても、むしろ絶対に行かない場所にエントリーされるだろう。


    「それでは、ジュースを飲んでひと休みしたら、散歩いたしませんこと？」


    　汐しおノ宮みやさんが愛河のすぐ前で、中腰で座る。それだけ近づけるのがうらやましい。


    「ここにとどまっていると、先ほどみたいな破は廉れん恥ち漢かんがやってくるかもしれませんし。男子の波は久ぐ礼れ君も一いつ緒しよに歩き続けていればリスクも小さいですわ」


    「賛成するわ。このポイントが呪のろわれた場所である可能性も捨てきれないし、移動しましょ」


    　まだ疲れた顔の高鷲がそう答えた。ここは被害者の意見を優先することにしようか。


    　ちなみにタコ焼きは想像以上に誰も食べようとしなくて、ほぼ全部俺が食った。


    



    　砂浜を縫うように俺たちは歩いた（ただし、高たか鷲わしはＴシャツ着用）。


    　といっても、俺としては何かを糸で縫った経験はほとんどない（中学校の時は雑ぞう巾きんを縫って、あと、こんなダサいの絶対に使わないだろってエプロンを作った）ので、この比ひ喩ゆ表現の妥だ当とう性せいはよくわからない。


    　間違いないのは、人だらけのビーチを直線状に進むことは無理ということだ。こんな酔っ払ったように糸を動かす縫い方だと、ろくなものは作れないだろう。


    　ちなみに先頭はメイド長が人払いをしてくれている。通行人がいてもメイド長に名状しがたき圧迫感を覚えるのか、あっさり道を開けてくれるのだ。


    　俺はそんな様子を一番後ろで観察していた。愛あい河かがその前なので、どうしても尻に目がいってしまうが、これは不可抗力なので仕方ない。


    　メイド長を除く前の三人は距離が詰つまっている。俺もあれぐらい詰めたいが、イヤガラセになってしまう。三人の会話を聞くのが関の山だ。


    「──というわけで、鎌かま倉くらという土地は幕府ができる前から都市的な場として機能していたことが発掘調査からわかっているんですわ。出発前にメイド長が教えてくれました」


    「そのゆで卵、それなりに使いみちがあるわね。コミュニケーションがとれるウィキペディアでしょ」


    　俺も話に入りたいが、ちと遠すぎる。


    　それと「メイド長」という異能力の効果がわかってきた。


    　あれ、汐しおノ宮みやさんが知りたいことを教えてくれるＡＩに近いものだ。俺たちの目に見えてるし、触さわることもできるけど、機能はそれに近い。


    　そんなことうかつに言うと、メイド長の「人格」を否定することになりかねないので、口には出さないけど。


    　ただ、そうとでも考えないと、本当に人間の目では普通は見えない生物が実在するということを認めることになるからな……。そっちのほうが怖いだろ。


    　汐ノ宮さんの異能力は法的にも存在を認められているはずなので、国も生物とはみなしてないのだと思う。


    　メイド長を先頭にした縦列パーティーは砂浜をぐんぐんと進んでいたが、肝心のクエストの達成条件が難しすぎた。


    「いませんねえ」


    　愛河は思いっきり歩きスマホをしていた。ぶつかるとしてもその前を行く高鷲にだから、まあ、いいだろう。


    「なあ、愛河、こんなに人間がうじゃうじゃいるところで背の低いエリアスを見つけるのって無理じゃないか？　ていうか、そもそも、あいつはこのへんにいるのか？」


    「ＬＩＮＥによると、けっこう近いところにいるみたいなんですけど。ただ、サプライズの意味を込めて、愛あい河かたちが来てるとは伝えてないんですよね」


    　なるほど、じゃあ、このあたりを自力で捜すしかないな……。


    　しばらく歩き続けていた俺たちは、砂浜とコンクリの階段の縁まで移動して、一息ついた。


    「諦あきらめるって言葉のもとの意味は『明らかにする』ってことなのよね」


    　予想どおり、高たか鷲わしが遠まわしなのか直接的なのかよくわからんが、諦めろと言った。


    「このままでは、グレ君が全員分のジュースを買わざるをえないわ」


    「おい！　なんで俺だけが金を出す流れになってんだよ！」


    　ていうか、さっき買ってきたジュースとタコ焼き代ってもらってないけど、なんか俺がおごった体ていになってるんだろうか？　ナンパ騒動で、お金出すのみんな忘れてない？　タコ焼きは半分以上俺が食ったからしょうがないけど……。


    　そんなに小遣いが潤じゆん沢たくなわけでもなんでもないので、できれば気持ちだけでも出してほしいが、うかつに言い出すとすごく小さい男に見えそうで言いづらい。額が知れているからこそ言いづらい。


    「だって、ドリ子はあなたの尋ね人なんでしょ？　発見時の利益はグレ君にあるんだし」


    「それはそうだけど、そもそも俺が積極的に会いたがってるわけじゃない」


    「ドリ子がどんな水着なのか興味あるでしょ？」


    　意地悪く高鷲が言った。元から意地悪いけど。


    「そりゃ、女子が海に来てるわけだからな……」


    　この言い方は卑ひ怯きようだ。むしろ、まったく興味がないほうがおかしいのだから。


    　さっきまで疲れた顔をしていた高鷲の表情が生き生きしはじめていた。おもちゃを見つけた子供みたいに無邪気に悪意を向けてきている……。


    「幼おさな馴な染じみの水着、見たいわよね。見たくてうずうずしてるわよね」


    「おい、そういうの、誤解を生むからやめろ！」


    　しかし、たしかにあいつはどんな水着なのか。学校のスクール水着、そのまま着てたりするのか。稀まれに休日に駅前で見た時などは、それなりにおしゃれをしていた気がするが……。


    　その時、メイド長が極めて短い手を、ちょこんと斜め上に向けた。


    「どうしました、メイド長？」


    　汐しおノ宮みやさんだけでなく、俺たちもメイド長の手が示すほうを見た。


    　白いワンピース姿のエリアスが海辺の道を歩いているではないか。


    　そうか。海岸あたりにいるからといって、水着とは限らないのだ！　たんに観光の一環で歩いていることだってありうる！


    「すごいですよ、メイド長さん！」


    　愛河がメイド長の頭を撫なでた。それって汐ノ宮さんに無許可でいいのか。あと、撫でられてるメイド長がうらやましい。


    「突撃しましょう、業なり平ひら君！」


    　愛あい河かに（比ひ喩ゆ的てきな意味で）背中を押されてしまい、俺は引くに引けなくなった。


    「あっ、私たちが来てるってことは黙ってる方向でやってね。あくまで偶然を装よそおう設定で。そのほうが面おも白しろ……成功率が上がるわ！」


    　もう、素直に面白いからそうしろと言え。高たか鷲わしの善意には期待してない！


    　しょうがない。ここでヘタレのままじっとしていると、グループ全体のテンションが下がって、戦犯扱いを受ける。


    　俺は回り込んで、エリアスと向き合うように歩く。こうすればちょうど対面できる。


    「あっ、こんなところで。奇遇だな」


    「げっ！　なんで神奈川県にまで来て業平と出会うんだ！」


    　自分の部屋で虫でも見たように、エリアスの肩がびくんと吊つり上がった。それで清せい楚そな白ワンピースのキャラは崩壊して、いつものエリアスに戻った。ていうか、「げっ！」てさすがに傷つくんだが。


    　しかし、これから何を話せばいいんだ？　このまますぐに別れたら、百パーセント同行者から苦情が来る。


    「うわあ、せっかくの旅行が……。今日の星座占い三位だったんだけどな……。ああいうのって上位に来てる日ほど、逆に悪いこと起こってる気がするんだよね……」


    　それには俺も同意する。スマホを店に置き忘れて右往左往した時も星座占いで一位の日だった。


    「それでエリアスはなんで鎌かま倉くらに来てるんだ？」


    　理由は知っているけど、俺がすでに知っているのは絶対におかしいので、アリバイづくりのためだけに聞いた。


    「それを君が知るメリットないだろ」


    「そりゃそうだけど、ここでまでケンカ売るなよな……」


    　エリアスはすごく鬱うつ陶とうしそうなため息をついた。


    　俺に対する言動が基本的にすべて失礼である。


    「わかった。ここで意固地になるのは小物くさいからやめよう。菖蒲あやめ池いけさんに食い気味でここを推してこられたんだ……。そうか、彼女は君とのニアミスでも狙ねらっていたのか……。誰が得するんだ？」


    　多分、愛河が得するんだろう。


    「もしかして、どっかに菖蒲池さんもいたりするんじゃないだろうね？」


    　ぎくり。


    　エリアスは俺のことを一切信用していないので、当然のように疑われる。


    「今は別行動なんだ。エリアスを捜してこいって言われて放ほうり出されてる。なので、お前と多少は話さないと怒られる展開になる」


    　ウソは何も言ってない。エリアスにウソをついたからといって、とくに失うものもないのだが、どうせならウソの少ない人生のほうがいい。


    「そっか、業なり平ひらが怒られるのか。じゃあ、これで別れよっか」


    　しまった！　こっちが不利になる情報を与えたら喜んでそのように取り計らわれる！


    「──と言いたいところだけど、菖蒲あやめ池いけさんには借りがあるんだよね……。表彰集会がトラブルになったのはわたしのせいだから……」


    　エリアスはかくんと肩を落とした。


    　あれで愛あい河かが魔女狩りの魔女みたいに避けられてるわけじゃないけど（むしろ、俺が避けられている）、愛河を誤解する人が増えたのは事実だ。愛河を西高セイコーのアイドルにすることはかなわなくなった。最初からするなよって話だが。


    　エリアスは右手を開いて俺の前に出した。夏なのに服と同じぐらい白い手だった。


    「俺、手相なんて見れないぞ。だいたい細かく確認できるほど接近できないし」


    「五分ってことだよ。五分だったら時間を割さいて話してあげてもいいよ」


    　うんざりした顔でエリアスは言った。こいつ以外だったらもっと腹も立っただろうけど、小学校からのことなんで、もう慣れた。


    　よかった。これでセッティングをしてくれた愛河にも申し訳が立つ。


    　許可をもらった俺は適当な腰を下ろせる場所に座った。エリアスもそれに続いて、ちょっと離れたところに腰かけた。コンクリートの上もかなり熱い。どのみち、五分座るのが限界だな。


    　二メートルは距離をおかれている。もうちょっと近づいてもいいんだけど、こっちから近づくのは不誠実な気もしたので、このままいくことにする。


    　今日の待ち合わせのことが頭に浮かんだ。また、会話にならなくて変な空気になったらどうしよう。あんなの、一日に何度も経験したら、夏休みが終わっても尾を引くぞ。


    　けど、少なくともその次元の問題は杞き憂ゆうですんだ。


    「愛河のことは許してやってくれ。愛河は俺の友達を増やすぞって意気込んでるんだ」


    　気づいたら、俺はそう口を開いていた。


    　あれ？　汐しおノ宮みやさんの時は何を話題にするかで悩みまくってたのに、するっと言葉が出たぞ。


    「心配しないでいいよ。君を恨うらむことはあっても、菖蒲池さんを恨んだりはしないさ。わたしはよくできた人間だからね」


    　それ、恨まれてる俺にとったら何のプラスにもなってない。


    「あ～、なんとなく意図は呑のみ込めたよ。これは君のぼっち脱出作戦の一つってことなんだね」


    　エリアスは両手で体を支えて、足をゆっくりばたばたさせた。しゃべらなかったら、美少女のカテゴリーに入れられなくもないのに、大変残念だ。


    「でもさ、そこで敵からぶつかりにいくって順序がおかしいんじゃないかい？　せめて、わたしはラスボスに置くべきだよ」


    　エリアスは『副会長聖水』を出して、一口飲んだ。こいつの水を浄化したりできる異能力「純水操作」で作ったおいしい水だ。ただ、自分がパッケージングされた飲み物を持ち歩くなよとは思う。愛あい河かの順序がおかしいなら、お前の自意識もおかしい。


    「愛河の価値観だと、何の接点もない奴やつよりは近い奴からってことなんだと思う」


    　実際、俺に話しかけてくる女子なんて、ほぼいないからな。ああ、女子に限定する必然性すらなかった。男子も含めてだ。


    　よく自分から非モテを公言してネタにしてる奴いるけど、ああいう奴の大半は非モテ同士で仲良くつるんでるからな。納得いかん！


    　どうして非モテは自じ虐ぎやくネタにはできる程度に世の中で認められていて、クラスで孤立していることはネタにもできないほど痛々しいんだ！　クラスメイトに「俺って非モテだから」って言っても笑ってもらえるけど、「俺ってクラスで話す奴いないから」って言ったら、大事故になる。


    　俺の心の叫びがあふれそうになって、話がそれかけた。


    「接点も何も、わたしは君のこと、嫌いなだけだよ？　それこそ、君が小五の時に異能力に目覚めて以来ずっとだ」


    　さばさばとした口調でエリアスは言った。


    　そう、俺たちは別に幼稚園とかの時から仲良しだったなんて事実は何もなく、たまたまクラスがずっと一いつ緒しよで、小五以来敵視されていただけだ。接点には違いないが、難点が多すぎる。


    「俺の言ってることは、あの時からずっと同じだぞ。ドレインはうらやむものでもあこがれるものでもない。こんな異能力じゃ、お前が望んでる正義の味方にだってなれない」


    「ふん！　わたしが誰にあこがれようと、それはわたしの自由さ！　もちろん、わたしが誰を嫌いになるかも、わたしの自由ってことだよ」


    　自由っていう言葉は、かつては勝手気ままという悪い意味合いが強かったけど、そのことがよくわかる使い方だ。


    　もう、どこまでもうらやんでくれ。


    　人間はないものを持ってる奴をうらやむと言うし、そういうことなんだろう。


    　正直、俺はお前がうらやましいよ。異能力に恵まれて、社会的にも貢こう献けんできることが約束されていて、友達付き合いも普通にできる。しかも、そっちは異能力の貢献レベル５で、こっちは貢献レベル０だ。この世界は鬼き畜ちくなぐらい、はっきり点数をつけているんだ。


    「ああ、ちょっとだけ訂正を入れておこうかな」


    　エリアスはペットボトルを階段にとんと置いた。


    「おそらく途中までわたしは、そんなに君が嫌いじゃなかった。嫌いだったとしても、そうだね、あこがれのほうが大きかったかもしれない。前にも言ったけど、業なり平ひらの力に惚ほれていたんだ。正義の味方になって戦える異能力なんて最高じゃないか」


    「そうか？　俺、小学校からまあまあにらまれてた印象あるけど……」


    　こんな会話ばかり、ぺらぺらと詰つまらずに出てくるところに業ごうのようなものを感じる。


    「だけど、中学三年生の時、わたしは君が決定的に嫌いになった」


    　ああ、文脈上、そうなるよな。


    　中三といえば、思いつくのは放課後の一件だ。


    　今でもはっきりと覚えている。二人きりの時、話があると言われて、これは告白フラグだと俺は思った。あまりにもできすぎているとすら思った。現実に救いはなかった。「目の上のたんこぶだね」「一言で言うと、邪魔だ」と、好きではなく好き放題言われた……。


    　俺のメンタルは別に人間国宝の刀工が作る名刀とかではないので、叩たたいても鍛きたえられない。普通に砕けるのでやめてほしい。


    　ただ、その中三という時期に俺はずっとひっかかりを覚えていた。


    　聞こうかな。俺をいかに嫌いであるかという話題の中で、遠慮もクソもないだろう。


    「あのさ、素そ朴ぼくな疑問なんだけど」


    「君の疑問にわたしが誠実に答える義理があるとでも？」


    　高たか鷲わしとは違うジャンルのムカつきがあるが、無視してこのまま言う。


    「なんで、中三の時に決定的に嫌いになったのかがわからん。その時にとくに何もなかっただろ。お前が異能力に目覚めたのは中一の時だったし」


    　そう、俺とエリアスの関係性に中三の時期は何もなかった。言うまでもなく、二人で何かした記憶もない。つーか、嫌い嫌い言う奴やつとどっか行くなんてわかりやすいフラグを現実に立てる奴などいない。エリアスは本当に俺が嫌いだったというだけだ。


    「そっか。君はわからないか。それもしょうがないか」


    　なにやら、思わせぶりなことをエリアスは言って、


    「それに関しては君はもう解決したから、どうでもいいことだよ」


    　さらに謎なぞが深まることを言った。俺の異能力が「ココロオープン」だったら、電光掲示板には大量の「？」が並んでいただろう。


    「解決したってどういうこと……？　あと、解決してるなら敵認定やめてほしいんだが……」


    「本質の部分は変わらないよ。だって、元からわたしは君のことがうらやましいんだからね」


    　エリアスは俺に、敵らしく厳しい目を向けてくる。


    「今の高鷲・菖蒲あやめ池いけ・波は久ぐ礼れの三人はまあまあ上う手まくいって──上手くいってないなりに楽しそうだと思うよ」


    「そこは訂正しなくていいんだよ！」


    「黙りたまえ。業なり平ひら周辺の人間関係は極めて面倒くさいんだ。それは厳然たる事実だよ。誰もつまずかないような段差できっちりつまずいている。それは認めなよ」


    　むすっとした顔でエリアスはこっちをにらんでくる。


    「わたしとしては、業なり平ひらの幸せを破壊するのはやぶさかでないけど、それでほかの二人まで巻き込むのはばつが悪い。君らがこのままやっていくなら……人間関係研究会だっけ？　それは容認してあげよう。命拾いしたね」
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    　そうか、エリアスは俺以外を攻撃する意図はないんだな。


    　また、エリアスはペットボトルのキャップを指ではじいた。脇腹にぶつけられた。こいつ、これが癖くせになってるな……。


    「こっちは海パン一枚で、そこそこ痛いんだけど……」


    「わたしは業平の敵だ。謝罪はしない」


    　キャップが離れたままのペットボトルをエリアスは一口飲んだ。


    「で、君はどっちかと付き合っているのかい？」


    「うえぇえっ!?」


    　変な声が出た。


    　これ、愛あい河かとかが隠れて聞いてる可能性もあるんだから、やめてくれ！


    　仲が良くなってるってことをイコールで恋人だと思ってる奴やつだと愛河や高たか鷲わしに認識されたくない。恥ずかしいからとか、そんなしょうもない理由じゃない。それで友達としてもいられなくなったら、シャレにならないからだ。


    　もしも、二分の一で付き合うことができて、二分の一で友達関係も壊れてしまうクジがあっても、俺は絶対に見向きもしないだろう。仮に彼女を真剣にほしくなったら、友達と何の関係もないところから探すべきなのだ。


    　彼女はほしい。が、こっちから人ひと研けんの中でアクションを起こすことはしない。


    「そういうのじゃねえよ。だいたい、ぼっちがいきなり彼女なんて作れるか」


    「うん、知ってた」


    　そこでエリアスはもう一度性格の悪い笑みを浮かべる。こいつめ……。


    　俺はぽんと、飛んできたペットボトルのキャップをスローイングする。きっちり、エリアスは右手でキャッチした。


    「小学校から一いつ緒しよのよしみで言わせてもらうけど、お前はその性格の悪さっていうか、なんでもかんでも口にする癖くせをどうにかしたほうがいいぞ、そのうち、足下すくわれるからな。知らないうちに俺以外の敵を作ってるかもしれん」


    　こいつは中高と生徒会とかをやって、ほどほどに上じよう手ずな世渡りをしてたと思うけど、世渡りが上手なことを憎にくむ人間だって世の中にはいる。どんな生き方にもリスクはある。


    「はいはい、ご忠告痛み入るよ。じゃあ、五分経ったね。せっかく鎌かま倉くらまで来たんだし、もっと見たいところがたくさんあるんでね」


    　エリアスが立ち上がると、ワンピースがふわりと揺れ動いた。服装のせいもあって、その雰ふん囲い気きだけなら正統派美少女だった。人格だけ別のものに変えられないのだろうか。


    「君がリア充になることは命懸けてもないだろうけど、せいぜい幸せになりたまえ。わたしは君の敵であり続けるけどね。なにせ、わたしは今も君がうらやましくて仕方ないんだ。本当に涙が出そうなぐらいさ」


    　わざわざドヤ顔作ってエリアスは去っていった。涙なんて出てないじゃねーかと思ったけど──。


    「わたしも君みたいになれたらいいんだけど」


    　という独白が背中ごしに聞こえた気がした。


    　仮に俺みたいになっても、ぼっちで苦しむだけだぞ。


    



    　エリアスが消えたあと、すぐにスマホが鳴って、それを見たのと同時ぐらいにもう愛あい河かたち一行がやってきた。ずっと近くで隠れて監視していたに違いない。


    「どうでしたか！」


    　愛河が一メートルの垣根を越えそうな勢いで聞いてきた。


    　なるほど、これがエリアスの言う食い気味か……。


    「いつもどおりだな。びっくりするぐらい平行線だ。敵認定は変わらず」


    　五分話しただけでいきなり友達になれるほど敵同士の歴史は浅くも短くもない。


    「えー！　もったいないですよ！　海での偶然の出会いですよ！　これは運命だと感じるやつですって！　これまでのマイナス印象も一気にプラスにチェンジするかもです！」


    　そんなインチキのサプリみたいに、海に過大なアビリティを付与するなよ……。


    「菖蒲あやめ池いけさん、ドリ子もおおかた、あなたが何か画策してたのに気づいてたと思うわ。運命なんて思ってなんかないわよ。偶然と感じたとしても、カルマとでも思ったんじゃない？」


    　淡々と高たか鷲わしが指摘した。あと、なんか、メイド長が手を上下させているのだが、あれは同意を意味するジェスチャーなんだろうか。ほかにボディランゲージがないから判別が難しい。


    「えっ、そうなんですか……。愛あい河か、全力を尽くしたつもりなんですけど……」


    　愛河が軽くショックを受けていた。


    「あなたの偏差値ならできることはその程度でしょ」


    「お前、言葉がきつすぎるぞ！」


    　一応、愛河も中間テストよりは期末のほうがよくなってるんだからな！　このペースでいけば、二学期の期末のあたりなら中の下ぐらいまでいけるかもしれないのだ。


    「大丈夫ですわ。継続は力なりですから。これからも愛河さんが頑張りを見せれば、虚こ仮けの一念で、きっとひと夏頑張れば実りの時期を迎えますわ」


    　汐しおノ宮みやさん、それだと愛河に今後も俺とエリアスの間で何か画策しろという意味になる。


    「はい、これからも愛河は戦いますよ！　夏休みはまだはじまったばかりです！　次は夏祭りで仲直り大作戦です！　人研の夏は終わらないのです！」


    　愛河のテンションが上がった。そうか、地元の夏祭りならエリアスが来る可能性も高いよな。


    　八はち王おう子じの夏祭りは八月のお盆前だ。どうしてその時期か謎なぞだが、八王子は大学が多いので実家に帰省される前にやってしまいたいのではなかろうか。


    　エリアスに会うのはどうでもいいけど、夏祭りには行かざるをえない。そして、女子たちにはぜひ浴衣ゆかたを着てもらう。それだけは死守する。でないと、大学生になった時、サークルとかで「高校の時、女子と浴衣で夏祭り行った」って言えないからな。


    ※なんで大学生になったらサークルで友達がいる前提なのかはツッコミを入れないでほしい。大学生でも社会人でもずっとぼっちという想定で生きるのはきつすぎる。


    「ところで、こうして念願の海に来てみたわけだけど」


    　高鷲が騒がしい砂浜のほうに目をやった。


    　海水浴場のイデアみたいな光景が広がっている。あんまり芋いもを洗ったことはないけど、芋を洗ってるように見えなくもない。


    「ぶっちゃけ、たいして面おも白しろくなかったわね」


    　お前、それを言っちゃおしまいだろと言いたかったが、それを言うのは卑ひ怯きようだと思った。俺の良心が引き止めた。


    　なにせ、俺も似た感想を抱いだいていたからだ。


    「愛あい河かもおサルさんが来たのにはびっくりしましたね……」


    　嫌いやな記憶を愛河も思い出してしまったようだ。


    「もし、触さわってこられたりしたら、キックで股こ間かんを蹴けり抜いてるところでした」


    　せめて、『蹴る』にとどめてくれ。『蹴り抜く』は刑事事件のにおいがする。愛河、ガチガチに武道を習ってるし。


    　あと、俺はまったく別のことでも懸け念ねんがあった。


    「あの、汐しおノ宮みやさん、散々な海でごめん……。俺たちって、だいたい、いつもこんな調子でぐだぐだなんだ……」


    　俺は汐ノ宮さんの側を向いて、頭を軽く下げた。


    　彼女は人ひと研けんに所属したばかりというか、西高セイコーに来たばかり。いわばゲストなのだ。それを俺たちがちっとももてなせなかった。ろくでもない印象を与えていてもしょうがない。


    「あっ、この集まりはないな……」と思われて、汐ノ宮さんに逃げられるおそれすらあった。そのフォローを高たか鷲わしはする気がないし、愛河も自分以外を含んだ人研自体を下げる発言はしないから、俺が代表して言うしかない。


    「いえいえ、たいへんためになりましたわ」


    　汐ノ宮さんは、胸の前で小さく手をふるふると横に振った。


    「何事も経験。役に立たないことなどないとメイド長も言っていますわ。わたくしもそのとおりだと思います」


    　俺は、いや、俺たちは確信した。


    　汐ノ宮嵐らん蘭らんはたぐいまれなる善人だ。もはや、善人というイデアに服着せて歩かせてるような感覚すらある。


    　なお、俺たちにとっては、メイド長に出会ったことがかなりの経験だ……。


    「じゃあ、またこれからも人研のメンバーとしていてくれるかな……？」


    「はい。こちらこそよろしくお願いいたします！」


    　最悪の事態は防げたので、これでよいということにしよう。ウソから出たマコトで、実体を持ってしまった人研という組織だが、できた以上は運営するしかない。


    　ここが俺のベストプレイス、否いな、オンリープレイスだ。ほかにいかなるコミュニティにも所属していないから、守り抜くしかない。失陥してもよい砦とりでではなく、本城の本丸なのだ。


    　そのあと、俺たちは着替えて、鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうを見たり、大仏を見たりした。俺の当初の主張は結果的に受け入れられた。


    　たいして海にもいなかったのに、予想以上に疲労感があった。


    　電車内で、「あっ」と愛河が間の抜けた声を出した。


    「花火持ってきたのにやるタイミングなかったです！」


    　愛河には悪いけど、花火やれる時間まで鎌かま倉くらにとどまる体力は誰もなかっただろう……。
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    　祭りというと、どうしても二年前の中三の夏祭りアレを思い出してしまう。


    　小学校から一いつ緒しよで貴重な友人だった（なお、今も友人とは言ってない）、笠かさ原はらが祭りに一緒に行こうぜと言ってきたのだ。電車に乗っていかないといけないが、この地域だと相当有名でデカい神社の祭りだ。ドレインに気をつけつつ、電車にも乗り慣れてきた頃だった。


    　俺は喜び勇んで出ていった。異能力のせいで中一も中二も一人で祭りに行って、俺だけお通つ夜やみたいな空気だったからである。


    　集合場所に着くと、笠原は彼女を連れていた。


    　まあ、それはいい。思うところはあったが、それはいい。彼女連れてくるの禁止なんて俺言ってないし、ほかに男子も女子もいて総勢八人ぐらいいたし。


    　会話できる程度に親しい男子が笠原しかいなくて、結果として俺が孤立していたとしても、それは俺の責任である。だから、これについては何も言うことはない。


    　無論、ほかの集団から一メートル以上離れた俺はずっとスルーされていた。笠原と話すこともまったくなかった。


    　しょうがない。笠原だって彼女より俺を優先するわけにもいかんだろう。そもそも一メートル後方を行く俺を気づかい続けることなどできない。


    　俺は前を行く集団の笑い声をぼんやりと聞いていた。ふてくされた顔もおかしいから、一応笑っていたけど、冷静に考えたら最後方の俺がどんな顔をしているかなんて見えようがないな。


    　もしや、このまま誰とも会話せずに帰ることもありうるのだろうか。


    　それすら現実味を帯びはじめていた。神社での願い事はぼっち脱出しかないな。


    　けど、あまり望ましくないことで、俺は会話せざるをえなくなった。


    　カキ氷を食べていた笠原カップルが、その空あき容器を二人揃そろって参道脇の生け垣に捨てたのだ。


    「おい、笠原、それはおかしいだろ」


    　なんで、そんなにカチンと来たか自分でもわからないぐらいに腹が立った。


    　もしかしたら小学校時代から仲の良かった奴やつだったからこそ、俺は黙っていられなかったのかもしれない。


    「なんだよ、波は久ぐ礼れ、ちっせえこと気にすんなよ」


    　笠原の目つきがいかついものに変わった。


    　もう絶対友達に向ける視線じゃない。悪いことをして誰かに指摘されると人間は引くに引けなくなる。彼女がいる手前ということもあったかもしれない。


    　俺も黙っているわけにもいかないので、言葉を並べた。


    「いや、俺たちは神社が開いてくれてる祭りに来てるわけだろ。つまり、お前らは招待された家にゴミを捨てたようなことをしたんだ。それで祭り楽しかったってナチュラルに言うの、おかしいじゃん？」


    「そんなの、どうだっていいだろ！」


    　わかっている。ゴミ捨てる奴やつがそんなことまで考えたうえに、捨てるわけがない。捨てちゃいけない理屈を並べられたってウザいだけだろう。


    　祭りの中で俺たちの集団だけがトゲトゲした空気を発している。こっちも引けない。


    　しゃべっているのはたった二人、俺と笠かさ原はらだけだった。ほかの奴らは笠原の彼女すら黙っていた。いや、意見表明してくれよ。味方になれとは言わないから、せめてなだめるとか中立的言動ぐらいやってくれよ。


    「他ひ人とに迷惑かける異能力持ってるお前が言うなよな！　異能力者の時点で浮いてるのに、お前、もっと浮く気かよ」


    　当然、腹にも頭にも火がついたぐらいムカついた。じゃあ、近づいてお前に迷惑かけてやろうかとも思った。


    　やらないけどな。


    　迷惑かけてるって自覚ぐらいあるんだよ。むしろ忘れられたことなんてない。


    「──俺、用事あるから抜けるわ」


    　もちろん用事などあるわけもなかった。


    　一人で最寄りの駅まで歩く間、怒りが静かに深まっていった。あの二人はクズだ。罰ばちが当たれ。だいたい、そんな性根が腐っている人間と付き合って何が楽しい？　そのうち、ゴミみたいに自分も捨てられるかもしれないんだぞ。


    　電車に乗って帰ってきて、家の近くの住宅地まで来た時、俺は泣いていた。


    　住宅地の街灯の明るさは知れているから、人に見られることはないだろう。


    　祭りの意義がどうとか、ゴミ捨てるなとか言ったところで、俺には彼女はおろか友達もいないのだ。


    　どうするのが正しいんだ？　ゴミを捨てたら彼女ができるのか？　そんなわけないよな。


    　友達を作るには、勉強も、社会的なルールも、何も意味がない。もっと別次元の何かを学ばないといけないんだ。けど、それが何か学校では教えてくれないし、多分そんなものを学ぼうと考えているような奴は友達ができないだろう。


    



    　──なんてことを、その日、喫茶店で高たか鷲わしと愛あい河かに話した。


    　宿題を一いつ緒しよにやる会という名目だったけど、俺はやる気なかったし、愛河にいたってはプリントの一枚も持ってきてなかった。


    　で、祭りも近いし、祭りに関する話題ということに自然になって、その話を出したという次第である。


    　二人とも椅い子すを引いて半径一メートル圏内から脱出している。引かれてるのではなく、これが俺の基本的なコミュニケーションだ。なお、その日、汐しおノ宮みやさんは家族との用事が急に入って、来られなくなった。あくまでイメージだけど、家族仲よさそう。


    「面おも白しろい話をしろとは言わないけど、祭り関連でほかに何かなかったわけ？」


    　高たか鷲わしはむすっとした顔で、オレンジジュースのグラスをつかんでいた。そのまま握にぎって割りそうだった。


    「しょうがないだろ。祭りの話ってお題で言うと、それしかなかったんだから。そもそも幼稚園児時代の祭りの記憶なんて、ろくにないし」


    「実は、愛あい河かもあんまり祭りにいい思い出ないんですよね……。異能力が発動しちゃうリスクもあるんで、去年はずっと狐きつねのお面かぶってました。小学校低学年の時にはもう異能力はあったんで……」


    　なんだ、そのゲームの強キャラみたいな参加の仕方。


    　愛河にも苦労があったということがよくわかった。俺たちは俺たちなのだ。


    　異能力者は祭りを楽しむだけでも一苦労だ。まあ、大半の異能力者は問題ないんだけど。


    「グレ君、大切な話のオチがまだ聞けてないわ」


    　高鷲がちょっと、体を前にしてグラスをテーブルに置いた。ずっと手で持っていて冷たかったのだろう。


    「そのバカップル……じゃなくてゴミップルはいつ別れたの？」


    　それがオチなのか。たしかにゴミネタで出てきたカップルだからゴミップルと呼んでも正しい気がする。


    「ええと……あれ以降まともに会ったことないけど、風の噂うわさでは年が明ける前には別れたって聞いた……。高校は違うところになったらしいし、今は接点ないんじゃないか……」


    「よし」


    　高鷲が力強くうなずいた。


    　何が「よし」なんだ。


    「悪は必ず滅びるわ。でないなら、私が滅ぼす」


    　お前は神か何かなのか。ゾロアスター教が教える光の神の側か。


    　そこに愛河が両手をテーブルの上で伸ばしながら、入ってきた（何に入ってきたと言われても困るけど、入ってきた感がある動きだった）。


    「お二人とも、今年のお祭りは楽しみましょうね！」


    　あっ、これ、話が暗いと思って、修正しようとしてくれたんだな。


    　愛河と高鷲が並んでいてよかったと思った。足して二で割るとほどよいバランスになる。というか、高鷲だけだと「負」の要素、あるいは「不」の要素が多すぎる。


    　これは俺にもあてはまるのだが、ぼっちはいろんなものを否定的に見てしまうのだ。


    　ぼっちはつまり世の中から疎そ外がい・阻そ害がいされている側なのでペシミスティックになる。しかし、否定からは何も生まれない。もちろん笠かさ原はらのポイ捨てに肯定的要素などないが、あそこで俺が得たものだって本当に何もなかった。


    「それと副会長さんもお祭りには来るそうですから、今回こそはきっちりと仲良くなってくださいね！」


    「ああ、またそれか。それを愛あい河かがコンテンツにして楽しむ分には好きなだけやってくれていいけど、疲れるほどガチにやらなくていいからな」


    　敵認定されても長らく関係が続いているということは、この状態がちょうどよいということなのではないか。俺もエリアスも不都合を感じてはいないと思う。


    　友達でもなんでもない、ただの他人のクラスメイトとかよりはマシだ。友達でもなんでもない知り合いと、同じ店で会ったりした時の気まずさは異常。むしろなんで俺に気づいたんだ、無視しとけよと思ったことすらある。


    「グレ君、なんかドリ子のことになると雰ふん囲い気きがいつも変わるのよね」


    　高たか鷲わしが奇妙なことを言った。しかし、その態度からして吹っかけているわけではないらしい。高鷲は真面目まじめと不真面目の切り替えがはっきりしているから、そのへんはわかりやすい。


    　性格は悪いが、悪人ではないのだ。邪悪な善人というのは存在する。


    「多分なんだけど、あいつから攻撃される状態に不都合を感じてないからだと思う」


    　俺は無視されるぐらいなら、エリアスの視線をほどほどに浴びるほうがいい。それは最低でも俺を腫はれ物ではなく、人間として扱ってるってことだから。


    　クラスの中でいない者として扱われるぐらいなら、徹底していじられキャラとして扱われるほうがいくらかマシだ。


    　このあたりのことはわかりづらいから話さないけど。


    「そうやって、達観したふりをしているのが小物っぽくてダメね。でも、それがグレ君らしいからそれでいいわ」


    　評価してるのか、してないのか、さっぱりわからんことを高鷲は言った。


    



    　　　　★


    



    「浴衣ゆかたってある？」


    「ないわよ」


    　祭りの前、母親に聞いたらそんな返事が来た。そりゃ、ないはずだ。俺も着た記憶がどこにもないからな。ぼっちで浴衣着て、祭りを楽しめるほど、俺は悟れてはいない。


    　普段着でもいいかな、一応浴衣ないか聞きはしたわけだし──と考えていた俺の脳内にある人物が出現した。


    　高たか鷲わしえんじゅだ。実体のないそいつを脳内高鷲とでも呼んでおこう。


    　よく天使と悪魔が葛かつ藤とうするみたいなのがあるが、高鷲は悪魔の格好をしていた。高鷲の場合はデフォルトが悪魔なので、よく似合っている。


    　で、その脳内高鷲がこう言った。


    「普段着で来たの？　ほんとに面おも白しろくない人間ね」


    　ああ、これ、現実でも言われる！　絶対言われる！　しかも悪魔高鷲はさらに言葉を続けてくる。


    「いい？　あなたが普段から面白くなさそうな顔をしているのは世界が面白くないからじゃないわよ。あなたが面白くないからなの。面白くない色眼鏡を通して世界を見てるから、すべてが面白くないのよ」


    　想像上の罵ば倒とうでもきつい！


    　そこに脳内愛あい河かがやってきた。天使の服を着ているので、天使役らしい。


    「えーりん、ちょっと言いすぎですよー。業なり平ひら君の服、かっこいいじゃないですか」


    　よし、天使愛河、悪魔高鷲を消してくれ！


    「そうやって誰にでもかっこいいとか、かわいいとか言ってれば世の中乗り切れるって発想はダメよ。それって、あなた自身がかわいいって確信がなきゃ言えないことじゃない。菖蒲あやめ池いけさんの優越感の産物なのよ。結局、敵を作っちゃうわよ」


    「え……。愛河、そんなつもりなんてないんですけど……」


    　あっ！　天使愛河が負けそうになっている！　頑張れ、頑張れ、天使愛河！


    　さらに、悪魔高鷲は悪びれずにこう言った。というか、またこっち向いた。


    「だいたいね、私たちを悪魔とか天使にしている時点で、グレ君、本気でキモいわよ。面白くないとか以前の問題でしょ」


    　うあああああああああ！　それは言うな！　言うな！　


    　俺は悪魔高鷲を必死にかき消した！　一いつ緒しよに天使愛河も消えた。すまん！　こうするしかなかったんだ！


    　消しはしたものの、しばらく頭の中で脳内高鷲の「面白くない」という声だけがリフレインしていた。


    　くそ、高鷲め、「面白くない」って、侮ぶ蔑べつ語ごを通り越して存在否定語だぞ……。


    　とはいえ、俺も普段着が「面白くない」ことについてはうなずくしかない。


    　人ひと研けんは孤立した人間のコミュニティだが、コミュニティである以上、参加者はほかの参加者になんらかの利益を供給する必要がある。それは参加者の倫理みたいなものだと思うのだ。


    　たとえば、そのコミュニティに嫌いやな思いしかさせない人間は、普通に考えて追放されるだろう。問題児個人が楽しんでるかどうかは、この場合関係ない。


    　よって、俺はコミュニティの中でまで面白くない人間でいることは許されない。


    「じゃあ、サンチョで激安のやつ買うからお金くれ」


    　サンチョとは、駄だ菓が子しからアダルト用品まで揃そろうという何でも売ってる量販店サンチョパンサの略称だ。客層的に遊んでる系の奴やつとかが多くて、そういうのがつるんでいたりして、俺みたいなタイプが好きな空気ではないが、背に腹は代えられない。


    　毎月の小遣いは、駅前の書店でたいてい消えているのだ。本はぼっちを裏切らない。コミュ力が皆かい無むでも本を楽しむことはできる。ゲームですら対戦とかチームとかを要求する時代に、本は完全なる閉ざされたメディアなのだ。


    　母親は二千円だけくれた。二千円で買えるのかと思ったが、サンチョに寄ったら底値はちょうどぴったりだったので、何の問題もなかった。


    　だが、そこで脳内に再び悪魔高たか鷲わしが現れた。


    「どう見ても、昨日今日で間に合わせましたって安物の浴衣ゆかたじゃない。五十点未満が追試のテストなのに五十点取ってドヤられても困るんだけど。『志』って漢字知ってる？」


    　ダメだ。普通の安物浴衣では面おも白しろくない奴の箱から脱出することはできん！


    　かといって浴衣のセンスなどあるわけがない。だいたい、高い浴衣を買う経済的余裕がない。小学校の算数でも習った。さとし君は二千円で五千円の浴衣は買えない。


    　よし、浴衣というジャンルから少しずれよう……。


    　俺は浴衣コーナーの隅すみにあった甚じん平べいを買った。一昔前のご隠居みたいな空気が出ている服である。二千五百円ぐらいだったから足が出るけど高鷲から「面白くない」と言われるのを回避するためには安い出費である。


    　よし、これで面白くない男ではなくなったはずだ。資本主義社会では面白さすら金で買うしかない。ものすごくミクロな達成感はそんなに悪いものでもなかった。


    　店内で、小学生男子のグループを見た。声が大きいが、サンチョの店内放送もうるさいのでお互いに相そう殺さいする──わけもなく二倍うるさい。


    　ただ、静かにしろではなく、うらやましいと思った。


    　俺も小五で異能力者になる前まではあんな感じだった。とくに内向的な性格でもなかったから、人口の五パーセントの側である異能力者側にまわらなければ、リア充とは言わないまでも普通に友達もできてただろう。


    　それこそ、エリアスよりよほど活発だったように思う。


    　俺が異能力者になる前から、エリアスと二人っきりで行動したことはないけど、小学生数人で動いた時にあいつがいたことはあった。


    　あいつはどっちかというと俺やほかの人間についてくる感じだった。一言で言えば、あの頃のエリアスは目立たない子供だった。


    　あのエリアスが中学校で生徒会に入ったりして、人を引っ張る側にいくんだから、時間が経てばいろいろ変わるものだと思う。


    　高校でも一年の時から副会長に立候補したのもあいつなりの戦いの一環なのか。


    　サンチョの店内にいる子供は心から楽しそうだった。


    「今日はまだ祭りでも何でもないのに、あれだけ盛り上がれるんだな」


    　どうせ誰も聞いてないので、ぼそっと独り言を言った。


    　友達というのは、日常をハレの日に変えてしまえるものなんだ。


    　まだ、そこまで気楽に人ひと研けんのメンバーと会うことはできないんだよな。


    　その理由の半分は性別が違うからで、もう半分が年齢的な問題だろうけど。


    



    　　　　★


    



    　──もう一歩前へ！


    　──もう一歩前へ！


    　本の返却後に図書館のトイレに入ったら、小便器からポジティブメッセージを受けた。


    　しかも複数貼ってある。大切なことは二度言う文化らしい。


    　無論、暑苦しい自己啓けい発はつではなく、飛び散るから前に立ってねという意味だ。尿は便器から離れれば離れるほど、周囲に飛び散る。これは技術ではなく、水の運動に関する科学の問題だ。


    「そんなこと言われても、俺はむしろもう一歩後ろに下がらないとダメなんだよ」


    　また独り言を言ってしまった。


    　前に出ることは評価するべきことと一般的に考えられている。


    　しかし、世の中そんなに単純じゃないだろう。横スクロールのレトロなアクションゲームなら、左側から右側へ延々と進めばクリアできるが、先に進んでも行き止まりってこともある。俺みたいに迷惑をかけることもある。


    　そんなことを思いながら用を足してから、俺は図書館を出て駅へ向かった。


    　雨は降ってないけど、祭りの空気は人研メンバーで集まってから体験したい。


    　そう、今日は祭り当日なのだ。


    



    　海に行った時と同じ、改札の真ん前にはまた汐しおノ宮みやさんとメイド長が先にいた。八はち王おう子じの祭りは　本当に駅のそばで行われるので、駅待ち合わせでまったく問題ない。


    　今回は汐ノ宮さんはメイド長となにやら話している途中だった。


    　俺としては話を中断させてこっちの応対をしてもらってもそれ相応のお返しができないので、「あっ、どうぞ、きりのいいところまでしゃべってて」と続けてもらう。


    　話題を考えて綱渡りになるかもしれない会話をやるより、傍観者として二人の話を聞いているほうが無難だ。


    　しかし、俺は人生で無難という概がい念ねんを信奉しすぎていないか……？　たまには冒険するべきかも……。いや、人生で冒険して大おお火傷やけどしたことのほうが圧倒的に多い。ここは影になれ！


    「へえ、つまり八はち王おう子じという地名は、牛ご頭ず天てん王のうという神様の八人の王子たちに由来するんですわね。牛頭天王ってそんなに信仰されていたんですか。なるほろほろろ」


    　メイド長、やっぱり詳くわしいな……。その情報をどこで仕入れているんだ？


    　汐しおノ宮みやさんは大人っぽい黒に紫系の花を散らした浴衣ゆかただ。花の割合が多いので面積の半分ぐらいは紫で、そんなに黒の重たさはない。詳しいことはわからないが、俺の甚じん平べいよりは高いと思う。


    　ちなみにメイド長は浴衣は着ずにメイド服だった。あくまでもメイドとして仕えているというスタンスであるらしい。


    「それで八王子という地名は戦国時代後期に北ほう条じよう氏うじ照てるの本拠地だった八王子城という名前が広まったものなんですね。江戸と甲州の中間地点として発展していったわけですか。さすがメイド長ですね。脱皮したてでいつも以上に白いですし」


    　こいつ、本当に脱皮を行ったのか!?


    　脱皮するところを見たいような、見たくないような……。


    　多分、しばらく忘れられないインパクトはあるように思う。


    「あははは！　昔、八人の王子と戦ってあやうく封印されかけたって、メイド長、それはさすがに冗談でしょう！」


    「それって本当に冗談なの!?　冗談なんだよね!?」


    　この卵型生物、神様たちと一戦交えてたんじゃないだろうな？


    「ご心配なく。メイド長は善なる者ですから、そんな戦いなどいたしませんわ」


    　メイド長が善なのか怪しいけど、今のところ危害は加えられていないから大丈夫と考えたい。


    　それにもっと深刻な問題がやってきた。


    　いつのまにやら、また無音の時間が流れている。


    　汐ノ宮さんとメイド長との会話が終わってしまったのだ。


    　この状態を長引かせてはダメだ。とにかく、話しながら待っているという形にしないと、気まずい感じになる。俺が汐ノ宮さんに苦手意識を抱いだいてるように思われかねない！


    「ま、祭り、楽しみだね……」


    「そうですわね」


    　話はまた途切れる。汐ノ宮さんは気にしてなさそうだけど、それは希望的観測だ。


    　このままでは前回と同じ轍てつを踏んでしまう。すぐに何か次の質問を！


    「あのさ……屋台だとどういうのが好き……？」


    「そう言われましても、ぱっとは思い浮かびませんわね……」


    「だよね……。必ず焼きトウモロコシは買うことにしてるなんてポリシーある人のほうが少ないよね！　変なこと聞いてごめん！」


    　会話はまたきっちり途切れて、駅のアナウンスがうるさく聞こえてくる。どっかの路線で架線障害があって電車が止まっているらしい。


    　俺と汐しおノ宮みやさんはどちらも黙ったまま、乗るわけでもないＪＲの改札口を見ている。


    　つまり、向き合えてすらない状態だ。ドレインの力があるとはいえ、顔ぐらいは合わせたいのだけど……。


    　おかしいぞ。会話のキャッチボールが過去最悪に上う手まくいかない。高たか鷲わしとこんな感じに途切れたことはないし、愛あい河かともぎこちなくなったことはないはずだ。


    　よくわからないけど、会話の相性というのはあるらしい。


    　そして、俺と汐ノ宮さんの相性はあまりよくない。


    　別に仲が悪いわけでもない。俺がぼっちだから、ないがしろにしようなんて悪意も汐ノ宮さんは抱いだく性格じゃない。むしろ徹底して善人の側だ。


    　なのに話がぱたんと途切れてしまう。


    　理由がわからないから、相性と言うしかない。


    　話すこと、もっといろいろあるよな？　ないわけがない。そんなこと無限にあるはずなのに、なぜか頭に浮かんでこない。


    　俺は図書館のトイレで見たあの言葉を思い出した。


    　──もう一歩前へ！


    　もっと、こう……自分の殻からを壊す的な何かがいるんじゃないか……？　俺が上手くしゃべれないのはそういうことなんじゃないか……？


    　でも、それはもはや波は久ぐ礼れ業なり平ひらではない別人かもしれん。それに俺がキャラをまったく変えたら高鷲はキモいと言うだろう。「一にキモい、二にキモい、三四がなくて五にキモい」ぐらいは言う。


    　つまり、打開策はさっぱりわからない！


    　変な汗が足下のタイルに落ちた。八月だから暑いのは当然だけど、これは冷や汗だ。


    　愛河とは友達になれたし、高鷲とも普通にしゃべれているから油断していた。調子に乗っていた。


    　認めよう。俺はコミュニケーションが下へ手ただ。きっちり沈黙を作り出している。


    　また、汐ノ宮さんがメイド長のほうを向いた。二人でトリビア的な話でもするんだろう。


    　俺の敗北だ。


    　具体的に何に対して負けたのか。勝ったのが何なのかよくわからんが、とにかく俺は負けた！


    　──と、何かものすごく冷たいものが首筋に当たった。


    「うああああっ！」


    　思わず悲鳴をあげて振り返ったら、浴衣ゆかた姿の愛河と高鷲がいた。


    　犯人はジュースの缶を持ってる愛あい河かだとすぐにわかった。


    「あははっ！　こんばんは！　それとも、まだこんにちはのほうがいいんですかね？」


    「グレ君、反応が派手すぎでしょ！　そっか、ドレインがあるからこういうことも滅多にされたことなかったんだ。ちょっと触るぐらいなら安全でも、周りに知られてないのよね」


    　高たか鷲わしも思いっきり笑っている。くそっ、お前、こんな時だけ全力で笑うなよ！


    　俺は首の後ろを手で押さえながら一歩退く。距離を近づけすぎないためだ。愛河も高鷲もそこそこ距離をとってはいるけど、向こうから離れるのって拒否ってるような感じが出て、抵抗あるだろうし。


    「ごめんなさい、業なり平ひら君。二人が並んでるのは見えたんですけど、せっかくだったら驚かしたらどうかってえーりんに言われまして」


    　うん、こういうこと言い出すのは高鷲しかいないとは思う。


    　仮に愛河が自分が計画しましたと言っても俺は信じなかっただろう。


    「グレ君、またしゃべることなくて困ってたわよね。そのあたりの期待を裏切らないところ、すごくいいわよ」


    「何が『すごくいいわよ』だ……。そこまで人間観察しやがって……」


    　俺はうらめしそうに高鷲を見るふりをして、心底感謝していた。


    　だから、表情は結局、にやけた感じになっていたかもしれない。


    　正直、しょうもないイタズラをされる的なことを経験したかった。


    　だって、こういうのは友達同士でしかできないことだからだ。知らないオッサンが同じことをしてきても、そのまま背筋まで凍りつくホラーにしかならない。


    　だから、しばらく友達がいなかった俺はずっとこういうことに飢えていた。


    　ドレインのせいだけじゃない。ドレインがあろうと、今みたいに接近してすぐ離れるなら問題など起きない。中学・高校とイタズラをしかけてくるほど仲のいい奴やつがいなかったことがすべてだ。


    　たまに「恋愛できない奴の大半は恋愛しようとそもそも努力してない」という批判を聞くことがある。そういうケースもあるかもしれない。誰にも告こくったことのない奴はかなりの数いるだろうし、そいつが十人に告れば一回ぐらいのＯＫはとれることもあるだろう。これももう一歩前案件だ。


    　だが、友達を作るのはそれとは全然意味合いが違う。


    　誰かに友達になってくれと言ったら、たいていの場合は異様に受け取られるだろう。友達というのは、契約関係じゃなくていつのまにかなっているものだからだ。


    　これを俺は「友達のパラドックス」と呼んでいる。


    　告白して承認を受けるみたいな恋愛的な成立の仕方が友達だとまずない。ほとんどの友達関係は、明確な開始時期が確認できないもののはずだ。むしろ、なんとなく仲良くやれているから、その関係性を信頼できるのだ。


    　ぼっちをやって長かったけど、やっと俺もここまで来たな。


    　高たか鷲わし、グッジョブだ。お前は今日のＭＶＰだ。


    「グレ君、このジュースのおいしさもドレインされたりするの？」


    「しねえよ。じゃあ、俺が食う料理、全部味気ないものになるだろ！」


    　いいぞ、いい！　この夏一番のよさ！　友達っぽい！　青春っぽい！　厳密にはまだ高鷲とは友達になってないけど、いい感じ！


    　けど、対照的に汐しおノ宮みやさんがちょっと戸惑った顔をしていた。


    　それは、端的に「わからない」という意味に見えた。


    「あの……これはイジメによるものではなくて、あくまでも仲がいいからやっていることなのですよね……？　表現を変えると、友情の発はつ露ろというか……」


    　あんまり人の口から聞いたことのない表現だった。


    「友情!?　待って待って！　グレ君との間にそれはないわ！」


    「もちろん！　業なり平ひら君とは友達ですよ」


    　意見はきっちり分かれた。予想どおりの関係性だから問題はないけど。


    　高鷲は「友情の発露」というパワーワードに当てられたのか、いつも以上に下を向いていた。


    　一方で、愛あい河かは右手でグッジョブのポーズをとっている。別に仕事はしてないと思う。


    「その……高鷲さん……もし悪意があってのことでしたら、波は久ぐ礼れ君にこういうことはやめたほうがいいと思います。今、波久礼君がひどい目に遭あう理由は何もありませんから」


    　汐ノ宮さんは硬い表情でそう言った。


    　しかし、汐ノ宮さんもあまり自信があるという感じでもなく、おどおどとしている。


    「汐ノ宮さん、その……あなた、ちょっとずれてるって言われたことない……？」


    　高鷲がかなりストレートな表現を使った。が、これでいいのかもしれない。早い段階でこうやって口にすることで傷口を広げないですむ。


    「あっ、ですか……。やっぱり、そうですか……。ごめんなさい。ごめんなさい！」


    　その場でぺこぺこ汐ノ宮さんが頭を下げる。


    　そう来るとは思ってなかった！　変な空気が拡大した！


    　高鷲も「これ、どうしたらのいいの」という顔になって、汐ノ宮さんのほうを見ていた。メイド長はじっと、俺たちのほうを心の読めない目で見ている。こっち見んなと思う。


    　そこですぐに動いたのは愛河だった。


    　汐ノ宮さんの頭を下げて曲がっている背中をぽんぽんと叩たたく。


    「ランラン、そこは謝罪するところじゃないですよ！　全然そのままでいいですから！　えーりんもまったく責めてませんからね！」


    「そうなんですの……？」


    　ゆっくりと汐しおノ宮みやさんが頭を上げた。


    「もう、そのとおりですよ！　この愛あい河かを信じてください！」


    「やっぱ、汐ノ宮さんって独特すぎるわ。ＹＥＳ／ＮＯのフローチャート式の職業診断になったら『芸術家』にいきつくタイプでしょ」


    　お前、それ、俺のトラウマでもあるからやめてくれ。


    　ちなみにそういうところで出る『芸術家』っていうのは、普通の社会での普通の職業には向いてませんと言われてるのと同じだ。


    　一回、中学時代の授業でそういうのをやったことがある。「哲学者」だった。なり方がわからん。哲学者を採用してる会社って多分ないし。


    　なぜか俺のトラウマの話になったから元に戻す。


    「ところで、グレ君、話は変わるけど」


    　高たか鷲わしが手際よく話題をスイッチした。


    「面おも白しろくない服ね。守りに入った意識あったでしょ。でも、やっぱり負けてるわよ」


    　これだったら、安い浴衣ゆかたでよかった。


    「えっ？　そんなことないですよ！　似合ってますよ、業なり平ひら君！」


    　すぐに愛河のフォローが入った。やっぱりこの二人は一いつ緒しよにいてくれてちょうどいい塩あん梅ばいになるな……。


    「似合ってるかどうかは問題じゃないわ。いかに無難にするかを考えたチョイスなのが面白くないと言ってるの」


    「待て、高鷲、これだけ答えてくれ」


    　俺は手を前に突き出して、質問の機会を得る。


    「似合ってはいるんだな？」


    　こいつのセリフからすると、似合っている可能性は残っているのだ。だから、確かめないといけない。


    　高鷲はちらっと俺の顔を気まずそうに見て、そっぽを向いて。


    「……似合ってなくもない」と言った。


    　嗚あ呼あ！　卑ひ屈くつかもしれないけど、猛もう烈れつにうれしい！


    



    　　　　★


    



    　控えめに言って、最高だった。


    　いくらなんでも語ご彙い力りよくが貧困すぎるので、もうちょっと具体的に述べると、俺は局地的な面でリア充の仲間入りを果たしている可能性がある。


    　自分がリア充かどうかの判断は、リア充的に生きた記憶がなさすぎる俺にはできないが、この状況はそれに近いと思う。


    　俺は浴衣ゆかたの女子高生三人と駅前を歩いているのである。これは画期的なことだ。もし俺の死後、四百ページの伝記が何らかの形で出版されたとしたら、そのうち十ページぐらいは今日のことを表現するのに費やされるだろう。


    　先ほどは夢の「友達っぽい」やりとりでじっくり見る余裕はなかったけど、今ならその様子をしっかりと目に焼きつけることができる。


    　一言に浴衣と言っても、三者三様にタイプが違っていた。


    　まず、汐しおノ宮みやさんの浴衣は、黒地にあでやかな紫の花が舞っているもの。いいとこのお嬢様感が自然とにじみ出る。


    　愛あい河かの浴衣は浅あさ黄ぎ染めにいくつも朝顔が躍っているもの。そんなに気取ったものじゃないが、その分、まさに気取らない愛河の性格をよく表していると思う。


    　そして、高たか鷲わしの浴衣は──


    　ちょっと見失いそうになった。間に別の通行人がけっこう入ってきたせいだ。


    　祭りのようにごったがえしている環境では、間に人に入られるという問題がある。これまで、ぼっち状態が当たり前だったので、このデメリットを意識することが少なかった。


    　なお俺たちはかなりのハイペースで移動を行っている。理由は俺のせいだ。俺と常に同じペースで歩いてる人が付近にいると、体調不良になってしまう。ほかの人間をある程度引き離す必要性がある。


    「菖蒲あやめ池いけさん、またなんか荷物持ってきてるけど、それ、何が入ってるの？」


    「花火ですよ。今日こそ花火をやろうかなって。えーりんはどんな花火が好きですか？」


    「いや、駅前にそんなのやれるところ、絶対にないでしょ」


    「えーりん、厳しいです……。あわよくばってこともあるじゃないですか」


    「じゃあ、あなた、あわよくば東大に入れるかもと思って東大受験してみたら？　東大に合格したかったら東大用の勉強をしないとダメなの。花火をしたかったら花火用の場所を確認しときなさいよ」


    　俺の前、もちろん一メートル以上先で、高鷲と愛河がそんな話をしていた。ぎりぎりで声を拾いつつ、俺は動けるだけ動いてドレインの被害者が出ないように注意する。かなり難易度が高い。


    「都会も大変ですわね。わたくし、かなり山のほうでしたから、花火の場所に事欠くなんてことはありませんでしたわ」


    「山のほうって、あなた、具体的にどのへんなの？」


    「河かわ内ち長なが野のってご存じでしょうか？　急行で難なん波ばまで三十分ですわ」


    　今度はそんな話が高鷲と汐ノ宮さんの間で交わされる。


    　その話を俺は後ろで聞いている。


    　あれ、これ、なんかおかしくないか。


    　何がおかしいかというと、四人組であるはずなのに、実質、三対一に分離しているのだ。


    　言うまでもなく、一が俺である。俺以外と俺で四人組が構成されている。


    　他人が見たら、三人組の女子高生グループとぼっちの男という認識しかできないだろう。


    　なるほど。俺は距離をおかないといけない立場だから、近くには寄れない。まして四人横隊は著しく通行の妨げになる。


    　たまに四人横隊になっている酔っ払いや、悪ぶってるグループなど見かける。あれ、あまりにも邪魔なので一つにまとまって、落ち物系パズルゲームみたいに消えてほしい。四人ならせめて二人横隊になるべきだろう。縦隊では会話がしづらいので、そこは大目に見る。


    　閑話休題、俺の現状に戻る。


    　三対一は困る。


    　何が困るって、こんな人ごみの中だと、俺が終始観察者の役割しか担になえないのだ。


    　会話すらできない。


    　これはよくない。とてもよくないぞ。祭りにおけるリア充というのは友達同士でわいわいがやがやするもののはずだ。それすらないまま、後ろから保護者のようについてくるのでは、中三の時に経験したあの惨みじめな祭りとなんら変わらないではないか！
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    　とてもじゃないが「浴衣ゆかたの女子高生と祭りに出かけている」と言えない。こんなんで許されるなら、歩いている浴衣ゆかたの女子高生を見かけた時点で、「浴衣の女子高生と祭りに出かけている」と言えてしまう。全然リア充じゃない。


    　と、横にぼよんとやわらかなものが当たった。


    　メイド長が俺の真横にいた。


    「そうか……三対二なのか……」


    「ニャー」とメイド長が鳴いた。


    　その声は「私はあなたの味方よ」と言っているように聞こえた。


    「ありがとう、ありがとう……メイド長……」


    　もしメイド長が美少女に見えたら、俺はすべてを捨ててメイド長と一いつ緒しよになろうとした可能性もある。


    　と、前の三人との距離がちょっと縮まった。なにやら屋台を物色中で、足を止めているらしい。


    　真横には並べないので、店の横でちょっと立ち止まる。高たか鷲わしが鯛焼きの屋台を見ていた。


    「悪くないわね」


    　高鷲のその台詞せりふ、一応俺に向けても発せられたらしい。


    「グレ君、数ある縁日の屋台で最もコスパのよいものって何だと思う？　それはもちろん鯛焼きよ。タコ焼きもお好み焼きも綿わた菓が子しもそれなりの値段がするし、リンゴ飴あめにいたっては大きすぎて買ってから八割の購入者は後悔している。あんなべとついたものを持って縁日を歩くのは高速道路逆走に匹敵する危険な行為よ。けど、鯛焼きは安いうえに、さくっと食べ終えることができる。この世界における完全なるものの一つとアリストテレスも語っているわ」


    「鯛焼きについて語れること多すぎるだろ。とっとと買……」


    　変なところで言葉がつっかえた。


    　理由は単純だった。高鷲は屋台の前で物色のために少しだけかがんでいたのだ。


    　これは誰が着てもそうなるのだが、浴衣というのは首と胸の間にわずかに肌が出る三角形の空間を生み出す。


    　で、高鷲みたいな美少女のそれは、あえて下世話な表現を使うとエロいのだ。


    　別に見せてまずい場所ではない。胸元というより首元というような場所にすぎない。なのに明らかに淫いん靡びな空気が漂っている。


    　浴衣の色合いの問題もあった。高鷲の浴衣は白地に青や紫のにじんだようなほのかな色合いの花が散っているというもので、高鷲の黒髪と完かん璧ぺきに調和していた。


    　健全なのに不健全ってどういうことだ……？


    「グレ君、なんか嫌いやな視線を感じるんだけど」


    　鋭するどい高鷲はすぐに気づいたらしいが、これは絶対に肯定できないタイプのものだ。


    「何でもない……。鯛焼き買ってくれ……」


    　高たか鷲わしは百五十円を出し、鯛焼きを受け取った。また歩みが再開される。


    　味について三人で話しているようだったけど、聞き取れない。


    　これ、不便だなと思っていたら、愛あい河かからＬＩＮＥが発信されてきた。


    『お祭りだから、ちゃんと神社にお参りに行きたいとランランが言ってます』


    　ああ、大通りからちょっと細い道に入ってまっすぐ行けば神社に到着するな。


    『了解』とシンプルに返信する。


    『あと、副会長さんがいたらご報告します！』


    　前の愛河がちょっと振り返って、こっちを見て、手を振ってきた。


    　夕暮れなのに、その笑顔がまぶしい。やっぱりメイド長より普通の女子のほうがいい！


    『お手やわらかにな』


    　なんていうか、ここまで愛河が俺とエリアスの関係を修復しようとするのが不思議だった。修復も何も敵という形でしか俺たちはつながってたことはないんだけど。


    　大通りからはずれた道に入ると、祭りを主催している神社に近づいているはずなのに人の数は減ってくる。現金なものだ。結果的に前の三人の話もさっきより聞こえやすくなった。


    「今日は愛河さん、異能力も発現せずに割りと平和ですわね」


    「ずっと歩いてて、すぐに通りすぎていきますから、気持ちが増幅した人がいても、距離があいて効果が切れるんだと思います。いざとなったら狐きつねのお面をかぶりますから」


    「あなた、本当にお面持ってきてたのね……」


    　ああ、女子高生が話しているのを見るだけでも、なかなか尊い気分になれるな。たしかにあそこに混ざりたいとか思うのは不ふ謹きん慎しんかもしれん。


    「なあ、メイド長もそう────」


    　メイド長が少し茶色くなっていた。


    「おい！　お前、なんで燻くん製せいみたいな色になってるの!?」


    　その異常に汐しおノ宮みやさんも気づいたらしく、後ろに戻ってきた。


    「大変ですわ。メイド長が脱皮しそうになってますわ！　先日脱皮したばかりですのに！」


    　うわ、見たいような、見たくないような、悩む情報だ！


    「少し時間がかかりますわ。ここはわたくしがどうにかいたしますから、皆さんは神社のほうへっ！」


    　そんな死亡フラグみたいな発言、ただの祭りで聞くことになるとは！


    　大半の祭りの参加者に認知されないところで、プチパニックが発生していた。そこにまたスマホがふるえた。同時多発的にいろいろ起きている！


    『副会長さん、大発見！』


    　大発見も中発見もないだろと思うが、とにかく先を歩いていた愛河がエリアスを見つけたようだ。


    『ここは愛あい河かたちに任せて、副会長さんのところに行ってください！』


    　だからなんで死亡フラグみたいなことばっかり言うんだよ！


    　けど、たしかに神社の前で背の低い見覚えある顔が立っていた。お参りが終わったのか、浴衣ゆかた姿でタコ焼きを黙々とつついている。


    　行くか。愛河の厚意は無む下げにはできない。


    「よ、よう……」と二メートル手前から声をかける。


    「うわっ！　なんでまた会うんだ……！」


    　かなり嫌いやな顔をされた。その時点で関係修復も何もあったもんじゃないぞ。


    「そんな広範囲でやってる祭りでもないし、会ってしまう可能性は常にあるだろ」


    「業なり平ひらにだから言うけど、二学期がはじまるまでもう会いたくなかったんだけどな……」


    　それ、「業平にだから言うけど」の用法がおかしい。お前だから本音丸出しでボロカスに言ってもいいだろって意味じゃないぞ。


    「鎌かま倉くらでも言っただろ？　わたしは君のことが、今、本当にうらやましいんだ。なのに、なんでよりにもよってお祭りの日に会うんだ？」


    　ぼっちでも前回と様子の違いがわかる。


    　エリアスは俺と一いつ緒しよにいるのを本当に気まずく感じている。


    　これはここで別れて、また九月に会おうとでも言っておしまいだろう。一緒に祭りをまわろうって言うほど友好的な関係じゃないわけだし。


    　エリアスも諦あきらめたように息を吐いて、俺のほうを見た。ほら、これでおひらきだ。


    「わたしは京けい王おう八はち王おう子じの駅まで歩くけど、それでいいなら来るかい？」


    　あ、あれ……？　別れるんじゃないのか……？　あっ、帰るから駅までは歩くってことか。


    　人ひと研けんのメンバーと来ているからやめときますとは言えない雰ふん囲い気きだ。


    「わかった」と俺は応じた。


    



    　　　　★


    



    　一メートル以上離れて横に並ぶという歩き方はできない。それをやると、どっちかが道路にはみ出すことになるからだ。


    　エリアスが前を歩き、それを俺が追うという飼い犬みたいなポジションで同行することになった。たまにエリアスが立ち止まってこちらを見てくるので、余計に俺の飼い犬っぽさが増す。


    「お前の浴衣、子供っぽいな」


    　エリアスの浴衣はモロにピンクだった。おそらく子供の頃から同じのを使っているんだろう。


    「うるさい。バカ業平」


    　すぐに反撃が来た。しかし、俺も否定から入ってしまったのはよくない。


    「でも、思ったよりも似合っててかわいいな」


    　いきなり褒ほめるというのが落ち着かなくて、まず落とすようなこと言ってしまう。これは反省だ。


    　エリアスの足がまた止まった。それから、ちらっと俺のほうを恥じらったように見て、


    「ありがと。業なり平ひらの服もサブカルクソ野郎の大学生ぽくていいんじゃない？」


    「一応褒めたんだから、お前もちゃんと褒めろよ……」


    　俺の言葉を無視して、エリアスはまた前を向きやがった。


    「ここで別れると、君から逃げたような気になりそうだったんでね。海で会った時に言うことは言って清算したつもりだったのに、こんなにすぐ会うんだから……。やりづらいにもほどがあるよ。まっ……わたしはわたしで言えてなかったことがありはしたけど……」


    　だからといって、出会えてちょうどよかったなんて空気をエリアスはまったく出してない。


    　いかにも楽しくなさそうで、さながら政治交渉だ。


    　もしかして、鎌かま倉くらの時も、こいつはそこそこ無理をしていたんじゃないだろうか。たしかにあの時は話がきれいに終わりすぎた。ぐじぐじしているように見える今のエリアスのほうが素すなんだろう。


    「なんで、逃げたらダメなんだよ」


    　俺はこころなしか大きな声で言う。


    「逃げることは完全なる敗北を意味するからだよ。わたしは業平に負けたくないんだ。しかも、一学期に水をあけられてしまったからね」


    　エリアスは悔くやしそうというか、自分に腹を立てているように見えた。こいつはなかなか問題のある奴やつなのだが、自分に対しては厳しく、向上心もある。そのあたりは昔から一貫していた。


    「水をあけたって、お前に何かしたっけ……？」


    　むしろ、ペットボトルのキャップをぶつけられた記憶がある。


    「うん、そうだよ。まったく業平はわかってないなあ」


    　小ばかにしたような調子でエリアスは言う。俺、成績はかなりいいんだぞ。お前もそんなに悪くないはずだけど。


    「表彰集会の一件で、君は敵をばったばったとドレインで倒したじゃないか、あれこそわたしの求めていたものだ」


    　エリアスは立ち止まって、俺のほうを見ていた。


    　やっぱり、それかとも思ったけど、一方で納得がいかない部分もある。


    「それ、おかしいだろ。お前、あれは無事に解決してよかったみたいなこと、前に言ってたし」


    「それとこれとは話が別だ」


    　祭りと関係ない道路で向き合ったエリアスは、教室の時よりも小さく見える。


    「君は異能力で敵を倒した。途中で負けたとはいえ、洗脳状態の全校生徒に君は立ち向かって、一定の成果を上げた。まさしくわたしが望む特別な異能力者だったよ。うん、かっこよかった」


    　むすっとした顔で俺はエリアスににらまれている。


    　二メートルの距離を思った以上に短く感じた。


    　多分、俺たちにとってこの距離はもう当たり前で、遠すぎるとは思わないんだろう。


    　エリアスの気持ちはわかるとも言えたし、わからないとも言えた。


    　理屈のうえでなら、わかる。ただ、ドレインで苦く心しん惨さん憺たんの日々を経験している俺にとって、この異能力は枷かせでしかなくて、それをほしいと願う心情は、ほんとにわからない。


    　なので、エリアスに寄り添えないし、解決もできない。


    「お前、さっきの神社でも強い異能力者になりたいとか祈ったんじゃないか？」


    「察しのいい奴やつは嫌いだ」


    　図星かよ。


    「わたしは特別な人間になれるなら、どんな孤独だって耐えてみせる。それどころか、愛してみせる覚悟だってある。なのに、どうして業なり平ひらなんかがその力を手に入れているんだ……」


    　エリアスが特別なものを目指す意識は軽く常軌を逸している。


    　俺は高校一年の二学期に行われた、生徒会選挙を思い出した。エリアスが副会長に選出された選挙だ。


    　一年生が生徒会長に立候補することもできるが、慣例的に二年生が選ばれている。エリアスも生徒会長は難しいと思って副会長にしたんだろう。


    「副会長なら十分に特別だろ？　それで何が足りないんだよ」


    　もう、エリアスは前に歩いていくつもりはないらしい。二人とも、道の真ん中でぴたっと足を止めている。


    　横を足早に通行人が通りすぎていく。修しゆ羅ら場ばか何かだと思われているだろう。そんな甘ったるいものじゃない。


    　俺のそばにある電柱がやけに気味の悪いものに見えた。いきなり俺の前に倒れてきそうな圧迫感があった。


    「わたしも立候補してる時はそのつもりだったよ。でも、君は東大生が全員特別だと思うかい？　キャリア官僚が全員特別だと思うかい？　野球選手が全員特別だと思うかい？」


    「少なくともお前の中ではＮＯなんだな」


    「なぜなら東大生もキャリア官僚もこの世界にたくさんいるからだ。唯ゆい一いつ無む二になんてことはない。だったら、それは特別じゃないよ。特別になるには勝ち取らないといけないんだ。そうなれないなら、それはどれだけ恵まれていようと、安定していようと──」


    　エリアスは何かをこらえるように、ぎゅっと両手を握にぎり締めた。


    「──それは歯車だ」


    　その瞳ひとみに涙がにじんでいるのがわかった。


    「わたしの将来は明るいとみんなが言う。成績だってそんなに悪くはなかったし、お利口にしていたし、客観的にはきっと順調なんだと思う。でも、わたしには実感がないんだ。自分の力や意志で何かをやっているって実感が、ちっともないんだ。ずっと、人生っていうベルトコンベアーで運ばれている気がするんだよ」


    　たまらず、エリアスは目を伏せた。そのせいか、涙が一滴、黒いアスファルトに落ちた。


    「恵まれてるのかもしれないけど、わたしは生きてる感じがないんだ」


    　そう言ってエリアスは憑つき物が落ちたように大きく嘆息した。


    「だから、きっと、業なり平ひらがうらやましいんだよ。ただのザコだと思ってたのに、ずいぶん強敵になってしまった」


    　勝手にザコ扱いするな。


    　学校の中じゃ、こんなエリアスの表情は見れなかっただろう。ハレの日っていうのはそれなりの意味があるんだと思った。


    　このまま黙っていてもよかったけど、敵のよしみで言うことにする。これ以上恨うらまれることもないし。幼おさな馴な染じみとして言うよりは、エリアスにも響ひびくものがあるだろう。


    「お前は、不良になりたいだけだろ」


    　ほんと、贅ぜい沢たくな悩みだ。


    「やっぱ、長年の敵だけあるね」


    　エリアスの苦しみは、一言で言うと高次すぎた。


    　社会的に強いんだから、もうそれで偉そうな顔してろよ、不幸面づらするなよとも思った。


    　だけど、それが本人にとっての不幸なら、それはまぎれもない不幸で、まあ、どうしようもないんだろうな。


    　少なくとも、俺には何の解決策も提示できない。


    　そこからはたいした話もなく、俺たちはあっという間に駅まで着いた。


    「君と話をすればするほど、わたしは嫌いやな奴やつになっていく気がする」


    「つまり、お前の本質がきっと嫌な奴なんだよ」


    「そこは認めなくていいよ！」


    　むっとしてエリアスは手も振らずに駅の中に入っていった。それから、体の左半分だけこっちに向けた。


    「業平は自転車で来たのかい？」


    　たしかに俺やエリアスの家からなら、自転車でも電車でも、どっちの選せん択たく肢しもある。すぐ次の駅で別路線に乗り換えるので、けっこうダルい。


    「電車は気をつかうからな。そっちは浴衣ゆかたの時点で選択肢ないよな」


    「だね、もう話すこともないし、ちょうどいいや」


    　エリアスは目の前に来ていた電車の、まあまあ奥の車両まで歩いて、そこに入っていった。


    　話すことがなくても一いつ緒しよにいて気にならないのが友達なんだろうな。


    　それなら、俺とエリアスはやっぱり友達じゃない。


    



    　神社のほうに戻ろうと歩いていたら、『どうでしたか？』と愛あい河かからＬＩＮＥが来た。心配そうな顔をしてるキャラのスタンプも送られてきた。


    『現状維持』としか答えられない。


    　なんで、エリアスは自分から解決不可能な悩みを作って苦しんでいるんだろう。


    　理想なんてないほうがいいのにな。ほどほどに日々を楽しめたほうがいいのに。


    　でも、俺はエリアスじゃないから、エリアスの悩みをないことにはできない。俺は俺のコンプレックスと戦うしかないんだ。キャラセレクトみたいに別人は選べん。


    　よくよく考えてみると、自分の人生しか生きられないというのは、クソゲーなんじゃないか？


    　俺は以前より白くなって戻ってきたメイド長（脱皮したらしい）および三人組と合流した。


    　どこの喫茶店も混んでいるので、駅前のハンバーガーショップで一時間駄だ弁べって解散した。


    　愛河は祭りに関しては実に満足そうな顔をしてたけど、その分、汐しおノ宮みやさんが少し疲れた様子だったのが気になった。二人並んでるから、対比で目立つだけかな。


    　高たか鷲わしはデフォの仏ぶつ頂ちよう面づらなので、よくわからないが、おそらく内心だと喜んでると考えたい。リア充的な夏休みだし。


    「副会長さん、なかなかガードが堅いんですね。愛河はそんなのちっとも感じずにしゃべれるんですけど。む～」


    　愛河がわざとらしく悩んだ顔を作ってみせる。その気持ちは本当にうれしいけど、これはなかなか難しい。


    「あいつが俺自体に苦手意識持ってるからな……。じゃんけんでお互いにチョキを延々と出し続けてる感覚だ。まっ、夏休みにできるだけのことはしただろ」


    　それに人ひと研けん側のビッグイベントもまだ控えているし。


    「次はいよいよ旅行ですね～みんなで汐ノ宮さんの別荘にお泊まりですよ！　もちろん、すでに次の作戦も練ってますよ！」


    　愛河が目をキラキラさせて言った。その言葉に俺も情熱が戻ってきたような気がした。


    　友達同士での泊まりがけの旅行！　これは友達の階段をのぼっている！


    「はい、泊まる場所はお任せくださいませ」


    　そう言った汐ノ宮さんは微ほほ笑えんでいたけど、やっぱりどこか覇は気きがなく見えた。


    　メイド長のほうは見事にいつもどおり、彼女の隣となりに突っ立っていた。
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    　終わった。


    　夏休みがだいたい残り半分になった八月十二日、世間ではお盆直前という頃、宿題が終わった。無論、人生の宿題とかそういう抽象的なものじゃなくて、夏休みの宿題だ。


    　俺は机にボロボロのシャーペンを転がした。書くのに問題はないが、フタを兼ねているノック箇所の消しゴム部分を紛失しており、芯が漏もれてくるので一本ずつ補充しないといけない。


    　けど、こんな老兵のシャーペンでも宿題程度は倒せるのだ。


    「去年よりはちょっとかかったか？　やっぱり好きじゃない数学をラストに残したからか？」


    　六畳間の自室にいる時、独り言は増える。


    　なお、西高セイコーの学力はそれなりに高い。どうして異能力者を画一的に集めて学力が高いのかという話だが、つまり、社会に出ても苦労させないため、重点的に生徒に勉強させているのだ。


    　異能力者が社会的に差別されているという実態はとくにない（ただし異能力による）。差別というのは文字どおり、ほかとの「別」があるから起こるが、異能力者は外見で判断できない。それに、異能力の大半はちょっとした特技の延長線上のものでしかない。お手玉や竹馬が上じよう手ずだからという理由で差別されないようなものだ。


    　とはいえ、異能力によっては就職で不利になることもある（たとえば、俺とか）。


    　だから、そういう不利を補えるように学力はつけさせようというコンセプトが学校にはあるわけだ。よって、夏休みの宿題も多いし、多くは受験をすでに見据えたような内容だ。


    　にもかかわらず、あっさり終わってしまった。


    　一日中ゴロゴロするぐらいであれば、宿題でもやっとくかということになり、ほかにやらねばならないこともないので、宿題が着実に減っていったのだ。とくに中学と違って、絵を描けとか自由研究を発表しろとか面倒なものもないので、机に向かっていればそのうち終わる。


    　壁にかかっている猫のカレンダーに目をやる。


    「人ひと研けんメンバーと会う以外とくに何の予定もないんだよな……」


    　去年よりは予定がある。けど、予定の数が０より減ることはありえないので、当たり前なのだ。まだまだ暇ひまであることに違いはなかった。


    　誰かに誘さそわれることもないもんな……。


    　友達でもなんでもない奴やつを遊びに行こうぜと呼ぶ人間はいない。つまり、所属コミュニティが一つしかない俺は、圧倒的に時間が余っているのだ。


    　複数の友達グループをかけ持ちしてる奴なんて少数派だろうと思われるかもしれないが、たとえば部活に入っていれば部活のコミュニティがある。塾に行っていれば、塾で仲がいい奴がいるかもしれない。言わずもがな、クラスの友人関係だってある。そういうの全部俺にはない。


    　祖父母が遠方にいればお盆に帰省というイベントがあるが、一族は東京と埼玉にしかいない。余裕の日帰りコースである。


    　何が言いたいかというと、やることがない。


    「弱ったぞ……」


    　まだ、人ひと研けんで汐しおノ宮みやさんの別荘に行くというビッグイベントがあるにはある。だが、十日も先だ。それまでどうやって夏休みを過ごせばいい？


    　暇ひまがあることで不安になるという状態は去年と変わらず俺にのしかかっている……。


    　こんな時、リア充はとりあえず新しん宿じゆくや渋しぶ谷やにでも出れば時間つぶせるとでも言うかもしれない。ドレイン持ってる奴やつが人ごみにわざわざ出られるか。人がいなくて、かつ面おも白しろい場所でないとダメなのだ。


    　スマホで「八はち王おう子じ　山」で検索しかけて、やめた。


    　登山ならドレインのリスクはほぼないが、八月は暑すぎる。


    　なんかゲームでも落とすか？　いや、その時は楽しくてもあとあと時間を無駄にしたと後悔するのが目に見えている。


    　じゃあ、図書館？　ないな。夏休みに読書がはかどったよって、まさに友達いない奴の生き方そのまんまじゃないか。それもあとで後悔するやつだ。


    　逆に聞きたいけど、みんな夏休みって楽しんでるのか……？


    　俺だって土日は大好きだ。家にいたら、ぼっちであるデメリットを生じさせずにすむからだ。


    　もはや、ぼっちあるあるとして有名になりすぎているが、二人組作ってと授業中に言われることもない。会話に入れず気まずい空気を作ることもない。


    　中学の朝礼前の時間、形式的には私語禁止だけど、結果として俺以外みんな楽しそうにしゃべっていた。ルールを守ったほうがみじめなのって、この世界は間違っているんじゃないだろうか。滅ぶべきでは？


    　しかし、土日のありがたいところは、それが二日という適度な期間だからである。何十日もあったら困る。


    　小学校の頃はあまり覚えてないが、中学以来、夏休みにやることなくて持て余すというのを五年連続でやっていた。俺は何も進歩していない。


    　やっぱ、何かに打ち込むべきか。けど、そういうのって友達がはまってるから、自分もはまるってケースが多いよな。ある日、突然、俺は音楽で食っていくぞみたいな啓示が降りることはない。


    　音楽といえば、高たか鷲わしか。


    　あいつになんかいいバンドないかって聞くか。しかし、あいつのチョイスだと「自分は売れてる音楽に興味ないから、もっと本物を聞いてます」臭がきつすぎる。まだ高鷲のスペックだから絵になるのであって、非モテの俺がやると逆効果というか、いよいよ救いのないキモい奴になるのでは……。


    　スマホを握にぎり締めて二分ほど固まっていた。


    　その間、二十分に感じる程度には長い心の葛かつ藤とうが行われていたのだ。


    　ま、まあ、あいつにウザがられるのはいつものことだし、少し音楽について聞いても──


    　ＬＩＮＥ通知が来て、びくっとした。


    『今、空あいてる？』


    　高たか鷲わしからだった。


    『それって典型的な、人から嫌いやがられる聞き方だぞ』


    　たとえ予定が入っていようと、ものすごく楽しそうな誘さそいなら、リスケすることだって当然ありうる。あと、暇ひまではあるが家から出たくない時もある。


    　予定が空いてるかどうか、最初に尋ねるというのは、こちらの判断の権利を奪うことなのだ。


    『まず、そっちが用件を言え。そのうえで俺が空いてるかどうかを決める』


    『ふ～ん、忙しいんだ。じゃあ、誘うのやめるわね』


    　くそ、マナー違反の奴やつに結局振り回されている！


    『待て！　そうとは言ってないだろ！　スケジュール調整も可能な感じだから教えろ！』


    『グレ君、これで私が用件言って、やっぱり忙しいから無理とか言ったら、かなり嫌な奴よ』


    『わかってるよ！　だからこそ先に用件まで書くのがマナーなんだよ！　聞いた側が嫌な奴にならないような配慮を打診する側も見せろよ！』


    『だってグレ君、どうせ暇だから、かなりしょうもない誘いでも来るでしょ？　それなのに、もったいぶってるのがいかにも【小物界の大御所】なのよ』


    『変な括かつ弧こで二つ名みたいにするな！　そんなあだ名への変更は断じて認めんからな！』


    『謝罪は？』


    　どうして俺が謝らないといけない流れになっているのか、まったくわからない。


    　だが、おそらく俺が謝らないと誘いすらしてもらえないのだろう。


    　わずか三文字を入力するのに時間がかかった。


    『ごめん』


    『ご、め、ん　の三文字が並んだからといって謝罪が発動するわけじゃないわよ。もっとたくさん文字数で誠意を見せるべきじゃないかしら』


    「こいつ、めんどくせえ……」


    　思わず、声が出た。


    　ＳＮＳ上では普通だけどリアルで会ったら地雷だったという報告はよく聞くけど、ＳＮＳがこんなふうに問題ある奴は、リアルでも絶対に問題がある。


    『別荘に行く計画、具体的に決めたいんだけど。昼過ぎに駅前のファミレスでどう？』


    　唐とう突とつだな。せめて前日に言えよと思ったけど、まさに暇で困っているタイミングだったので、文句言う権利もあまりない気がした。


    『汐しおノ宮みやさんからさっき連絡来たんだけど、ぶっちゃけ暇ひまだったから助かったわ』


    　ああ、こんなところにも夏休みの被害者が！


    『同情する。俺も同じだった』


    　つい、勢いでそう打ってしまったのが失敗だった。


    『グレ君と同類？　そうね、奴隷も王様も同じホモサピエンスね』


    　しばらく罵ば倒とうの言葉が休むことなく通知された。しまった。思い上がりだった。数分後、やっと必要な追加情報が来た。


    『待ち合わせ場所はまた改札前で』


    　俺はすぐに『了解』と返した。


    



    　　　　★


    



    　自転車で駅前に来て、まず書店を物色してから改札に行ったら、またしても汐ノ宮さんだけがいた。


    「お久しぶり」


    「お久しぶりですわ、波は久ぐ礼れ君」


    　また丁てい寧ねいに汐ノ宮さんは頭を下げる。


    　立ち居振る舞いとしては何も問題ないのだが、どうも空気が変に感じた。


    　理由はすぐにわかった。多分、俺だからすぐにわかったのだと思う。


    　物理的に、汐ノ宮さんとメイド長の距離が開いている。


    　寄り添うようにいたのに、今は五十センチほど離れている。俺の基準で考えると近いけど。


    　その影響を受けてるみたいに汐ノ宮さんも笑っていなくて、右手には新書がある。俺が来るまで読んでいたものだ。だとすると、メイド長とも会話はしてなかったのか。


    「わざわざご足労いただき、申し訳ありませんわ。そろそろ別荘に行く話を詰つめておきたいと思いまして」


    　俺に話しかける時だけ、汐ノ宮さんは笑顔になる。でも、何かしらの固い殻からみたいなものを感じた。ただ、その理由がよくわからない。推理しようにも状況証拠が決定的に足らない。


    「いや、こっちは別荘使わせてもらえるだけで最高だから。場所って白しら樺かば湖こだっけ？」


    　事前にウェブで調べていたけど、あらためて質問する。


    「はい、中央線で長野県の上かみ諏す訪わまで出て、そこからバスですわね。車のない高校生でも公共の交通機関だけで行けますから、ちょうどいいですわ」


    　今回は気まずい思いをする前に高たか鷲わしがやってきた。海に行った時に近い格好だ。普段着だけど、やっぱりかっこよく見える。


    「それにしてもくそ暑いわね。グレ君、いつものつまんないギャグで涼しくして」


    　なんで、いつもギャグですべってるみたいな設定にしてんだよ……。


    「知るか。ファミレスでアイスクリームでも注文しろ」


    　高たか鷲わしは俺を一いち瞥べつして、すぐ目をそらした。ココロオープンのせいだが、一瞥でもしてくれるだけありがたく思えということだろうか。


    「急なお呼び出し、ご迷惑おかけいたしました」


    　汐しおノ宮みやさんの言葉で、今日の集まりが汐ノ宮さん発案のものだとわかった。


    「気にしないで。菖蒲あやめ池いけさんさえ予定が空あいていれば全員来れることはわかっていたから。グレ君に予定があるわけもないもの。そのうち予定がなさすぎるのに耐えかねてバスで行ける範囲の、一時間や二時間で歩ける山に登って帰るみたいな、寂さびしい計画を実行しはじめるわよ」


    「ど、どうしてばれている!?」


    　自転車で市内の北にある低い山に行けば、お金かけずに登山で一日つぶせると思っていたのだ。


    「グレ君がやれる娯楽ってたかが知れてるでしょ。そして、また菖蒲池さんは最後に来るのね」


    　愛あい河かは時間ぎりぎりかちょっと遅れて来るタイプだ。俺はそんなこと絶対にできないけど、別に数分遅刻する奴やつだからといって、それで友達を失ったなんて話は聞かないので俺が気にしすぎているのかもしれない。


    　最低でも時間を厳守するから友達が増えるなんてことはない。それは俺の人生が証明している。とくに証明したくなかった。


    「次回から菖蒲池さんの待ち合わせ時間だけ五分早く設定しましょうか。十三時五十五分とか」


    「いくらなんでも、あからさますぎるだろ！」


    　そんな話をしているところに、愛河が「みんな、お待たせしましたー！」と手を振ってやってきた。


    「本当に待たされたわ」


    　高鷲が容よう赦しやなく言った。


    



    　大学が多い都市の性質なのか、八はち王おう子じの駅前は怖いほどにファミレスが多い。


    　駅前の適当な店の中でも、俺が距離をおきやすい店に入った。


    　壁際のテーブル席で、俺だけが妙に椅い子すを引いて、通路側にはみ出す。女子と話すのに慣れてない男にしか見えないだろうけど……それは、そこまで間違ってないとも言える……。


    　席の位置関係的には正面（実際には俺は椅子を引いてるから正面にはいない）には高鷲がいて、左（これも俺の椅子がずれているから斜め左ぐらい）に愛河がいる。


    「こちらが旅程になりますわ」


    　俺の対角線上、隅すみの壁側の席に座ってる汐ノ宮さんが、俺たちに印刷したプリントを配っていった。はしっこがクリップで留められていて、数枚先には周辺の観光地情報もついていた。


    　早朝の鈍どん行こう電車に乗って午前中に諏す訪わエリアに到着する予定になっている。鈍行なのは特急料金節約のためだ。汐しおノ宮みや家には金があるんだろうし、だから別荘も所有してるわけだが、全員が同じ経済状況ではない。


    　初日は下しも諏す訪わのあたりを観光して、上かみ諏す訪わに出てバスで白しら樺かば湖この別荘へ。


    　二日目は白樺湖を見たあと、上諏訪のほうに出て、そのあたりを観光、夜にまた別荘へ。


    　三日目は甲こう府ふまで戻って、市内をだらだらして都内へ帰宅。


    　内容的には過不足ない。


    「なんていうか、ここまでさせちゃって悪いな……」


    「ランラン、ほんとに手際がいいですね！　これなら迷わず、しら……はなこ、に行けます」


    「菖蒲あやめ池いけさん、それは、『しらかばこ』と読むの」


    　白樺湖で詰つまったか。旅行の場所ぐらい読める状態でいろよと思ったが、そんなこと言っても正真正銘のクソリプにしかならないので黙る。


    「ちなみに『白樺』って反対から読むと『バカらし』ってなることで有名よね」


    「クソリプを通りこした直接的な愚ぐ弄ろうはやめろ！」


    「そうなんですね、勉強になりました！　えーりん、ありがとうございます！」


    　当の本人の愛あい河かはポジティブに受け止めている。まさかの感謝の言葉まで吐いて！


    「グレ君、これぐらいいいように世界を見ないと、ずっとモノクロの景色でしかものを見れなくなるわよ。思考を変えれば、この世界は極ごく彩さい色しきかもしれないのに」


    「なんで、俺だけが間違ってる感じなんだ！　絶対に何かがおかしいっ！」


    　しかも、高たか鷲わしは「ふ～、やれやれ」って顔になっている。


    　人をおちょくることに関しては人間国宝の域だな……。


    　その時、汐ノ宮さんが立ち上がった。


    　そういえば、直前にメイド長がぼそぼそ何か彼女に囁ささやいていた。壁際の席のさらに壁際にメイド長は押し込められるようにして立っている。


    「あ、あの……確認したいのですが……」


    　汐ノ宮さんは不安そうに俺の顔を見つめていた。対角線上におそらく二メートルはあるような距離で。


    　俺に何を告げる必要があるんだ……？　なんか思い詰めた顔だけど。


    　女子が男にこんなふうに告げるとしたら……これは交際を前提としたお付き合いをさせてくださいとか言われる流れ──なわけはないよな。そういうフィクショナルなものは現実にはない。あと、交際を前提としたお付き合いっていったい何だ。お付き合いは交際だろ。


    　でも、俺もさんざんひどい人生を送ってきたんだし、いいかげん春が来てもいいのではないだろうか。むしろ来い。春が来ないと夏も秋も冬もその次の春も何も回って来ない。


    「これも、イジメではないんですよね……？　波は久ぐ礼れ君……？」


    「…………は？」


    　俺のほうが聞き返す感じになってしまった。マナー違反だけどしょうがない。まさに「は？」って内容だったからだ。


    「ほら……波久礼君がまた高たか鷲わしさんから人格を否定されるようなことを言われていたように感じまして……。もし、そうなら毅き然ぜんとした対応をとるべきかと思ったのですが……以前に早とちりもありましたので本人からの聞き取りを……」


    「イジメではないです……」


    　なんか丁てい寧ねい語ごで答えてしまった。俺はちょっとショックだった。たいしてショックではないけど、牛丼の五十円引きサービス券があることに、食べ終えて店を出てから気づいた時と同じようなもやもやした感じがあった。


    　俺っていじめられてるように見えてるのか？


    「ランラン、それは全然違いますよ！」


    　汐しおノ宮みやさんの向かい、つまり俺の隣となり（概がい念ねん上じようは隣だが、無論、隣とは言えないほどの距離が開いている）に座っている愛あい河かまでテーブルに手を置いて立ち上がった。


    「えーりんのやってることはそういう攻撃ではありません。愛があるからこそやってることなんです！　つまり、えーりんなりの愛です！」


    　愛!?　なんかすごい単語が出てきたぞ。


    「ちょ、ちょっと！　菖蒲あやめ池いけさん！　訴訟するわよ！　愛とかありえないでしょ！　どれだけ愛の定義を拡大しても、グレ君は永久に空くう集しゆう合ごうよ！」


    　ばんばんばんと高鷲があわててテーブルを叩たたいた。迷惑な客だ。どんな顔で言ってるんだと思ったら、徹底して下を向いている。熱くなって視線が合ってしまったという事態をなんとしてでも避けてやるという強い意志を感じた。


    　よっぽど愛河の発言にムカついたんだろうな……。それはそれで傷つくけど……。


    　俺だって、これが恋愛的な愛って意味じゃないことぐらい百も承知だ。愛のあるいじりというやつだろ。本気でこっちの存在を貶おとしめようとしてるわけじゃない──と信じていいんだよな。信じてるぞ！


    「あのね、汐ノ宮さん、冷静に考えて。多少気心知れた人間がいるとして、お互いに相手を肯定することしか言わなかったらものすごく不気味じゃない？　『すごいね』『すごいね』って互いに言い続ける関係性、正直、私はキモいと思うわ」


    　高鷲がうつむいたまま体だけは隣の汐ノ宮さんに向けた。


    「じゃ、じゃあ、イジメではないんですわね……？」


    「そうよ。私は生かさず殺さずの精神でやってるわ」


    　そんな精神でやるんじゃねえよ……。


    「はぁ……。わたくしとしたことが、また先走ってしまいましたわ。申し訳ありません……」


    　汐しおノ宮みやさんも変な空気になったことを詫わびていた。


    　しかし、おかしな話だが、こうも感じている自分がいる。


    　これこそ人ひと研けんらしい。


    　だって、夏休みの旅行の計画という、トラブルなんて絶対に起きなそうなイベントでも、こんな屈折した空気を作れるって、ある意味すごいぞ。普通ないぞ。普通がどういうものか経験したことはないけど。


    　汐ノ宮さんのは、あれだな、丁てい寧ねいにいきすぎて失敗するケースだな。言動の種類は違うけど、どことなく俺が中三の夏祭りで失敗したアレに近いかもしれない。


    「汐ノ宮さん、マジで気にしてないから！　大丈夫だから！」


    「その真面目まじめなところがランランのよさなんですから、それでいいんですよ！」


    「ねっ。こういうのがいきすぎるとキモいでしょ？」


    　高たか鷲わしが愛あい河かのフォローを即座に撃沈する。お前は狙ねらいすましたスナイパーか。


    「いえ、いいんですわ。わたくしのミスですから」


    　そう言っていたけど、汐ノ宮さんのほっとした様子はすぐにわかった。


    　むしろ、この集団なら、空気を変にしても大丈夫なんだと思ってもらえただろうか。


    　俺も適切に空気を読み続けることなんてできないし、はずしてもいい集団のほうがいい。


    「では、話を続けますわね」


    　汐ノ宮さんはすぐにやさしい笑みになって、はきはきした調子で旅程の説明をしてくれた。マジで旅行代理店の人みたいに見えてきた。


    　いわゆる、コミュ力がない人の中にも接客スペックはやたらと高い人というのは割りといるが、多分彼女はそういうキャラに近いと思う。


    　彼女の接し方は社会的には何の問題もない。むしろ、求められているとすら言える。


    　ただ、それが友達同士のものかというと、疑問符がつくというだけだ。


    　俺がいい人を演じていて、友達を増やす効果が何もなかったのに似ている。


    　話の途中、なぜかちらちらと愛河が俺のほうを見ている気がする。


    　気のせいじゃなかった。理由は途中で明らかになった。


    「それと、今回の旅行、なんともう一人、スペシャルゲストが来るんですよ！」


    　愛河がまるでエールでも送るみたいにこっちを見てきたことで、いろいろ思い至った。


    「竜たつ田た川がわエリアスさん、同じクラスで生徒会の副会長をされている方も参加されますわ」


    　汐ノ宮さんの言葉ですぐに答え合わせができた。


    「ああ、いいんじゃないかな……」


    　またエリアスに会わないといけないのか。なんていうか、マイルドに気まずい。顔を合わせるのも嫌いやというほどじゃないけど。


    　人間と人間の間における化学反応みたいなものって、どこかにその終わりがあって、俺とエリアスはそこに行きついている。エリアスにとって俺は敵なんだろうし、その関係性にあいつも納得してる。俺も納得してる。


    　でも、じゃあ、なんで気まずさがあるんだろう？


    　あいつがまだ踏ん切りをつけられてないように感じるからか？


    　祭りの時の調子だとそんな気がする。けど、聞いても教えてくれるわけがない。


    　以降も、汐しおノ宮みやさんはスムーズに話を進行していった。


    「──こんな形で旅行のお話は以上ですわ」


    　その一言を聞いてから、愛あい河かが四杯目のドリンクバーのジュースを取りに立ち上がった。愛河はちょっとずついろんな味を飲まないと納得しないタイプらしい。


    「業なり平ひら君も何かいります？」


    「いや、まだピーチフレーバーのお茶があるからいい」


    　あんまりおいしくなくて、飲みきるところまでいかないのだ。チョイスを失敗した。


    　そしてメロンソーダを取って愛河が戻ってきた。これであとは雑談して解散だろう。一回ぐらいこのままカラオケとかいう経験もしてみたいが、狭い部屋に俺がいるとテロになるんだよな……。一学期、思い知った……。


    　しかし、そこでまた汐ノ宮さんが立ち上がった。


    　一瞬、高たか鷲わしがびくっとしていた。あらためて弾だん劾がいされるとでも思ったのだろうか。


    「あの、一度はっきりと伝えておくべきかなと……」


    「な、何かな……？　汐ノ宮さん……？」


    　俺も高鷲とは違う理由で恐れていた。


    　これ、旅行を最後に人ひと研けんから抜けたいとか言うんじゃないか？


    　なんというか、転校生だからという要素とは関係なしに、汐ノ宮さんとこの集団のボタンのかけ違い的なものは感じていた。


    　俺たちからしたらそんなの気にしてないのだが、それを汐ノ宮さん側が嫌いやだと思うことはありえた。彼女は真面目まじめ度が一ランク高いのだ。


    「わ、わたくし汐ノ宮嵐らん蘭らんと友達になってくださいっ！」


    　そう言って、汐ノ宮さんはまた丁てい寧ねいに頭を下げた。


    　勢いよすぎて、ツインテールが空中でくるっとまわるほどだった。


    「え、え……愛河はランランとはすでに友達のつもりだったんですけど……」


    「俺のほうこそ……友達になってほしい……」


    「友達って、そういうふうに作るものなのかしら……」


    　この反応、高鷲が一番ズルい。こいつ、こんなふうに言って、また友達と正式に認めることをはぐらかす気か。こいつ、このままだとずっと愛河しか友達いないままになるぞ。


    　それより、まずは汐しおノ宮みやさんのことだ。


    「でも、別にあなたの気持ちを否定する人間はここにいないから、大丈夫だと思うわ」


    　そっと、高たか鷲わしは手を隣となりの汐ノ宮さんに差し出した。視線はそっぽ向いてるけど。


    　今回はちゃんと汐ノ宮さんを受け入れたのか。


    　なんだかんだ言って高鷲も成長してるな。そんなこと言ったら、どんな反撃食らうかわかったものじゃないから口にできないが。


    「ありがとうございますわ」


    　汐ノ宮さんもその手を握にぎり返す。その上に愛あい河かも手を重ねた。


    「ランラン、これからもよろしくお願いしますね！」


    　いい光景じゃないか。そして、俺は引いた椅い子すから完全なる傍観者視点で見ている。


    　ドレイン持ちでさらに異性ではこれ以上は無理だ。


    　でも、そんな俺を愛河は引っ張ってくる。


    「何してるんですか、ほら、業なり平ひら君も！　ちょこんと乗せるぐらいなら大丈夫ですから！」


    　こちらに笑顔を向ける愛河を見たら、心が焼きマシュマロみたいになった。


    　訳わからないので翻訳すると──愛河と結婚して家庭を持ちたくなった。


    　無論、これがサキュバス的な力であることは知っている。知ってはいるけど、なんで俺、付き合いたいっていう過程をすっ飛ばして結婚したいとか家庭を持ちたいに進んでしまうのだろう。人とのつながりが薄すぎて、交際という概がい念ねんを思い描けないのか？


    「わ、わかった……一秒未満なら何の影響もないと思うし……」


    　愛河の手の甲に手のひらを乗せて、即座に離した。


    「はい、みんな友達です！」


    　百点満点の笑みで愛河がそう言った。


    　ほんとに、人生で愛河に会えてよかった。とくに会いたくもない無数の人間と会ってきたけど、愛河と出会えたことですべて我慢できる！


    　いい会の最後だったな。


    　二学期もこれでやっていける！　もう文化祭も修学旅行も受験も怖くない！　あっ、やっぱりそういうのはそれなりに怖い。


    　でも、まだ、続きがあった。


    　俺たちがあらためて席についても、汐ノ宮さんはどこか物もの憂うげな顔で、胸の前で手を組んでいる。


    　それは祈りを捧ささげている聖女みたいに見えた。


    「少しだけお話、よろしいでしょうか？」


    　もちろん、誰も拒こばんだりはしない。


    「わたくし、友達がいなかったんです。いえ、いなくなってしまったのですわ」


    　高たか鷲わしが厳しい顔になったと思った。でも、表情はいたって真剣だ。


    　これは誠実に汐しおノ宮みやさんのことについて考えている顔だ。


    「あなたに友達がいなかったことにはなんら驚きもないけど──」


    　枕まくら詞ことばに失礼な内容持ってくるの、マジでやめろや。


    「もしかして、あなたがイジメに敏びん感かんなのって、イジメを受けてたからなの？」


    　核心をついてきたな。でも、この際、はっきりさせておくほうがいいんだろう。汐ノ宮さんの性格からしても、あいまいなままであるより清算されることを望むはずだ。


    　汐ノ宮さんは首を横に振った。


    「わたくしは前の高校で、おせっかいなことをしてしまったんですわ」


    　その表情から、汐ノ宮さんが過去のことを悔くいているのが容易にわかった。
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    「わたくしのクラスの女子生徒が、とある男子のことを好きになりましたの。ちょうど、異能力に目覚めてすぐの頃で、メイド長から教えてもらって気づきましたわ」


    　メイド長、そんなことまで言ってくるのか。


    　汐ノ宮さんの隣となり、壁とテーブルの間にできた三、四十センチほどの隙すき間まにメイド長はずっとはさまったみたいになっている。狭いからか、こころなしかいつもより伸びているように見えなくもない。


    「人のためになることをしろ、ここは手を貸してやれとメイド長に諭さとされました」


    　いかにもメイド長が言いそうではある。こいつ、汐しおノ宮みやさんの教育係的なところがあるしな。


    　でも、問題はどんなふうに手を貸したかだ。


    「だから、わたくしは、その女子生徒にこう言ったのですわ。あなたとその男子の恋、応援しますと」


    　その先に何があるかまでは読めなかったけど、破局が近くにあることはわかった。


    　なんといっても、恋愛が絡からんでいるのだ。


    　恋愛が絡むと大爆発が起こることがある。


    　俺たちのほうを向いていられないと思ったのか、汐ノ宮さんは目を伏せた。


    「彼女にこう責められましたわ。どうして知っているんだって？　このことは部活が一いつ緒しよの親友一人にしかしゃべってないはずなのにって」


    　もう、こうなったら必ず誰かが生いけ贄にえみたいに傷つくしかない。


    　その女子生徒は親友が自分を裏切って、ぺらぺらしゃべったと解釈した。その二人の仲は一転して冷たいものになった。


    　汐ノ宮さんは、自分は異能力のせいでそういうことに敏びん感かんなのだと正直に釈明した。


    　それで壊れた二人の仲は戻ったけれど、今度は汐ノ宮さんが「おせっかいな人間」というレッテルを貼られることになる。


    　迷惑な異能力者という視線がぐさぐさと同性から突き刺さる。


    　俺の状況とも違う。むしろ、愛あい河かに近いだろうな。クラスから面倒な人間とみなされるんだから。スルーではなく、敵視。


    　直接の因果関係までは彼女の口から言わなかったけど、それが原因で、わざわざ大阪から東京にある西高セイコーに早く移ってきたんだと思う。そこに住んでいたくなかったんだろう。


    　きつい話ではあったけど、話し終えた汐ノ宮さんは憑つき物が落ちたように、どこかやすらかな顔をしていた。


    「わたくし、前の学校では、なんでもかんでも上から目線の生徒と言われておりましたわ」


    「やっと、気づいたの？」


    　高たか鷲わし、そこはフォローするタイミングだ！


    　あと、いつも上から目線なお前が言うな！


    「……でも、立派なことだと思うわ。世の中には自分が上から目線であることに気づいてない人間も多いから。それがわかった時点で勝ったようなものよ」


    　ああ、フォローはするのか。じゃあ、やっぱり毒舌は枕まくら詞ことばかよ……。高鷲の文法は高度すぎる。まず毒舌が冒頭に来て、そこから話したい内容が来るのだ。冒頭でキレて話を拒否する人間からは、毒舌だけのフグみたいな存在に見える。


    「こちらに来てから、波は久ぐ礼れ君へのイジメはダメですと竜たつ田た川がわさんに言ってしまったのもそうでしたわ。正しいと思ってやったことが裏目に出ていたんですの」


    　そういや、そんなこともあったな。エリアスもびっくりしていた。


    「まあ、その判断はものすごく難しいわよ。正解なんてものは絶対にないし。まともに自分の目で見て決めるしかない」


    　高たか鷲わしがしっかりと汐しおノ宮みやさんの話に乗っている。そういう高鷲を見るとほっとした。


    　ああ、高鷲は人と人とのやりとりを誰よりもちゃんと考えている、こういう時感じさせられる。


    　こいつは異様にバランス感覚がいい。たいていの場合、もっと早いところで思考停止しちゃうのに、その先を見据えることができる。


    　悲しいのは、人間関係というのは深く考えている奴やつほど上じよう手ずに築けるわけじゃないってことだ。しばしば逆効果を生み出すから、高鷲も俺もきっと苦しんでいる面がある。


    「それにね、多分、あなたみたいな異能力による悩みって、ここにいるみんなが通過してきたことだから。私も中学生の時は、学校すら行きたくなかったし」


    　その高鷲の言葉で俺はあることに思い至った。


    　ああ、汐ノ宮さんは異能力の新一年生なんだ。


    　変な異能力を持ってしまった人間はだいたい、どうすればいいのかわからなくなる。俺も小五で異能力を持ってしまった時は、毎日が絶望の日々だった。


    　もがいて、もがいて、かえって溺おぼれていた。


    　中学とか高校は孤立してたけど、まだ身の処し方がわかっただけマシだった。


    　愛あい河かも切ない顔をしているから、自分の幼い頃でも思い出したんだと思う。


    　そんな異能力との距離感の測り方を汐ノ宮さんは必死に試行錯誤してる段階なんだ。


    「だから、汐ノ宮さん、あなたのやってきたことがすべて間違いってわけじゃないわ。むしろ、その間違いを元にして、もっと慎重にやっていけばいいの」


    「本当にありがとうございます！」


    　汐ノ宮さんは少し感動してほうけた顔にすらなっていた。


    　愛河も「ほへ～」と思わず、間の抜けた声を出しているぐらいだった。


    　それから高鷲はほんのちょっとだけ汐ノ宮さんに目線を合わせて、照れたように言った。


    「汐ノ宮さんぐらいの上から目線なら許せなくもないし……」


    「上から目線ならお前のほうが先輩だからな」


    「グレ君は卑ひ屈くつを研ぎ澄すませた下から目線を自重したら」


    　うん、俺には毒舌が来るな……。


    「わたくし、汐ノ宮嵐らん蘭らん、曇っていた瞳ひとみが晴れましたわ。これからは自分の瞳で物事を見たいと思います」


    　実際、汐ノ宮さんの顔は晴れ晴れとしていた。それは汐ノ宮さんなりの成長なんだと思う。


    「ですから、わたくしもメイド長から卒業することにいたします」


    　また雲行きが怪しくなった。そんな気になる一言だった。


    　汐しおノ宮みやさん、また極端に走ってないか……？


    　しかし、汐ノ宮さんの表情自体はとても落ち着いたものなのだ。


    「わたくしはメイド長からの言葉を正しいことと考えて、そのとおりに行動してきました。でも、正しいことは一つに決まってなどいないのです。だから、状況はもっと悪くなってしまったし、皆さんにもご迷惑をかけてしまいましたわ」


    　隣となりのメイド長の手がぱたぱた動き出した。どうも、動揺しているように見える。


    「これからはちゃんと自分で考えて、答えを出します。メイド長とはさよならをしようかと」


    　なんだ、このクビを言い渡すような表現は……。


    「汐ノ宮さん、ほら、メイド長も悪気があったわけじゃないと思うし、そのあたりで許してあげたほうが……」


    「波は久ぐ礼れ君、おそらくメイド長はわたくしが過去に見聞きした無意識化の知識の集積体ですわ。いくら不思議な異能力とはいえ、異能力である以上、新しい生物までは生み出せません。幼児が時折見るイマジナリー・フレンドの発展形でしょう」


    「その説、説得力はあるけど、メイド長、実体はあるんだよね……。触さわれるし……」


    　メイド長は隅すみで「ニャー」と弱々しげに鳴いていた。どうにもかわいそうに見えてしまう。


    「それはそうですが、触覚もまた操作可能なものですから、疑似感覚なのでしょう」


    　汐ノ宮さんがくるっとメイド長のほうを向く。ほかの客が目撃していたら壁を見てるように感じただろうけど、俺たちにはたしかにメイド長が見える。


    「メイド長、あなたは弱くて世間知らずなわたくしの象徴ですわね。でも、わたくしも立派になりますから、もう消えていいんですわよ」


    　メイド長の瞳ひとみには涙はない。多分、その目からは何も分泌されないと思う。


    　ただ、彼女（？）が悲しんでいることだけは間違いがなかった。


    「ニャー……」


    　わずかなテーブルと座席の隙すき間まにメイド長が体を押し入れる。


    　テーブルが押し出されるように動いてスペースができた。


    　そのスペースをメイド長は抜けていくと──振り返りもせずに店の外へ移動していく！


    「おい！　メイド長！　メイド長！」


    　俺はその背中に声をかけたが、メイド長は振り返ることもなかった。


    　ちなみに突然の謎なぞの叫びに、なんだなんだとほかのテーブルから視線が来た。「劇の練習とかだろ」みたいな声が聞こえたので、世間的にはそんなふうに見えているらしい。


    「ランラン、追わなくていいんですか？」


    　愛あい河かのどこか悲痛な声が俺の耳を打った。


    　多分、愛河は高たか鷲わしにキレてシミュレーション室を出ていった時のことを思い出している。


    　だとしたら、あの時、愛あい河かは追いかけてほしかったんだろうか？　いや、想像に想像を重ねすぎてるな。現状をまずは考えないと。


    「これでいいのですわ、皆さん」


    　硬い質感を持った声で、汐しおノ宮みやさんは言った。


    「だって、高校生がいつまでもあんなぬいぐるみみたいなのと一いつ緒しよにいるのはおかしいですから。わたくしも自分の足で歩けるようになりたいと思います」


    　言葉だけを聞くと、ものすごくいいことを言っているんだけど、何かが違うんじゃないかという気がする。


    　高たか鷲わしは何も言わなかったけど、ふいに目が合った時の高鷲の顔は愛河が出ていった時に似ていたと思った。でも、あの時と決定的に異なるのは汐ノ宮さんは後悔してないということだ。


    　これも、異能力を持って間もない人間の、極端な行動の一つなんじゃないだろうか。


    　口には出せないけど、俺はそう感じていた。


    「深刻そうな雰ふん囲い気きにしてごめんなさい。でも、わたくしはすっきりしてますわ」


    　そのまま、汐ノ宮さんが帰ると言ったので、そこで旅程確認会は解散となった。


    



    　改札階に続くデッキで俺たちは別れた。自転車を停めてある南口のほうに俺はぷらぷら歩く。南口側には俺しか住んでいない。


    「とんでもないことになったわね」


    　すぐ横に高鷲が並んできた。


    　俺は一メートルを堅持するためにちょっと速度をゆるめた。高鷲もそのことは理解しているようで、自然と間隔をとった。


    「汐ノ宮さんの件はどうすればよかったんだろうな。彼女が言うこともわからなくもないんだ」


    　実際、彼女が元の学校にいづらくなって西高セイコーに変なタイミングで移ってきたのも、たまに行きすぎた言動になっちゃうのも、メイド長に押された部分はあると思う。


    「メイド長が人格があるように見えるのも悩みに拍車をかけるわね。もし、あれがノートパソコンにしか見えなかったら私たちは愛着とか何も感じなかったもの」


    　デッキの円形花壇の周囲にはベンチが並んでいる。俺たちは一メートル半離れて座る。


    「高鷲は徹底して冷静だよな。同意する」


    　俺たちは汐ノ宮さんの決定を尊重するべきなのだ、多分。


    　たとえば勉強するために趣しゆ味みで集めていたものを捨てるって奴やつがいたとして、ほかの誰にも不利益が生じないなら、それを無理矢理否定するのはおかしい。


    「ぶっちゃけると、そんなことを話すために残ってるんじゃないわよ」


    「じゃあ、なんだよ。あれ以上のトピックとかないだろ？」


    「グレ君とドリ子の関係よ。さっき、ドリ子の話題が出た時に、含みのある顔してたから」


    　そっちか。


    　俺はごくシンプルに祭りでエリアスと話したことを伝えた。といっても、秘密を打ち明けたという次元じゃない。エリアスが俺をうらやんでることも、それで敵だと言っていることも、生徒会室に呼び出された一件で高たか鷲わしは知っている。


    「やっぱり、あなたたちの距離、けっこう近いと思うわ。そんな悩み、誰にでも話さないわよ。ドリ子は孤独なのよ」


    「だからって、どう解決したらいいんだよ」


    　こればっかりはどうしようもない。


    　あいつは隣となりの芝が青く見えることも知っていて、そのうえでその青をうらやんでいる。


    「私が言えることとしては、無理にどうにかしようとしないことね。ほどほどを心がけなさい。でなきゃ、汐しおノ宮みやさんと同じになるわよ」


    　人間関係ってとことん面倒くさいなと、わかりきった結論が出ただけだ。


    「エリアスも汐ノ宮さんも明らかに真面目まじめな人間だと思うのに、それで苦しんだりトラブル起こしたりするっていうのは……救いがないな」


    　言ってから、傲ごう慢まんだっただろうかと少し後悔した。


    　救いが何かとか俺が決めれることじゃないかもしれない。


    「逆よ。真面目だからみんな苦しんでるの。私たちももっと不真面目になれてればよかったのにね」


    「俺も同感だ」


    　高鷲がもっと気楽に物事と向き合えたら、案外すべてはきれいに収まっていたんじゃないだろうか。


    「あっ、それ、同じこと考えてた設定にして自分の株を引き上げる作戦ね」


    「そこまでセコいことは発想してねえよ！」


    　俺たちは前を歩いてる鳩はとの集まりを見ている。たまに餌えさをやるおっちゃんとかがいるらしく、デッキ周辺はやたらと鳩が寄ってくる。


    　大学生になったら高校の友達のことなんてあっさり忘れる、それぐらいの関係だったらもっとゆるく楽しくやれてたかもしれない。それはわかる。けど──


    「お前、不真面目な自分なんかになりたくないだろ」


    「そうね。そういう人を見てるとグレ君未満だって思うから。帰るわ」


    　高鷲はすっと立ち上がった。


    　最後の一言は褒ほめてもらったと考えておこう。


    「じゃあな。ありがとう」


    　俺は高鷲に背中を向けて、自転車置き場に歩いていく。


    　帰りはしばらく坂道が続くから大変だ。
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    　メイド長がいなくなった日の二日後、全国的にはお盆でにぎわっている頃。


    　俺は結局、自転車で市内と隣となりの市の間にそびえている山に行った。


    　バスだとドレインの危険があるのもさることながら片道五百円以上するほどに高額なのだ。ぎりぎり市内なのに新しん宿じゆくに出るより高くつくのは納得がいかない。少なくとも往復千円以上払うほどの価値はない。


    　登り口あたりの神社に自転車を停める。厳密には違法駐輪だけど参拝者ということで許してもらいたい。同名の神社が山頂にもあるらしい。


    　高たか尾お山さんと違って、こっちはマイナーなので、ほかにハイカーもいない。市民でなきゃ、知らないだろうしな。


    　最初、しばらくは階段が急だったがむしろちょうどいいと思った。


    　宿題がないまま、家でじっとしていると、絶対に心に悪い。考えることが暗くなる。ネガティブな人間が体を動かさずに思考を続けると、だいたい闇やみに落ちるのだ。


    　ちなみにハイキングが趣しゆ味みなわけじゃない。


    　第一の理由は暇ひまだったからだが、第二の理由は歩いていれば考えがまとまるのではと思ったからだ。結論が出ることまでは期待してないけど、ちょっと気持ちがモヤモヤしすぎていた。


    　真面目まじめだからみんな苦しんでる、か。


    　その高たか鷲わしの言葉がノドに刺さったトゲ──いや、そんな直接的な苦痛じゃないな、歯の間にはさまったモヤシのヒゲみたいに、ずっと気になっていた。


    　あのエリアスが、異能力のおかげで進学先にも就職先にもあれだけ恵まれてるにもかかわらず、勝手に悩んでいるのは真面目だからだ。あいつは呑のん気きにラッキーだと考えることができない。


    　汐しおノ宮みやさんがメイド長を追い出してしまったのも真面目だからだ。もっと、メイド長の言葉を雑に取り扱って、受け流していれば浮くことだってなかった。でも、彼女はメイド長にはっきりさよならを言ってしまうほどには真面目に生きていた。


    「そんなこと言われてもさ、どうしようもないよな」


    　独り言を声に出して言えるだけでもありがたいと思った。


    　観念的なことなのはわかってるけど、外で声に出すとかろうじて世界につながっている気がする。部屋だと閉じている感じになる。


    「真面目な人間が不真面目になろうと努力したとして、それって本末転倒だし」


    　しばらくさえぎるものもない中、太陽に照らされながら登り、途中から森の日陰に入る。


    　適当なところで座って、コンビニで買ったおにぎりを食べる。


    　一人って楽しいな。楽でもあるな。


    　どっちも同じ「楽」って漢字なのは示し唆さ的てきだ。


    　もし、最初からこの世界のあらゆる人間が仲のいい友達なんて誰も持っていなかったら、俺たちも劣等感を抱いだくこともなく、幸せに暮らせただろうに。


    　友達とかコミュ力とか、勉学でも、運動能力でも、異能力でもない変なパラメータを用意しないでほしい。生活に必要だというなら、学校でちゃんと教えてほしい。


    　ダメだな。またマイナスなことを考えてる。


    　なんか、プラスなこと、プラスなことと考えたら、エリアスのことを思い出した。


    　ああ、屋外の飯ってことで今と共通点あったんだ。


    　山の中で、エリアスに助けられたことがある。


    　中二にあった一泊二日の宿泊実習という名目の旅行で日につ光こうに行った。どっか、高原を歩いて途中で弁当になった。また、ぼっち飯だなと思ったら（実際、ぼっち飯だったが）、途中で向かいにあいつが座ってきた。


    　あの時、あいつはなんて言ってたか。せっかくの旅行なのに不幸そうな顔しすぎだと言ったんだったか。同じ異能力者だから見張っておくと言ったんだったか。とにかく一メートル離れたところに座ってくれた。


    　俺は多分「いや、ぼっちには旅行のほうがきつい。部屋で寝る時とかどうしようもなく詰つんでる。せめてドレインがあるんだから別室にしてくれ」とか冗談めかして言ったと思う。


    　会話の質はどうでもよかった。俺に関わってくれたことがうれしかった。


    　その一年後の放課後、ボロカスに言われたわけだけど……。いったい、何をやらかしたんだろう……。自覚はいまだにない。


    「あれについては恩返ししたいぐらいだけど、今更できようがないよな」


    　あいつの問題を解決する方法がまだ俺にはない。


    



    　　　　★


    



    　旅行当日の集合時間、マジで愛あい河かだけ待ち合わせ時刻が十分早く設定されていて、愛河はその時間よりは五分遅れてやってきたし、すでにほかの人ひと研けんメンバーは全員いた。


    「家を出た直後に花火を持ってくるの忘れたことに気づいて、取りに戻ったんですよ」


    「それで遅れたってことは、あなたオンタイムで行動してるわね。ここが軍隊なら銃殺されてるわよ」


    　高たか鷲わしがまあまあイライラしていた。こういう時に時間を守らない奴やつは許せないんだと思う。いいかげん、俺は愛河タイムに慣れてきたけど。


    「今度こそ花火をやりますからね！」


    「あなた、花火にこだわりすぎでしょ。それと、本当にいつも期待を裏切らないわね」


    　高たか鷲わしが絶対に皮肉にしか聞こえないことを言った。


    「はい、みんなの期待にこたえられる愛あい河かでいたいです！」


    　なのに、愛河はそれを皮肉と受け取らなかった！　なんか、絶対に貫く矛ほこＶＳ絶対に貫けない盾たての勝負みたいなのを目まの当たりにした気がする……。


    「でも、ゲストの人よりは早いからいいじゃないですか」


    　そう、今回の旅には人ひと研けんのメンバー以外にもう一人、ゲストがいる。そのゲストは愛河から二分後に来た。来た順としてはラストだが、こちらは時間を厳守している。


    「この集団、全体的に喪もの空気があるよ」


    　エリアスは検分するように俺たちを見て言った。また、鎌かま倉くらの時と同じ、白のワンピース姿だった。なんか、俺と目が合った時だけ、困ったような顔になった気がするけど、これは自意識過か剰じようだと思う。


    「ドリ子、のっけからケンカ売るつもりなの？」


    　高鷲のドリ子って呼称もたいがいケンカを売っていると思うが。


    「菖蒲あやめ池いけさんからの熱烈なオファーを受けたんだ。菖蒲池さんは、やさしいゴリ押しが得意だね……」


    　愛河が実力を見せつけました的なアピールを、右腕を曲げて筋肉出すようなポーズでしていたけど、実力という解釈でいいのか……？


    　あと、今日の愛河はＴシャツだけだったので、あらわになった二の腕がまぶしい。愛河は無防備すぎるんじゃないか？　いや、真夏に二の腕出すのは普通なのか。俺が変なのか。


    　もっと近くで見たかった気もするが、ドレインの距離感のため、俺からは引率の先生臭が出ていた。明らかに俺だけ所属が違う感じがある。


    「やさしいゴリ押しっていいネーミングセンスね。菖蒲池さん、今日からあなたのことを『やさしいゴリ押し』と呼ぶわ」


    「普通に名前で呼べ！　あと、長い！」


    　赤の他人が聞いたら、ぎょっとするぞ。


    「芥あくた川がわ賞のタイトルみたいでかっこいいじゃない」


    　思ったより気に入っていたのか不満があるらしい。たしかに小説のタイトルっぽいけど、そんなんで受賞した日には天国の芥川龍りゆう之の介すけもビビるぞ。


    「じゃあ、省略して『ゴリ』で」


    「それ、女子のあだ名に使ったらＮＧな単語ベスト二十に入る。男子でもギリギリ！」


    　すでに俺はいつもの高鷲のペースに乗せられていることは自覚していたが、脱出方法はとくに見つからなかった。


    「ゴリと聞いてすぐにゴリラを連想するのは早計よ。川魚のゴリかもしれないじゃない」


    「一般人の九十九パーセントがゴリラのほうを想像するからダメなんだよ！」


    「グレ君とゴリさんって、なんか兄妹っぽくていいじゃない」


    　愛あい河かが妹として家にいるという想像はなかなかいい想像だったけど、論点がずれている。


    「とにかく、ゴリ押しが由来じゃないのにしろ」


    　すると、なんか強い視線を感じた。


    　なぜか面おも白しろそうな顔と驚いた顔の間ぐらいの表情で興味深そうにエリアスが俺たちのやりとりを見ていた。ドレインの問題もないのに、俺たちより一歩引いたところにいる。


    「すごいね……。こんなに誰かと会話が続いている業なり平ひらを初めて見たかもしれない」


    　その発言、野生動物を観察してる研究者の発言に近いものがあって、承服しづらいな……。


    「お二人はいつもこんな調子ですわ」


    　汐しおノ宮みやさんがそう言うなら、客観的に見てもそういうことなんだろう。


    「うわあ、なんか、ずっと引き籠こもってた弟に友達ができたのを見た感覚があるよ。胸が熱くなる……」


    　エリアスはその場合、姉のポジションなのか。背は低いくせに。


    「ドリ子、それはグレ君を褒ほめすぎよ。あと、友達というのも心外だわ。同じ関取でも、大おお関ぜきと前まえ頭がしら十四枚目は全然違うのよ」


    「高たか鷲わし、エリアスはとくに褒めてないからな！　それと、相当離されてるな、俺たちの番付！」


    　それでも俺もこれはリア充っぽい空気が出ているのではと二割ほど真剣に思った。前頭十四枚目でも、相撲すもう取とり全体では確実に勝ち組なのだ。


    　今の俺なら友達同士で旅行に行く奴やつの一人に見えるんじゃないか？


    　──そう思えたのは電車に乗るまでだった。


    　八はち王おう子じ始発中央線の甲こう府ふ・諏す訪わ・松まつ本もと方面の電車は長距離路線であるため、四人掛けボックス席が並んでいる古い車両を利用している。


    　ということは、俺だけが向かい側のボックス席に一人で座るという構図になる。


    　仮に俺にドレインがなくてもこうなったけどな……。五人グループの中、男子一人で四人席の一つを取るという簡易ハーレム状態になれるほど人生は甘くない。ただし、もうちょっと甘くても罰ばちは当たらないのではとも思う。


    「いったい何の話をするの？　クラスメイトの悪口とか？」


    「そこは建設的な話のほうがいいんじゃありませんこと？」


    「駅前でスウィーツの食べ放題やってるところがあるけど」


    「ドリ子、割りと普通の女子高生っぽい話題出せるのね」


    「そりゃそうだろう。毎日毎日飽きずに女子高生をやってるよ……」


    「諏訪のあたりってローカルの中華のチェーン店がたくさんあるそうですよー。さっき、スマホで見ました」


    「菖蒲あやめ池いけさん、君、発言に濃淡があるよね……。なんでその情報差し込んでくるんだ……？」


    「あのお店、ギョウザが独特とよく言われていますわね。下しも諏す訪わで降りて変顔の石像を見にいく最中にありましたかしら」


    「汐しおノ宮みやさん、別荘があるだけあって詳くわしいわね」


    　そんな声を俺は向かい側のボックス席で静かに聞いていた。


    　話に入れるタイミングがあらば、あわよくば入ろうと思っているのだが、とくにない。


    　マジかよ……。五人で移動しても、四対一で分かれるのか……。


    　これまでの人生で何度も味わったやつだ。中学の修学旅行でも五人部屋なのに俺だけ浮いてた。俺以外がほかの部屋に行って遊んでて、俺は一人で自室でぼうっとしていた。京都の宿で関西ローカルの食レポ番組を正座して見ていた。


    　もしかすると、ぼっちにはほかと混ざり合わない特性でもあるんじゃないか。これ、科学的な理由があるとしか思えんぞ。


    　女子率が高くてラッキーとわずかでも考えていた過去の俺をぶん殴なぐりたい（今の俺を殴ったらヤバい奴やつなので、あくまでも過去の他者としての俺だ）。同性の奴がいないとすんなり盛り上がれないだろ。どうしてそれに気づかなかった!?


    　これ、絶対そうだろうと思うのだけど、ハーレムラブコメみたいな主人公のポジションの奴、確実に肩身狭くてつらいなとか感じてるはずだ。休み時間程度の時間ならともかく、二泊三日で男が自分だけってきついって。


    「山梨県と静岡県は富士山で争ってますの？」


    「私は興味ないけど、ニュースによると、毎年紛争で一万人の死傷者が出てるらしいわ」


    「そんなわけないだろう。実は、わたしは小学校の時に一回登ったことがあるよ」


    「すごいじゃないですか、副会長さん！　つまり日本一ですよ！」


    「菖蒲池さん、前から薄々思ってはいたんだけど、君、褒ほめ方が雑だね……。日本一の山に登ることとわたしが偉いことは何も関係ないよ」


    「菖蒲池さんは終始、雑よ。文章で答えろって設問に○や×を書き込むレベル」


    「そこまでひどいのは時間切れギリギリだった時ぐらいにしかありませんよ！」


    「むしろ、ありますの!?」


    　なんだかんだで向こうのボックス席は話が盛り上がっている。入りたい。でも、入れない。とくに富士山に関するトリビアとかないので入れない。こういう話題になると知ってるなら、富士山のウィキでも読んでくるんだった……。


    　ちらちら見て、誰かと目だけ合っても気まずいのであまり視線を送ることもできない。


    　仕方ないから、車窓を見る。都心部と比べると、のんびりしているなあという印象の郊外の風景がだらだら続いている。


    　あと、四対一がきついとかといったこととは別に──忘れ物をしているような気持ち悪さがある。


    　本当に忘れ物があるのかもしれない。でも、持ち物に関しては汐しおノ宮みやさんがチェックリストまで印刷していたので絶対に抜けはないと思うのだが……。


    　あっ。


    　そうだ、メイド長がいない。あの卵型生物がいない。


    　いつもなら、俺の真横ぐらいに突っ立っていてもいいところなのに、今日は影も形もない。


    　となると、ファミレスでメイド長が出ていったままなんだろうか。


    　汐ノ宮さん個人の問題とはいえ、どうしたって気になった。だけど、談笑しているタイミングで切り出せる話題じゃない。これから楽しい旅行だって時に、雰ふん囲い気きを暗くする。


    　たとえば俺が友人と絶交したとして、旅行中にほかの奴やつから仲直りしろと忠告されたらきっと腹が立つだろう。そいつがいかに本気で俺に言っていたとしてもだ。なんで思い出させたんだと恨うらむぐらいはするかもしれない。


    　まあ、俺には絶交する友人すら長らくいなかったけどな……。


    　と、通路側に座っているエリアスと視線があった。


    「業なり平ひら、ずっと黙ってて不気味だから、なんか面おも白しろいこと言いなよ」


    「いきなり、ド直球の無む茶ちや振ぶりすぎるだろ！」


    「ドリ子、無駄よ。面白くない人間が努力をしてもそこから抽出されるのは面白くないことだけよ」


    　高たか鷲わしのタール色の毒舌が襲いかかってきた。きれいに人格を否定しすぎだ！


    「高鷲、もう少し言葉のナイフを緩めないと、将来お前が刺されて死ぬぞ」


    「そういうのいいから、面白いこと言って、面白くないわけじゃないことを証明しなさいよ」


    「だから、無茶振りやめろ！」


    　うかつに口にすると軽くなるし、口にできるわけもないのだが、俺はその時、エリアスに感謝していた。


    　さらっと、俺を四人組のほうに引っ張り入れてくれた。確実に意図的に。


    　もう長い間、俺はこの唯ゆい一いつの敵にいつも助けられてる。


    　せめて感謝の意を視線で送ろうと思ったけど、エリアスは車窓の景色を見ていて、視線も重ならなかった。


    　電車は終始のんびりと走って、いつのまにやら山梨県を越えて長野県に入っていた。


    



    　　　　★


    



    　下しも諏す訪わ駅のホームに降り立った俺はこの世の春を謳おう歌かしていた。


    　おおげさと言われるかもしれない。うん、おおげさだ。おおげさで何が悪い。


    　友達とごく普通に観光名所を巡って、みんなで飯を食う。はっきり言って普通だ。その普通がやっと実現する！


    　テレビとかでよくやる「学校に行きたいけど行けない貧しい国の子供」みたいなメンタリティだった。自分の持ってないものを人は欲するのだ。


    　俺なんて学校に行きたくないけど行かざるをえないので行っている。


    　もし、行かなくても将来に何の問題もないなら絶対に行っていない。


    　ぶっちゃけ話す相手がいないクラスで何時間も過ごすだけで深刻なストレスである。


    　これでストレスによる健康問題が出てないのは俺が若いからでしかないぞ。


    　くそ、何が義務教育ではありませんだ。高校卒業資格取らないといろいろ不利になるから、実質行くしかないだろ！　物理とか教える暇ひまあったら物理的に孤立してる俺に友達の作り方を教えろ！　夜間学校とか設けてくれてもいいから！　ちゃんと通うから！


    　違う。別に、今、教育制度に物申す必要はないのだ。学校の「友達」（友達じゃない相手も含まれているので、「　」でくくった）と一いつ緒しよに旅行ができている時点で、かなりの勝ち組だ。


    「それじゃ、今日は下しも諏す訪わの観光名所を巡りますわ」


    　その後、汐しおノ宮みやさんがやけに詳くわしく諏す訪わ大たい社しやについて説明したがパスする。


    　事前に渡されてるプリントに書いてるけど、目がすべる。


    「ほかにも、温泉があったりしますし、なかなか楽しめますわ」


    「いいわね。存分に楽しませてもらおうじゃない」


    「なんか、ボスのところに向かう冒険者みたいな発言だな」


    　安定の高たか鷲わしの上から目線だった。実際の目線はそらして下を見てるから態度を高圧的にしてバランスをとっているのだろうか。


    「じゃあ、出発しましょう！　白しら樺かば湖こで遊びましょう！」


    「菖蒲あやめ池いけさん、ここはまだ下諏訪だよ。白樺湖は夕方に行くところだからね」


    　今回はエリアスがツッコミを入れていた。基本的に誰でもツッコミを入れられるほどわかりやすく何か間違えているので、ツッコミ初心者としてちょうどいい相手かもしれない。


    　とにかく俺としては楽しく旅行ができればそれでいいのだ。


    　その気分を保持して二学期以降のつらい学校生活（つらいのは確定だし、今更つらくないかもしれないなどと希望的観測を抱いだいたりなどしない）を耐え抜いていく！


    　だが、駅を出て、すぐにこの旅行の構造的な問題に気づいた。


    　この旅行の参加者は五人だ。五人が横に並ぶなんてことは戦隊物のポーズか、五人組ロックバンドの写真ぐらいしかない。どんなに詰つめて歩いても、横に長すぎる。


    　結果、三人の列と二人の列の二列で歩くことになる。


    　前に、高鷲、汐ノ宮さん、愛あい河かの三人がいる。


    　その後ろを俺と、かなり離れた右側を歩くエリアスが続く。


    　そりゃ、エリアスと一番接点あるのは俺だし、こうなるよな……。


    　車内で感じた五人の問題がずっと尾を引いている。


    　うっわ。気まず……。


    　そういやそうだった。小学校の時からそうだった。四人組とかになっても、なぜか三人が前の列を歩いて俺だけ一人で後ろの列を歩くなんてことがかなりあった。ドレインを持ってるからというのもあるけど、その影響が中学でも高校でも続いている気がする。


    　これがウェーイ系の何も考えてない奴やつ（個人の感想です）とかなら、平然と横に五人並ぶとかして歩いていたかもしれないが、この中にそういうキャラはいない。どうでもいいが、ウェーイ系の横に広がってる奴らは向こうから来るとものすごく邪魔だ。邪魔だと言いたいのだけど、殴なぐってこられたら人数的に勝てないので俺のほうが避ける。


    　しかし、ここで露ろ骨こつすぎる気まずいオーラを出すのはよくない。そのオーラを出すメリットはどこにもないからな。あくまでも、表面上は純粋に旅を楽しんでるように──


    「さっきもだけど、もう少し気まずいってわからないような態度を取れないものなのかい」


    　最初の目的地に着く前からきっちりエリアスに言われた。


    　二メートルぐらい離れて言われているので、なんか冷戦中のカップルみたいだ──という比ひ喩ゆを使ってみたが、誰かと付き合ったことなどないのでわからない。


    「そ、そうでもないぞ……。俺は旅行を楽しみたい気持ちでいっぱいだ。お前のことは歯し牙がにもかけてない」


    「それはよかったよ。わたしも、友達との旅行なんて君にとって前代未聞、一生に一度あるかないか、いや二度目はきっとないだろうイベントを穢けがして恨うらまれたくないからね」


    　エリアスは憎にくまれ口を叩たたいて、かぶった麦わら帽子を時計回りになぜか動かしていた。白ワンピースととてつもなく似合っている。こいつ、センスあるな……。


    　ただ、空気は初対面でこれだったら何があったか気になるってほどにぎすぎすしていた。


    　前の三人はそれなりに盛り上がっていて、こっちに話が振られない。愛あい河かが例の恩返しの根回しをしているのかもと思ったけど、純粋に楽しんでいるだけのようだ。


    「あの卵っぽい生き物は今回いないのかな？」


    「それに関しては重要なことだから、ちょっとだけ近づかせろ。小声で概要を話す」


    　エリアスはため息をついて、俺のほうに数歩寄ってきた。すぐにあいつの左耳に顔を近づけて、


    「前に汐しおノ宮みやさんがメイド長にさよならって言って、そのまま出ていったんだ……」


    　そう端的に言って、また一メートルの外側に離れた。


    「えっ!?　そんなことってあるのかい!?」


    　エリアスの声が高くなる。たしかに、異能力がいなくなるだなんて、それぐらいにはびっくりする内容だとは思う。


    　幸い、前の三人は反応がない。旅行を満喫しているらしい。


    「それって、わたしも法的な解釈はよくわからないけど……彼女が異能力者ではなくなったってことなのかな？」


    「…………その発想はなかった」


    　たしかにメイド長がいないなら、汐しおノ宮みやさんはただの一般人だ。そこに特殊な力は何もない。じゃあ、異能力者じゃないというのも、うなずけはする。


    　そして、さらにエリアスは深く突っ込んでくる。副会長だから制度上のことが気になるのか。


    「だとしたら、彼女はまた普通の高校に転校するのかな？」


    　今度は俺が変な声を出しそうになった。それって人ひと研けんの人数が一人欠けるってことだし、それ以上にもう一度転校しろって、あまりに彼女に酷こくだ。なによりせっかく友達になれたのに。友達は代替不可能なのだ。スマホを新しいのに替えますみたいなことは絶対にできない。


    　リア充キャラでも二年の二学期以降に引っ越して、違う高校に行けというのは難易度が高いだろう。すでに確固としたコミュニティが形成されてる中で、そこに割り込んでいくのだ。


    　そんなの、ただでさえずれてるところがある汐ノ宮さんがやったらどうなるか……。


    「おい、エリアス、異能力を失う事例ってあるのか……？」


    　歩みを遅くして前の列との距離を空あけた。


    　エリアスと距離をおきつつ、さらに前を気にして小声で話すのはきつい。


    「まず、ないとは思う。それに申告しないと他人にはわからないだろうし」


    　エリアスもデリケートな問題と認識したのか、声のトーンは落としている。


    「これ、あまり広げない感じで頼む……。話題としては地雷の一つだ……」


    「業なり平ひらたちは地雷を抱かかえすぎなんだよ」


    　エリアスに言われたくない。


    「今、お前に言われたくないって思っただろ」


    　ジト目になりながらエリアスはペットボトルを開けて飲んだ。飲むのに失敗して、ちょっと口からこぼれていた。歩きながら飲むからだ。まさか動揺したせいじゃないだろうな。


    「そのことについてはノーコメントだ」


    「別に業平に迷惑かけてないから何の問題もないだろう。わたしは君がうらやましいだけだ。一学期の途中まではもっとしっかりしろって思ったけど、そこも解消されたっていうのは前に言ったとおりだから」


    　中三に言われた文句の原因は改善したってやつか。


    「俺は何も変わってないぞ。この人研だって俺が変わったんじゃなくて、ぼっちで集まってるわけだし」


    　俺は異能力者になった小五のあの日からずっと日陰者だ。本質的な変化は驚くほど起きてないし、人間はそんなもの起こせないのかもしれない。キャラをまったく違うものにできたとしたら、それは人格レベルの変化がいるだろう。そいつは波は久ぐ礼れ業なり平ひらなのか。


    「こういうのは自分が一番わかってないんだよ」


    　エリアスはやれやれと小ばかにした顔になって、一歩、二歩、俺のほうに近づいた。


    　左手にカバンから取り出した新品のペットボトルが握にぎられている。あいつの写真がラベリングされている『副会長聖水』だ。水としての質は純水操作で作っているから問題ない。


    「暑いから脱水症状になるよ。飲んでおくといい」


    「ありがとな」


    　俺はすぐにキャップを開けて飲んだ。夏場に飲む水は美う味まかった。


    　お前は敵にしてはやさしすぎる。


    　やっぱりやりづらいなと思いながら歩いていたら、前の三人が足湯で立ち止まっていた。


    



    　　　　★


    



    　下しも諏す訪わエリアの観光を終えた俺たちは電車とバスを乗り継いで夕方に白しら樺かば湖こに移った。ここで二泊する予定だ。


    　そこは高原の巨大な湖のほとりにある、ガチで別荘地だった。リア充でないと存在が許されないのではというぐらいに素晴らしい環境だ！


    「日本の湖でもかなり標高が高い場所にありますの。とくに朝に見る湖面はなかなかよいかと思いますわ」


    「汐しおノ宮みやさん、淡々としているけど、あなた、ファインプレーよ。家いえ力りよくをいかんなく発揮してくれたわね」


    　高たか鷲わし、それ、汐ノ宮さんへの評価じゃないだろ。


    　とはいえ、ここまで高級リゾート地のような光景が眼前に広がっているとは思わなかった。周囲の山の緑もやたらと淡い黄緑だし、日本ぽくない。スイスって言ったら、絶対信じる人いるぞ、これ！


    「これ、いいですよね！　ハンガリーっぽいですよ！」


    　愛あい河かが俺と似たような発言をしたので、ちょっと恥ずかしくなった。多分、スイスともハンガリーとも違う。


    「わたしも、大手企業の研究員として十年ぐらい働いたら、こういうところに別荘を借りようかな」


    　エリアスが生々しい発言をしている。将来が約束されていることほど最強の異能力があるだろうか。


    「別荘はさすがに湖こ畔はんというわけにはいきませんけれど、まあまあ広いですから、五人ぐらいであれば難なく泊まれると思いますわ。今からご案内いたしますわね」


    　汐しおノ宮みやさんはどことなく大人びた空気をまとわせつつ言う。


    　そういえば、今日一日汐ノ宮さんのキャラが変わっていたような気はしていたのだ。三歳ぐらい年上になったみたいというか。しゃべり方が特徴的なせいでわかりづらいけど。


    　少なくとも、エリアス以上に副会長っぽさは出ている。


    「おい、今、なんか変なこと考えてなかったかい？」


    　エリアスににらまれた。なぜ、わかる。こいつ、心を読む異能力もあるのか？　チートすぎるだろ。


    「黙秘権」


    　こんな調子で煽あおってもエリアスなら許されるだろう。俺を敵視しているということは、俺にとっても敵だ。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい。


    「君の布ふ団とんだけ、水でぬらしておく」


    「やめろよ！　そのイヤガラセは本気でやめろよ！　だいたいお前の異能力は水質変えるだけで水を出すんじゃないだろ！　ただ、水持ってきて濡ぬらしてるだけだろ！」


    　なんか言い合ってたら、高たか鷲わしが「お前ら黙れ」って顔で一いち瞥べつしてきたので、口にチャックをかける。こういう時の見られてる感覚は何メートル、物理的に離れていてもわかる。むしろ、離れてるのがデフォな分、気づきやすいかもしれない。


    「ランラン、このお礼はカレーを作ってお返ししますからね！」


    　愛あい河かが元気よく、右手を挙げて言った。


    　そう、白しら樺かば湖こ周辺は店の数も少ない（あったとしても自動的に観光地価格）ので、初日はカレーを作るということになっていた。食材は駅前で調達済みだ。


    「菖蒲あやめ池いけさん、隠し味に変なものを入れるみたいな、ベタなことはしなくていいからね。作り方に従って、何も逆らわずに作りなさい」


    　高鷲が事前にリスクを減らす努力をはらっている。


    　別荘は丸太を並べて組み立てましたみたいな、いかにも別荘というものじゃなくて、バブル頃にできたと推察される一軒家タイプだった。無論、別荘があるだけですごいので問題ない。


    　ちなみにカレー作りでは、俺が野菜を切ろうとしたが──


    「グレ君がそこにいると、ほかの面メン子ツが近づきづらくて、作業が滞とどこおるから」


    　と高鷲に男子厨ちゆう房ぼうに入るな的なことを言われて、寝室にあたる部屋などの掃除担当になった。


    　なお、男女が一つ屋根の下で寝泊まりしてよいのかという点だが、俺だけ異能力上、別室で一人で寝るしかないので、とくに問題視されなかった。ていうか、俺にそんな度胸などないと高鷲はわかっているのだと思う。正解だ。


    　ミニ掃除機で一人、ゴミを吸う。


    　変に感傷的になって泣けてきた。


    　リア充的な立場にいるはずなのに、なんで物悲しさがあるんだろう。


    　理由はいくつか思いつくけど、あまり本格的に考えても余計に悲しくなるから、思考をそらしたい。でも、一人で掃除をするだなんて、歯みがき・風呂・トイレに並ぶぐらい思弁的になりやすい時間である。どうしたって、頭が働く。


    　夏休みの定番的なことをずっとやってきたけど、どうも失敗している気がする……。


    　いや、それは表現がきつすぎる。失敗ではないのだ。九十点台を狙ねらったテストで七十五点だったような気分なのだ。


    　リア充的なことを繰り返せばもっと楽しいと信じていた。俺の知らないエルドラドでありパラダイスでありニライカナイであるものがそこにあると思っていた。


    　なのに、いざやってみると、ちょこちょこトラブルがあったりもして、「俺たちの最高の思い出！　一生忘れない！」的なテンションの高さには一度も達していない（ただし水着と浴衣ゆかたは除く）。ぶっちゃけ、十年後ぐらいにはきれいさっぱり忘れているのではないか。


    「ダメだ、ダメだ！　後ろ向きになるな！　むしろ前のめりぐらいの精神で生きろ！　旅行だってまだ終わってない！」


    「グレ君、部屋で独り言が多いタイプでしょ」


    　いきなり背後から高たか鷲わしの声がかかって、驚きと恥ずかしさが混ぜるな危険な感じの反応を示して、俺はのけぞった。


    「うわあああっ！　いきなり背後に現れるなよ！」


    　高鷲がきっちり一メートル半離れて突っ立っている。掃除機の音のせいで存在に気づけなかった。


    　疲れた顔をしているように見えるけど、これが高鷲の素すの領分なのか、本当に疲労しているのかはわからない。ただでさえココロオープンを発動させないため、視線が床に向き気味なので、しんどい印象を与える。


    　旅行中に突然、キャラが変わってとんでもなくハイテンションになるなんてこともなかった。


    「グレ君、その日、上う手まくしゃべれなかったな～ってことを一人の時に思い出してすっごく後悔して叫びたくなるタイプよね。ウィットに富んだ表現とか、帰宅したらやたらたくさん浮かぶのよね。わかるわ。わかる。私もそうだから」


    　そこはぼっち同士、通じ合えるものがありそうだ。あれ、なんで、話してる最中は出てこないのかな。きっと、ぼっちは徐々に体があったまってくるタイプなんだろう。


    「野菜は切り終えたから、時間ができたの」


    「で、何の用だ……？　まさか俺と話がしたいなんてことはないだろうし……」


    　本音を言うと、話をしたいと言ってくれたら同じ人ひと研けんの仲間としてうれしいなと思ったが、そこまで甘い期待は抱いだいていない。


    　ひとまず、掃除機は止める。


    「メイド長、いないままね」


    　ぼそぼそとくぐもった声で高たか鷲わしは言った。


    　俺は「そうだな」とだけ答えた。いないものを召しよう喚かんする異能力なんて俺にはない。


    　高鷲も俺も何が正しいのか、自信を持てていないから、言葉も顔も曇ってぼやけている。


    　そりゃ、からっと楽しめないはずだよな。湿った問題があるように見えるんだから。


    「汐しおノ宮みやさんが悩んでるようなら聞けるけど、それが察知できない以上は俺たちも動けないぞ。少なくとも旅行中は絶対にやめとけよ」


    　愛あい河かの表彰集会の時、高鷲は愛河から逃げる俺を全力で止めた。俺も高鷲に愛河とつながれと言った。そこには、それが正しいという確信がお互いにあった。


    　今は、あの時と状況が違いすぎる。


    　汐ノ宮さんはメイド長が消えて、本当に生き生きしているのかもしれないし、エリアスも自分の気持ちに折り合いはつけているのかもしれない。そこで他人がくちばしを入れるべきか、入れるとしてどんなふうに入れればいいのか、答えが見つからない。


    「忠告されるまでもないわ。私の勝利条件はリア充な夏休みを送ったという事実を作ることよ。これで、私は十年後も二十年後も、高校の夏休みに友達と海も祭りも旅行も行った女として生きていけるのよ」


    　高鷲の二十年後を想像しようとしたが、いまいち思い浮かばなかった。ただ、目つきの悪さだけは絶対に変わらんだろう。


    「その考え方、守りに入りすぎだろと言いたいけど、俺も大差なかったから文句は言えん」


    「グレ君、一日目、楽しかった？」


    「当たり前だろ。これこそリア充だ──って言いたいとこだけどさ、お前の聞き方、確実に『私はそうとは言いきれない』って前提がついてるよな」


    　高鷲は腕組みしながらドアの前でうなずいた。一種の密室だからなのか、いつもほど頭を下げたり、目線をそらしたりはしていない。


    「私たちはリア充をやっているはずなのに、この欠落感は何なのかしら。私のせいでも、グレ君のせいでもない。だとしたら、やっぱり欠落感を生み出してる犯人がいるんじゃない？」


    　俺も高鷲も満ち足りた夏休みを求めていた。誘ゆう蛾が灯とうに近づく蛾みたいに。


    　その結果、物質的に満ち足りてるけど、心は満ち足りてないという、よくあるいかがわしい言説みたいな問題に直面している。直面したくなかった。


    　気づいたら、高鷲の目を長く見てしまっていた。


    【別に汐ノ宮さんのせいって言ってるわけじゃないからね？　ただ、汐ノ宮さんが元気であればあるほど気になる部分があるというか……】


    「悪い。心の声読んじゃった……」


    　俺は謝罪して、視線を床にそらす。フローリングの床は夏でも、ちょっと寒々しい。


    「許すわ。まずいことは考えてなかったと思うし」


    　高たか鷲わしからの許可は落ち着いた声ですぐに得られた。


    「グレ君はドリ子の問題もあるからより大変ね」


    　ごくりと唾つばを飲んだ。半日、外を動いていたせいか、土っぽい味がした。


    「どっちも問題にしていいかわからないのが一番厄やつ介かいだよ」


    　汐しおノ宮みやさんの件とエリアスの件はよく似ている。


    　病気かどうかは腹を切り開かないとわからなくて、切り開くこと自体がその人間に大きなダメージになってしまう。


    　そこに踏み込むことは、単純な賭かけでしかない。


    　失敗の代償は人間関係の喪そう失しつだ。


    　お互いに黙り込んでいた。


    　沈黙はぼっちにとって鬼門だけど、とくに嫌いやな沈黙だと思った。かといって、どんな言葉が正解なのかわからないから、黙るしかない。十秒は黙った。一分に感じた。


    　視線を上げると、もう電光掲示板は消えていた。


    「じゃあ、下に戻るわ。掃除よろしくね」


    　俺が下を向いていたせいで、高鷲のスリッパがくるっとターンするのが見えた。そのまま、高鷲はドアの外に出ていった。


    　カレーは高鷲が無難にすることにこだわりを見せていたせいか、無難に仕上がっていた。


    



    　　　　★


    



    　二日目は早朝から白しら樺かば湖こを見た。湖の水は青く澄すみきっていて、その奥に高原の黄緑の山が広がっていて、ちょっとした天国のような風景だった。この景色は東京にはない。そりゃ、東京にこんな標高高いところって、まずないからな。


    　そのあと、上かみ諏す訪わのほうに出て諏訪湖あたりを観光したりした。その日も汐ノ宮さんが駅から歩いていける城の中で、戦国大名諏訪氏の説明をしていたが、誰もあんまり聞いていなかった。とくに愛あい河かは聞いていなかった。ちょっと不ふ憫びんだ。


    「それじゃ、次の場所に移動しますけれど、お手洗いに行きたい人はいらっしゃいませんか？」


    　この旅行で気づいたけど、汐ノ宮さんは小さなことでもいろいろと気がきく。それも参加者全員に目が行き届いてる感じもする。


    　けど、だからこそ、苦労してきただろうなという気もした。


    　もし、この気配りも過ぎればおせっかいととられてしまう。クラスの人間関係なんかに持ち込んだら、トラブルは表おもて沙ざ汰たにはならないまでも起きたんじゃないか。


    　中学の時とかも、ほかの女子グループから陰口叩たたかれてたなんてことはあったかもしれない。例の事件は氷山の一角って気がする。


    　もちろん、人ひと研けんは汐しおノ宮みやさんを友達として受け入れるつもりだし、そういう性格だから汐ノ宮さんもいつのまにか人研に包ほう摂せつされるようになったのかもしれない。


    　一方、エリアスはごく自然に楽しんでいたけど、あくまでもゲストと言わんばかりに一歩距離を置いているようにも見えた。距離的には俺よりほかの面メン子ツと近づいてるのに、どこか他人行儀だった。


    　事実、他人じゃないかと言われてしまうと返す言葉もないけどな。


    　旅行二日目も盛りだくさんだったけど、だからこそ時間が過ぎるのが早くて、あっさり日が暮れた。


    　二日目は別荘で汐ノ宮さんが人数分の豚のしょうが焼きを作った。俺は汐ノ宮さんから離れて付け合わせのポテトサラダを用意した。何かに参加しているという感じが得られてよかった。


    　高たか鷲わしが「料理が家庭的すぎる。イベント感がない」と文句を言っていたが、そんなイチャモンは受け付けない。食べられることをありがたく思え。


    　しょうが焼きもポテトサラダも安定してよくできていたと思う。うん、高密度な二日目だ。


    　なのに、高鷲が口にしていた「欠落感」を俺も感じていた。


    　俺が気にしすぎなのかもしれない。なにせ、イベントは無事に成功しているのだから。あるいは「隣となりの芝生がブルーオーシャン」理論なのだろうか。リア充的夏休みを高望みしてたけど、案外こんなもんなのか。


    　完かん璧ぺきな夏休みにすると意気込んでたけど、東京に帰ったら、もう残り一週間ほど。


    　成長したかと尋ねられても、思い出を作れたかと尋ねられても、俺は口ごもってしまうだろう。去年よりはよかったと思う。思うけど、それは去年から見た相対的な評価でしかないような……。


    　そんなことを考えながら、デザートのプリンを食べていると──


    「旅行ってあっというまに終わっちゃいますよね～」


    　と、愛あい河かが呑のん気きな声で言った。多分、俺よりは愛河のほうが旅行を楽しんでるんだろうな。


    「わたくしは皆さんと過ごせてよかったですわ。今年はこれまでの夏休みで一番だったと胸を張って言えます」


    　汐ノ宮さんの顔はちゃんと楽しそうで、疑問をさしはさむ余地も与えてくれない。


    「皆さんのおかげで、わたくしはこの夏、大人になれたと思いますわ」


    　その表現、誤解を招きまくるので、やめてほしい。


    「うん、わたしも同意見だよ。菖蒲あやめ池いけさんに誘さそってもらってよかった」


    　エリアスもそう言った。さっぱりした表現だから、それ以上の意図は読み取れなかった。


    　当たり前か。旅行に来て楽しかったという以上のものなんてとくに必要じゃないよな。修学旅行に人間的成長を求める奴やつがいたらキモい。俺とか高鷲は考えすぎなのかもしれない。


    「で・す・が！　まだ旅行は終わってないんですよ！」


    　愛あい河かが芝居がかった声を出す。


    「当たり前でしょ。三日目もあるんだから」


    「いやいやいや！　そういう意味じゃないんです！」


    　高たか鷲わしの冷たいあしらいに愛河は出鼻をくじかれていた。


    「二日目もまだ終わりじゃないってことです！」


    「そりゃ、寝てないから終わりじゃないわよね。まだ八時前だし」


    「えーりん、ちょっとだけでいいんで楽しもうとしてください～」


    　今の愛河の本音だと思う……。ノリが悪すぎる奴やつがいたら、いろいろときついよな……。


    「これからですね、肝試しをしたいと思っています！」


    　その言葉を聞いたエリアスがぶるぶると体をふるわせていた。ああ、こいつ、お化けとか苦手だって言ってたもんな。メイド長を最初に見た時も、拒絶反応を示してた。ある意味、愛河がほしがってた反応だ。


    　しかし、そういう空気を読めない奴もここにはいる。


    「肝試しって……このあたり、古戦場でもなんでもないし、湖も近代以降の人工湖だし、人もほぼ住んでなかったはずだから怨おん念ねんなんてものもないでしょ」


    「高鷲、少しは参加しようとしてやれよ！」


    　たまりかねて俺が加勢にまわった。


    「ほら、愛河が旅行を盛り上げようってしてるんだからさ、せめて、お化けなんているわけないって全力で否定するとか、そういうのは絶対無理とか嫌いやがるとか、なんかあるだろ！」


    「だからお化けとかいないって言ったでしょ」


    　と真顔で、むしろ半ギレぐらいで言われた。


    「いや、だからノリだって！　ノリとしか言えないもんがあるだろ！」


    「『お前が言うな案件』そのものね。グレ君、どうせ中学の修学旅行でも一人ノリが悪くて浮いてたでしょ？」


    　図星だったけど、それ以上に高鷲が強硬なのに困惑した。


    　まさか、こいつ、面倒だから肝試しなんてせずに部屋でだらだらしてようとでも思ってるんじゃないだろうな……。


    　ありえなくはない。ぼっちはお行儀がいいのだ。深夜に何かやるとか、徹夜で何かやるとかそういうはっちゃけた生き方とは無縁だ。なにせ相手がいないからな。徹夜で語り合うにも語り合う相手がいる。一人で徹夜で語ってる奴はヤバすぎる。


    　けど、それがいきすぎると、クラスでの文化祭の打ち上げに不参加だったりして、知らないうちにクラスの輪から孤立していくのだ。


    　俺も経験があるからわかる。打ち上げとかであんまり騒ぐなよって教師に言われたから打ち上げに行かなかったら、行ってない奴のほうが少数派でなんかこっちがクラスに非協力的みたいな空気になったことがある。


    「そりゃ、ウェーイ系なパーリーピーポーと一いつ緒しよにはしゃぐ必要はないだろう。でも、この面メン子ツなら問題ないだろ？　肝試しやろうぜ」


    「グレ君、なんで同調圧力マンになってるの？　あるいは、説教でマウンティングとるマン？」


    　こいつ、どうしてこんな強情なんだよ……。


    　俺の踏み込み方が下へ手ただったらしい。俺としてはごく自然なツッコミを入れたつもりだったけど、何かが高たか鷲わしの逆げき鱗りんに触ふれたかも……。


    　愛あい河かが助け舟を求めるように汐しおノ宮みやさんの顔を見ていた。このままだと、ケンカになるかもと心配してるんだろう。エリアスも不安そうに愛河と汐ノ宮さんの様子を見ている。


    　これまでの汐ノ宮さんなら「ケンカはいけませんわ」と声高に言っただろう。


    　でも、その時の汐ノ宮さんは明らかにためらっていた。視線をテーブルの上にそらして、愛河から逃げた。


    　ああ、そうだよな。あまり仕切る立場に行かない──それは正しい処世術だ。でも、今はできれば手を差し伸べてほしかった！


    　今度は愛河が高鷲のほうに視線を向けた。


    「えーりん、やりましょうよ！　思い出作りになりますって！」


    　率直に懇こん願がんした。俺は、そこに愛河の強さを見た。飼ってくれオーラを出してるペットショップのチワワみたいな瞳ひとみだった。そうだ。ちゃんとお願いしてしまえばいいんだ。外堀から埋めるような発想はいらないのだ。いきなり本丸に大砲ぶちこむという選せん択たく肢しはある！


    「ねっ？　ねっ？　最初はつまんないと思っててもだんだんと楽しくなってきますから」


    「なんか、怪しい勧かん誘ゆうね……」


    　高鷲はまだ嫌いやそうな顔をしていたけど、冷たい拒絶とは違う。愛河に押されているのだ。


    　やさしいゴリ押しって表現、看板に偽いつわりなしだ。


    　高鷲ももう、突っぱねるわけにはいかなくなった。視線は愛河と合わさないようにしていたけど、照れたようなものに表情が変わっている。


    「まっ、いいわよ……。肝試し、やったらいいんじゃない？」


    　助かった……。どうにか高鷲が折れてくれた。


    　エリアスは乗り気じゃなかったのか、「やるのか……」といった顔をしていたけど、空気壊れるからか何も言わなかった。よくできたゲストだ。


    　おそらく、俺が一番ほっとしただろう。これ以上もつれると、回収の仕方がよくわからなくなるところだった。


    「えーりん、ありがとうございます！　じゃあ、メンバーを決めるクジを作るのでちょっとお待ちくださいね！」


    　どうやら、夏休み最後の夏休みらしいイベントは肝試しになりそうだ。


    　愛あい河かが席を立つ時、俺のほうにウインクしたように見えた。


    　ああ、「愛河の恩返し」の一環なんだな……。


    



    　で──俺はエリアスとのペアになった。


    　モロに人数が奇数なので一人余るだろと思ったが、愛河はゴール地点で二組が来るのを待つという。なので、もう一組は高たか鷲わし・汐しおノ宮みやさんのペアだ。ちなみに俺たちが先にスタート。


    　コースの表みたいなのは愛河から渡された。別荘の裏手の森（といっても、標高が高いので鬱うつ蒼そうとしている感じじゃなくてヨーロッパっぽい森）を抜けていって、湖に至るというもの。距離はそこそこあるし、ちょっとしたアップダウンもある。意外と本格的な肝試しで、愛河の思い出作りに対する気持ちが伝わってきた。


    　俺とエリアスは別荘の玄関で出発時刻をチェックする。ほんとは一分や二分前後しても問題ないんだろうけど、そうやって腕時計やらスマホやらに視線を落とす時間がほしかったのだ。


    　あの祭りの日以来、エリアスと完全に二人きりになったのは初めてだった。


    　何をしゃべればいいのか、わからん……。


    　普通のリア充はこんな時も、わいわいしゃべれているんだろうか。だとしたら、何をしゃべっているんだ？　そこのところ、マジで知りたい。考えても永久に出てこない気がする。


    　俺は懐中電灯を持ってドアの前に立っている。玄関は広いから隅すみにいれば、なんとか一メートルは確保できる。


    　玄関に腰かけて腕時計の秒針をチェックしているエリアスを見た。夜はそれなりに冷えるから、Ｔシャツの上からパーカー、ハーフパンツというスタイル。俺も長袖のシャツをＴシャツの上から着ているから、それみたいなものだ。


    　こっちを敵だとか言ったりしてくるところを除外したら、エリアスはとてもまっとうな女子高生だった。おそらく平均的な女子高生を一割半ぐらい真面目まじめにしたとこだろう。一割半なら誤差の範囲だ。


    　だからこそ、変に緊きん張ちようする。俺は高鷲とか愛河とかしか接点がないから、距離感を読む経験が足りていない。


    「じゃ、じゃあ、業なり平ひら、行こうか」


    　エリアスの声を受けて、俺はドアを開いた。夏にしては涼しい高原の風がドアの間から玄関に入ってきた。


    　ぶらぶらと地図を見ながら歩き出して、高鷲が言っていた意味がわかった。


    　高原の空気はからっとしていて、星も東京よりずっときれいで、肝試しの雰ふん囲い気きと程遠い。これじゃ、ただの夜の散歩だ。幽霊が出そうな空気なんてない。


    　とはいえ、それは俺の感想でエリアスはおっかなびっくりという印象だった。こういうのはやはり苦手らしい。


    　遊歩道は一メートル空あけられそうなほどの幅はあったから、横の列で歩いた。とはいえ、決めたことじゃなくて、エリアスが俺の右側に来たから、こっちも左に寄ったのだ。


    「ったく、なんで肝試しなんてやるんだ……。わざわざ怖がることをするとか愚の骨頂だよ……」


    「お前、ジェットコースターとか同じ理論で乗らないタイプだよな」


    「当然だ！　どうしてお金払って怖い思いをしないといけないんだ。メリーゴーラウンドと観覧車が限界だよ！」


    　見事な乗り物苦手勢だ。


    「ちなみに俺は観覧車がトラウマだ。中学の遠足で、俺だけ一人で乗せられたからな……」


    　ドレインの関係上、俺だけ独立したゴンドラに乗せられた。会話さえ不可能な密室に押し込むって普通に虐ぎやく待たいでは？


    「あっはははは！　そんなこともあったね！　ざまあみろだよ！」


    「生徒会をやってる奴やつが人の痛みに鈍感すぎるだろ……」


    　イラッとはきたけど、どうやら肝試しの恐怖を紛まぎらわすことに成功してるみたいなので、そこはよしとする。


    「あのクジ、細工されてたよね。クジを引いたの、高たか鷲わしさんと汐しおノ宮みやさんからだったし」


    　二分ほど森の遊歩道を歩いたところで、エリアスが言った。


    「愛あい河かが用意したものだし、そうだろうな。エリアスに迷惑かけてたらすまん」


    　俺とエリアスを仲良くさせる、それが愛河の夏休みにおけるコンセプトとしてずっと生きているのだ。残念だけど、これはゴリ押しでも無理そうだ。まだエリアスとの間に壁がある。


    「別にいいけどね。距離さえ保っていれば、君の顔を見るだけで吐き気をもよおすわけでもなんでもないし。目が合ったからといって、偏へん頭ず痛つうがはじまるわけでもないし」


    「そこまでひどい異能力だったら、ガチで人生詰つんでたわ……」


    　神がお前は生きている意味がないぞと言っているようなレベルだぞ……。


    「ドレイン程度の異能力でよかったね」


    「いや、よくはない。まったくない」


    　お互いにこれが肝試しという設定はすでに忘れていると思う。


    　途中から、ちょっとだけ森の奥に入っていくらしいけど、たかが知れているだろう。


    「とどのつまり、菖蒲あやめ池いけさんは事実誤認をしてるんだよね。わたしは君を人格的に嫌けん悪おしてたわけでも軽けい蔑べつしてたわけでもないんだから」


    　うん、そうなんだよな。あくまでも、俺の異能力にエリアスはあこがれているだけ──


    「君が表彰集会で菖蒲池さんを助けてからは……」


    「おい、それまでのかなり長い間、軽蔑されてるじゃねえかっ！」


    　数年間にわたってどんな目で見られてたんだ、俺は……。


    「だから中三の時にはっきりと言ったじゃないか。あれはわたしの偽いつわらざる本心だ」


    　あの放課後のガチなトラウマ体験に行きつくのか。


    　少し、エリアスがこっちに近づきすぎてる気がしたので、こころなしか左に寄った。


    「あのさ、その件なんだけど……中三で何があったか教えてくれよ。過去のことだけど、気になるんだ。あの時期、たいしてお前と話をしてた覚えもないし……」


    　中三の孤立状況は今よりよっぽどひどかった。異能力者だけの高校に進学すればどうにかなるという希望だけにすがって耐えていた。高一のぼっち状態を未来視する異能力がなくて、よかったな……。


    「業なり平ひら、本当に心当たりがないんだ。逆にすごいよ。ああいうことって、忘れないだろう？」


    「だから、思わせぶりな言い方やめて、とっとと話してくれ」


    　何をエリアスは隠してるんだ？　実はフラグ的なものでもあったとか？　ああ、ダメダメ。そういう考えは消せ。周囲の女子をすぐに自分に気があるのではと考えるメンタルはマジで消せ。そういうのはフィクションにしかない。現実にはない。せめてモデル並みの容姿で生まれ直してから考えろ。


    　しばらく、返事はなかった。


    　空気が悪くなったような気がした。


    　もしや、無意識のうちにエリアスを傷つけるようなことをしたか……？　だから軽けい蔑べつされたのか……？　冷静に考えればそのほうが確率ははるかに高い。


    　エリアスの足が速くなった。知らないうちに、けっこう歩いている。


    　俺の言葉が聞こえてなかったか？　違うな。それはない。


    　道がちょっと坂になってきた。森の奥に一度入るらしい。たいした長さと高さじゃない吊つり橋を渡る。夜だから、数メートル下を流れる谷川の音がよく聞こえた。


    　橋の横幅は人間一人分で、自然と縦一列になるから、俺が前に出た。


    「ちょっと、板の隙すき間ま、空あいてるから気をつけろよ」


    　橋のおかげで自然とエリアスに声をかけられたのはよかったかもしれない。


    「こんなところで落ちるほどドジじゃないよ」


    　そこから先も斜面の横みたいなところが続いた。俺は懐中電灯で道を照らす。


    「ああ、人数は全然違うけど、そのライトの感じはあの時にちょっと似てるね」


    　またエリアスが思わせぶりなことを言った。


    「あのな……これは忠告として言わせてもらうけど、ぼかすぐらいなら最初から何も口にするな！　お前が考えてるより高校生男子の妄もう想そう力りよく、えげつないからな！　そういう台詞せりふ吐いてると、マジで気があるんじゃって勘かん違ちがいしてる男子生み出すぞ！　生徒会の男子にはそういう台詞言うなよ？　これはガチなやつ！」


    　ものすごくはっきり聞こえるため息をエリアスは後ろでついた。


    「あれだよ、あれ。中三の夏に行った祭りのやつだよ。電車乗って集まったやつ」


    　笠かさ原はらとその彼女にゴミ捨てたことに文句言った時のだ……。


    　ああ、あの時、メンバーはまあまあいたから、その中にエリアスもいたんだ。


    　変な空気になったことが強く残りすぎて、全参加者を覚えてはいないけど、エリアスはいた、いたはずだ。


    　心臓がぐしゃっとわしづかみにされたような感覚があった。


    　なにせ、あれは数ある俺のトラウマ体験の中でもかなり重いやつだからだ。むしろ、俺が誰かに怒って帰ったなんてあの時以外なかったと思う。


    　足を止めるべきか迷ったが、そのまま進んだ。別に逃げてるわけじゃない。これはあくまでも肝試しだ。立ち話になったら、高たか鷲わし・汐しおノ宮みやさんペアが追いついてしまう。肝試しの空気をぶち壊すのはルール違反だ。


    　汐ノ宮さんもああいう空気を元の高校で味わったんだろうなと思った。


    　客観的に考えれば悪いことはしてないつもりなのに、こっちが悪いような感じになって、どっちかというと味方になってくれそうな奴やつまで中立状態で、こっちに手を差し伸べてくれなくなったりする。


    　あれを一回でも経験すると、人間不信にもなる。ふんわりした「仲間」や「絆きずな」といった概がい念ねんは一切パワーを持ってないと気づく。


    　どうするかといえば、そのコミュニティをすべて放ほう棄きして、違う世界に出るしかないだろう。やせ細った荒れ地で作物育てるよりは、ほかの豊かな土地に移ったほうが楽だから。


    　心なしか早歩きになってる気がしたけど、このまま行く。


    　エリアスの靴くつの音はちゃんと後ろから聞こえてくる。


    「業なり平ひらはあの時笠原にふざけるなと言ったね」


    「ああ、言ったぞ。言っちゃったってほうが合ってるけど」


    「わたしはその時、これまで気に食わなかった業平を心底かっこいいと思ったんだよ。その後の対応次第では、ほんとに告白してたぐらいだったかも……」


    　旅行に来て一番驚くことだった。


    　顔合わせてなくてよかったと思う。自分がどんな顔になっているか、想像もつかない。とてもじゃないけど、エリアスの顔だって直視できなかっただろう……。


    　あのトラウマの裏にそんなフラグがあったのか……。いや、どうやら俺が折ったらしいけど。つまり、対応誤ったってことじゃん。どこをどう誤ったんだ？　だって、笠原に文句言った時点までは正しいんだろ？　もう、それから先に分岐は発生してないだろ？


    「どうして、ドレインで笠原をぶっ倒さなかったんだい？」


    　それは疑問形じゃなくて、「ぶっ倒しとけよ！」という意味の非難だった。


    　さすがに振り返った。


    　エリアスは俺の考えていたよりもずっと腹を立てていた。


    　まるで、俺を叱しかっているみたいな顔で。


    「正義は業なり平ひらにあったじゃないか。二十秒だか三十秒だかわからないけど密着したら、ドレインの力で笠かさ原はらを倒せたはずだ。まっとうな目的で業平は戦う異能力者になれた！」


    　そのエリアスの顔は熱心なファンのエールにどこか似ていた。


    　謎なぞは解けた。


    　戦う異能力者の本領発揮というところで、俺はエリアスの価値観から言えば逃げたんだ。だから、エリアスは納得しなかった。軽けい蔑べつした。


    「もし、わたしが業平だったら絶対にやっつけてたのに……」


    　俺は「歩きながら話す」と言って、足をまた前に向けた。


    　後ろからエリアスもついてくる。


    「あの時、わたしは君に協力したかった。でも、自分の異能力がショボすぎてできなかった……。水を変えても何にもならない……。異能力者自体をバカにしたような笠原に、わたしは何も言えなかった……」


    　エリアスの声は自分にも腹を立てているように聞こえた。


    　だからこそ、これに関してはとことん真面目まじめに答えないといけないと思った。


    　不真面目に乗り切るようなコミュ力りよくなんてどうせ俺には備わってない。


    「あそこでああいう空気になっちゃったのは後悔してるけど、異能力使わなかったことは一度も後悔してない。それが答えだ」


    「どうしてだよ！　いい使いどころだっただろ？　菖蒲あやめ池いけさんを救った時ぐらい、完かん璧ぺきなタイミングだっただろ？」


    　どう答えるべきか迷った。


    　今、二年前の理由を話すと、どうしても理屈を付け加えてしまう。だけど、リアルタイムでそんな理屈を俺が持っていたかといえば違うと思う。


    　自分の正しさを守るためだけに暴力に訴えるのはダメだろ──違うな。


    　そんなこと、俺はあの時、考えてもいなかった。


    「わたしは悔くやしかったんだ。君の異能力はずっと強いのに、あんな笠原なんてしょうもない人間が偉そうな顔をしてた。わたしは異能力者としてのプライドを業平に見たかったんだ。……だって、自分にはそれができないから！」


    　エリアスが俺の背中にひっついてきた。


    　そのあとに力のない手で肩をぽかぽか叩たたいてくる。


    　暴力は反則だとか、そういう場合じゃない。


    「おい、俺に触さわるな！　体調悪くなるから！　背中でも頭でも触ったら吸収するから！」


    「うるさい！　うるさい！　業平のせいで二年以上もイライラしてたんだからね！」
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    　予想外だった。エリアスが物理攻撃に走るとは……。


    　そして予想はついていたけど、攻撃力は皆かい無むに近い。


    　エリアスは人畜無害な異能力者で、ただの女の子だった。


    　俺はあわててエリアスから離れる。攻撃対象がいなくなったせいか、バランスを崩して前にかがむみたいに倒れたけど、それについては責任とらんぞ。


    　とにかく、エリアスを一度静めないといけない。でなきゃ、話も進まない。


    　どうにか、文句の出なそうな理由が頭に浮かんだ。


    　自分にウソをついてるわけでもない。


    「エリアス、二年前と愛あい河かの時と、決定的に違うことを教えてやるよ。それを聞いたらお前も納得するだろ」


    「なんだい？　しょうもない理由なら認めないからね」


    　エリアスは恨うらめしそうに顔を上げた。両りよう膝ひざを地面について立ち上がらないままだった。


    「他人を傷つけることって、快感じゃねえからな！　とんでもなく罪悪感にさいなまれる、きつい行為だからな！　ゲームでモブを殺さつ戮りくしてストレス解消ってわけにはいかないんだよ！」


    　しばらく、エリアスはほうけたような顔をしていたけど、それは何かに気づいたという顔だった。


    「笠かさ原はらを異能力でつぶしても、その時はよかったかもしれないけど、自分はヤバい奴やつだって怖くなるのがオチだ。そんなの自分のためにすらならん。バカみたいだ。だから、俺はあそこで帰った。集会の時とは全然違うんだ。あの時は愛あい河かと高たか鷲わしを、友達を守らないとダメだったからな」


    　俺は講堂の前に仁に王おう立だちした時、すごく充実した気持ちになっていた。


    　やっと異能力を意味のあることに使えると思ったからだ。


    「誰かを助けるためっていうのはきれいごとじゃないんだ。そうしないと、心がダークサイドに落ちて戻ってこれなくなる。利己的に考えた時、そういう使い方しかできないってことだ。なんで笠かさ原はらのために自分が損するようなことをしなきゃならないんだ！　俺は自分が得をするように生きるからな！　説明終わり！」


    　口にして思った。


    　俺は高二になるまで人格的に何も変わっていない。少なくとも素晴らしい人間になったわけじゃない。自分の利益のためだけに生きてきただけだ。


    　だとしたら、愛河と高鷲を助けるために講堂に立った俺は、もっと昔からまともだったんだ。


    　じゃあ、恥じ入る必要なんてない。世界の人間の大半が俺を無視しても、数は少ないかもしれないけど、愛河とか高鷲とか、俺を受け入れてくれる人間と生きていけばいい。


    　エリアスは無言で立ち上がった。夜なうえに、下を向いてるせいで表情はよく見えない。懐中電灯の光をぶつけるわけにもいかない。


    「行こうか、業なり平ひら」


    　立ち上がると、小さな声でエリアスは言った。


    　澄すんだ山の空気でなかったら聞き取れなかったかもしれない。


    　立ち止まる理由はなかった。俺は足を前に進めた。


    　しばらく道を進んでいると、「ごめん」という声が後ろからした。


    「わたしは力というものをよくわかってなかった。君の説明を聞いて納得したよ」


    　そこまで素直に謝られると逆に落ち着かない。


    「といっても、後付けで話を作った部分もあるけどな。けど、感情に任せて力を振るわなくてよかったと思う。もし、それをやったら多分、今はもっと悲ひ惨さんなことになってた」


    　理念がどうあれ、簡単に武力を行使する奴やつは怖い。俺だって近づきたくない。


    　愛河と高鷲を守った後だって、かなりの数の生徒から避けられてるからな……。


    「でも、わかってもらえたことはうれしい」


    「そうだね。それでも引き続きうらやましくはあるけど」


    　エリアスの声は静かだったけど、そこに諦あきらめみたいなものが感じられて、それはそれで不安になる。


    「きっと、二人を守るために戦った時、君は生きてるって実感があったと思う。水質を変化させても、そういう気持ちにはなれないからね。高校でも生徒会に入ってみたけど、やっぱりわたしは歯車だとわかっただけだったよ」


    　フォローの言葉がちょっと出てこなかった。エリアスの言う「生きてるって実感」を俺は講堂で戦った時、きっと経験したのだと思う。そういう高揚感はあった。たいした時間じゃないけど、世界の中心に自分が立っていた。


    　で、それをエリアスの力で感じろというのは無理ゲーだろう。


    　少なくとも、人生を約束されてるから我慢しろなんてつまらないことは言わずにおこう。


    　道は後半に差しかかっていただろうか。肝試しってこと、エリアスも完全に忘れて──


    「きゃっ───────────っ[image: ]」


    　エリアスが急に甲かん高だかい声を上げた。


    「お化けだ、お化け！　実在したんだっ！」


    「エリアス!?」


    　俺もすぐに振り返る。そして、直後に「うああああああっ！」と悲鳴を上げた。


    　真っ白い何か大きなものが迫っていたのだ！


    　恐怖で気絶するかと思った。


    　かろうじて意識を保てたのは、短い何かが上下にぴょこぴょこ動いているのに思い当たるものがあったからだ。


    　それはメイド長の手の動きだ。


    「メイド長!?　メイド長じゃないか！」


    　懐中電灯で照らしてはっきりとメイド長の目が見えた。


    「お前、どこに行ってたんだ!?　会えてうれしいぞ。できれば背後じゃなくて正面から来てほしかったけど……。それなりの恐怖体験になったし……」


    　しかし、再会を祝してる雰ふん囲い気きじゃなかった。


    　メイド長はやたらと短い両手を動かしている。これは異常事態を意味することが多い。


    　というか、ここにメイド長がいるということがすでに異常じゃないか？


    　すごく嫌いやな予感がした。それは虫の知らせと言っていい。


    「おい、まさか、汐しおノ宮みやさんと高たか鷲わしに何かあったのか？」


    　メイド長はうなずくことはできない。ただ、俺たちに背中を向けて、進みだした。舗装路じゃないから、少しアップダウンがあるところだけ、ぬぺっ、ぬぺっ……と変な音がする。


    　こっちに来いという意味としか思えない。


    「業なり平ひら、様子が変だよ。戻ろう」


    　もし、普通の距離感でいられたら、エリアスは俺の腕をつかんだだろう。


    「わかってる。でも、エリアス、俺の後ろからついて来い」


    　エリアスはいまいち意図が呑のみ込めてないようだ。


    「もし、人災だった場合──変質者に二人が襲われてたりした場合……エリアスはすぐに隠れろ」


    　こんな別荘地でまさかと思うけど、メイド長が来てる時点で普通じゃないんだ。


    「戦える異能力者は俺だけだからな。いざとなったらお前も守るけど、守られなくてもいい状態を作れるなら、そのほうがいい」


    　エリアスも深くうなずいて、同意してくれた。


    



    　メイド長に従って引き返していくと、こっちに向かって走ってくる人影が見えた。


    　長い髪が左右に揺れてるけど、幸い、幽霊じゃない。


    　高たか鷲わしだ。


    「あっ、二人とも……。大変なの！　汐しおノ宮みやさんが足をすべらせて川に転落して……」


    　橋があったり、斜面になってたりしてたあたりだな。


    「わかった！　俺たちもこのまま行く！」


    　そこから川までは、たいした距離じゃなかった。高鷲が途中で「この下」と教えてくれた。


    　橋の数メートル下で汐ノ宮さんがうずくまっているのが見える。いわゆる女の子座りに近い姿勢で、川の流れに少し足をつけていた。


    「あっ、申し訳ありませんわ……。橋を渡ったと思って油断して、その先ですべり落ちてしまいました……」


    　汐ノ宮さんの声がそれなりに元気なものだったので、少し安あん堵どした。


    「汐ノ宮さん、頭は打ってないよな!?」


    「はい！　滑かつ落らくですから。お尻と足は打ってしまって、打ち身のようになっていますけれど……」


    　ひとまず最悪の事態はもう起こらないだろう。


    「よし、あとは地面のほうまで俺が引っ張り上げ…………あ、ダメだ」


    　そんなことしたら、俺のドレインがモロに効くから、ほとんどトドメを刺すことになる。


    「グレ君、あなた、この局面で世界一頼りにならない男よ」


    　なんでこんな状況で味方の毒舌で後ろから撃たれないといけないのか……。


    　距離からして数秒引っ張るだけでどうにかなるとは思えないしな。俺ではどうしようもない。


    　やっぱり、このドレインの本質は誰かを傷つけるものなんだ……。


    　誰かを助けられるのは、助ける誰かを攻撃する敵がいるからだ。汐ノ宮さんがケガしているからといって、ケガを倒すだなんてことはできない。


    「ひとまず、電話して救急車を呼ぶか……」


    「先に言っておくけど、ここは思いっきり、圏外だから」


    「ええと、じゃあ、別荘に戻って連絡するとか……」


    「その別荘のカギは汐ノ宮さんが持ってるの。仮に別荘まで戻って呼んだとしても、山の上だからすぐに来てくれることはないわ」


    　たしかに川に汐しおノ宮みやさんの足はつかっているし、このままにはしておけない。夏とはいえ、じわじわと体温は下がってくるだろうし、標高が千五百メートルのこのあたりは気温も町の中より低い。


    　じっと俺の顔を高たか鷲わしが見つめていた。高鷲のほうからだ。


    　俺も視線をそらしたりはしなかった。よほどのことじゃないと、高鷲は俺と目を合わせようなんてしない。


    　ココロオープンが出ちゃうこともいとわないわけか。なりふりかまっていられないよな。


    　視線だけなら一メートル先でも、三メートル先でもちゃんとつながる。


    　三秒が過ぎて、あの電光掲示板が出てくる。


    【しょうがないわ。今から私が引き上げる。すべりそうだけど、それしかないもんね。グレ君は愛あい河かを呼んできておいて】


    　文字が高速でスクロールする。それを俺は追いかけていく。


    「お前、心の中だと、愛河って呼んでるんだな……」


    　リアルでも菖蒲あやめ池いけさんって呼び方から変えればいいのに……。愛河が名前で呼んで嫌いやがる可能性も皆かい無むだし。


    【今はどうでもいいでしょ！　とにかく、私がやるわ。役に立ちそうな頭数は私ぐらいしかいないから！】


    「悪かった！　今のはお前が完全に正論だ」


    　高鷲が汐ノ宮さんが落下した場所とおぼしきところに寄っていく。


    　そこに一本の腕がさっと伸びて、高鷲の体を制した。


    「わたしにやらせてくれないか」


    　エリアスは戦いに向かう者の顔をして、高鷲の真ん前に立っている。


    　高鷲は意外な顔をしていた。そんなことを言い出すそぶりをエリアスは見せてなかった。俺も同じ意見だった。


    「頭数は君だけじゃない」


    　その言葉を聞いた高鷲は、わずかに顔をゆがめた。


    【ごめん、別にあなたが役立たずだと思ったわけじゃないの。いや、役には立たないかもと思ったけど……】


    「お前、それ、フォローでもなんでもないぞ！」


    　エリアスはずっと厳しい目をしているだけで、顔色をまったく変えなかった。大舞台に臨んでいるアスリートの顔によく似ていた。


    「副会長として、汐ノ宮さんを助けさせてほしい。わたしもこの体を動かして、人助けがしたい。そうでなきゃ、頭数にも入れてもらえなくてもしょうがない。ずっと、ただ、いるだけの傍観者なままだ」


    　エリアスと高たか鷲わしから等しく離れたところで、その対たい峙じを見ていたけど、まるで焚たき火でもしてるみたいにエリアスから熱を感じた気がした。


    　決して声を荒らげるわけでもない。いきなり飛び出すわけでもない。


    　副会長らしく冷静に、だけど強く、深く、エリアスは集中している。


    【あなた、運動が得意なわけでもなんでもないでしょ。自己満足で二次災害とか起こったら冗談にもならないんだけど。副会長に必要な能力って事務的なものでしょ】


    　高鷲の手がかすかにふるえている。


    　エリアスが真剣だからこそ、それを否定するのにも精神力がいる。


    「身勝手なのはわかっている。だから、こうやってお願いしてる」


    　電光掲示板にはしばらく文字が表示されなかった。


    　厳密には、【　　　　　　】とずっと空白が流れている。


    　ただ、じっとその視線が交錯している。　


    「わたしが行くメリットはちゃんとあるんだ。頼む」


    　間が空あいて【あなたには無理だわ】という文字が表示された。


    　だから、俺が加勢するしかないと思った。


    「高鷲、エリアスに任せてくれないか」


    　三歩ほど前に出て、一メートルぎりぎりのところまで近づいて、俺は頭を下げる。


    「顔を上げなさいよ」


    「頼む」


    　エリアスは何も言わないけど、エリアスの顔も見えないのはちょうどよかったかもしれない。エリアスが言ったことが勝手なら、俺のやってることも勝手だ。それの影響を俺が確認する必要はない。


    　弱い、力の入ってない舌打ちが高鷲から聞こえた。


    「やりなさい。ただし、大丈夫ってわかるまで私も菖蒲あやめ池いけさんのところには行かないから。とっとと目め処どつけないと全体に迷惑がかかることは了承してね」


    「ありがとう、高鷲」


    　俺は安あん堵どの表情で顔を上げた。ほぼ同時に、


    「ありがと、業なり平ひら」


    　とエリアスに言われた。


    　その時には、もうエリアスは降りられる場所を探しに動いている。


    　俺は懐中電灯でエリアスの足下を照らした。


    「大丈夫か。行けそうか？」


    「極端に高いわけじゃないから、降りる分には大丈夫だよ。問題は登るほうだけど」


    　たしかに、エリアスは足からずるずるすべりながら、川のところまで降りた。


    「汐しおノ宮みやさん、無事かい？」


    　靴くつが川の中につかるのも気にせず、エリアスは汐ノ宮さんのところにまでたどりつく。俺は上から懐中電灯のライトでそこを照らす。


    　もう一つのライトが重なる。高たか鷲わしが一メートル離れたところから光を当てていた。


    「ごめんなさい……つっ……」


    　足を動かそうとして、汐ノ宮さんは苦痛で声を出した。


    「少し、落ち着いたほうがいい」


    　エリアスは手で川の水をすくった。


    　その手はホタルみたいに淡く発光している。


    　あいつ、実は異能力使う時、光ってたんだな。これまでは昼に見てたから気づかなかった。


    「純水操作で細菌などは取り除いた。これを飲むといいよ」


    　エリアスが汐ノ宮さんの顔に両手ですくった水を運ぶ。


    　汐ノ宮さんは少しためらってから、そこに顔を近づけて三口ほど水を飲んだ。


    「おいしい……。ありがとうございますわ、気持ちがほっといたしました」


    「うん、それと、すりむいたところがあったら見せてくれ。それも水で洗い流す」


    　純水操作で作った水でエリアスは汐ノ宮さんの腕と足の傷を濡ぬらしていた。


    「ドリ子が行くって言った意味、わかったわ」


    　ぼそりと懐中電灯を当てながら、高鷲がつぶやく。


    「水の異能力ってやっぱり汎はん用よう性せい高いよな」


    「それと、グレ君が頭下げたのにも驚いたわ」


    　どうも照れくさかったので、俺はちょっと黙った。


    「グレ君って、誰かのためになら頭を下げられるのよね。それはいいことだけど、自分にプライドがないからでもあるわ」


    「それについてはあとで反省しとく」


    　これで二人が上まで戻ってくればひとまず解決だと思った。エリアスが肩を貸して、汐ノ宮さんがゆっくりとだが立ち上がる。足はちゃんと動いていた。


    「痛み、さっきよりマシになっていますわ……ありがとうございます……」


    「打った直後は痛みと怖さで動かしづらいからね。どうやら折れてはないようだ」


    　そのエリアスの顔はとても生き生きとしている。


    　ただ、文字どおり、壁が立ちふさがった。


    「これ、どこから登るべきでしょうか……？」


    　すべりながら降りてきたところを登とう攀はんするというのは、明らかに難易度が高すぎる。もっとも、これは誰が行っても同じことだ。俺にだって土や石の壁を登る技術なんてない。


    「少し川を下ってみるかな……。どこかちょうどいい場所があるはずだ」


    　立ち止まる気なんてエリアスにはない。打開策をしっかりと見つけるつもりだった。


    　でも──そこにもう一人の助っ人が出てくる。


    　無言だったから俺もその存在を忘れかけてたぐらいだ。


    　そうだよな。お前も気になってたよな。


    「メ、メイド長じゃありませんかっ！」


    　二人の前にメイド長が立っている。


    　思わず汐しおノ宮みやさんはエリアスの後ろに隠れるように体をすくめた。


    　あの様子だと、ファミレスでの一件以来、彼女は会っていなかったんだ。


    　全員が黙ると夜の山は途端に怖いほど静かになる。


    　でも、メイド長と汐ノ宮さんはその間もコミュニケーションがとれている。


    「もう一度……やりなおしたいですって……？　異能力として受け入れてほしいですって？」


    　言葉だけだと破局した恋人がよりを戻す話にしか聞こえなかった。


    　けど、この二人は恋人以上にずっとそばにいたんだろう。


    「そうですわね。異能力を捨てるだとか、それは逃避です。ごめんなさい、メイド長」


    　ゆっくりと汐ノ宮さんが頭を下げたのが見えた。


    　それからメイド長はその場にぱたんと横に倒れた。倒れたというか、自分で自分を置いたといったような倒れた方だった。


    「ねえ、グレ君、あの卵、どうなっちゃったの!?」


    　高たか鷲わしが一番困惑していた。角度的に不穏なことが起きたように思えたらしい。


    「いや、大丈夫だ。多分あれは踏み台になれってことだろ」


    　そう、メイド長を足場にすれば、戻ってくる足がかりになる。


    「だとしても、階段二段分ぐらいでしょ。足りるかしら……？」


    　マジレスされるとなんとも言えないけど、ここは信じよう。信じる流れでいこう！


    「ありがとうございます、メイド長」


    　今度はお礼の意味で、汐ノ宮さんが頭を下げる。


    「あなたもわたくしの一部。それを否定しても大人にはなれませんわね」


    　メイド長が「ニャー」と汽笛みたいに泣いた。きっと、復縁は果たせた。


    「それじゃ、竜たつ田た川がわさん、まいりましょうか」


    「あっ、ああ……。そうだね」


    　二人はメイド長を足場にした。


    　でも、まだ足を安定したところに置けるまでには高さが足らない。


    「ああ、もう！　あとちょっとなんだけどな！　チビで悪かったな、業なり平ひら！」


    「俺は今、何も言ってないだろ！」


    「業なり平ひらへの怒りを推進力にして、リフトアップする作戦だよ！」


    　お前、事実無根にもほどがあるぞ！


    　だけど、俺の名前を呼ばれたせいで、アイディアがひらめいた。


    　俺は防寒用の長袖を一枚脱いで、Ｔシャツ姿になる。


    　それを横で半分に折って、エリアスのほうに垂らした。


    「これをつかんで、その反動で足を上げろ！　俺の手を直接触さわるよりマシだ！」


    「それ、君が手を離したら、頭から川に向かって落ちるんだけど……」


    「絶対にそんなことしない！　俺を信じろ！」


    　両りよう膝ひざを地面に置いて、足元をロックする。全力でこの命綱を支える。


    「ダメだったらダメって言え！　距離的にそこそこ近いから！　お前の意見を尊重する！」


    「あああ！　もう！　わかったよ！　死んでも押さえてろよ、業平！」


    　エリアスがぐっと右手で服をつかむ。


    　俺の体に反動がくるけど、両肩に力を入れて、しのぐ。


    「ふんっ！　負けるかっ！　わたしは負けないからねっ！」


    　エリアスの浮いた左足が地面にまで届く。あとちょっとだ。


    「業平、わたしの手を一気に引っ張れ！　ちょっとのドレインなら耐えてやるから！　それで引き上げられるだろ！」


    　それはエリアスの覚悟を決めた言葉だった。だから俺も全力で応じないといけない。


    「わかった！　五秒で決めるからな！」


    　俺はエリアスの手をつかむ。細くて、やさしくて、でも、強さの詰つまった手だ。


    　そのエリアスの力が伝わってくる、ほんとにドレインしてるんだから、難儀な異能力だ！


    　どうにか、エリアスを地上にまで導けた。すぐ真ん前にあいつの体があった。もう安全だから手を離した。


    　その時のエリアスの瞳ひとみはすごく輝いていて──無邪気に笑っていた。


    「やった！　やったよ！」


    　柄にもなく、エリアスをかわいいと思った。ああ、こいつはこいつで逃げちゃダメだとか思い込んで難しいことばっか考えていろいろこじらせたから、こんな表情ができなくなってたんだ。生徒会にも入って、なにかと企たくらむキャラを演じてるし。


    　エリアスが上がれば、あとはどうにかなった。エリアスと高たか鷲わしが汐しおノ宮みやさんを引っ張り上げて、無事に全員が戻ってこられた。


    「よくやったな」


    　俺はエリアスから一メートル半のところまで来て、そう言った。


    　敵だからって讃たたえちゃいけないなんて法はない。むしろ、敵を褒ほめるほうが美談ぽい。


    　エリアスは俺の顔を不服そうに見てきた。さっきみたいに笑顔見せるぐらいしろよと言いたくなったが、三倍にしてやり返されると思うので言えない。


    　ただ、エリアスが、いきなり大おお股またで一歩前に踏み出した。


    　その間合い、攻撃用のものだぞ……。また、なんかぶつけてくるんじゃないだろうな……。


    　そして、俺の懐中電灯を持ってないほうの左手をぎゅっと握にぎった。


    「高たか鷲わしさんに頭を下げてくれたこと……ほんとにうれしかった」


    　謝意を示してるというよりは、しぶしぶ謝罪させられてるみたいな顔だったけど、謝意は謝意と受け取っておこう。


    　それから汚いものでも触さわったように、手を離すと、また大股で数歩下がった。さすがに手をつかんだとはいえ、それぐらい短い時間なら直接的な疲労も起こらない。


    「でも、君のことがうらやましいのは何も変わらないからね！　そこは勘かん違ちがいしないようにしてほしいな」


    　それはそうだろうな。エリアスは俺とは違う方法で人を助けられるってわかっただけで、それですべての問題が解決したわけじゃない。


    「わかってる。勝手にうらやましがれ」


    　俺も売り言葉に買い言葉の精神でのぞんだ。トラブルは無事に解決したしな。


    「ところで、メイド長はどうやってここまで引き上げるんだい？」


    　まだ解決してなかった……。


    　俺たちの耳に、ぬぺっ、ぬぺっ、ぬぺ……というあの音がまた聞こえてきた。


    　エレベーターでもあるみたいに壁にへばりつきながら、メイド長が上昇してきていた。


    「階段でも見たけど、どういう仕組みなんだよ！」


    「だから、わたしはお化けがダメなんだって！」


    　俺とエリアスが同時にツッコミを入れてる中で、汐しおノ宮みやさんはメイド長に手を振っていた。自由な方法で復帰しすぎだろう。


    　けど、これでもまだ何かが抜けているような気がする。そう、何を忘れたかはっきりわからないまま家を出てしまったような感覚があって──


    　青い顔でうつむいて、高鷲がやってきた。


    「グレ君、ちょっとヤバいわ」


    「おう、いったいなんだ……？」


    　新たなるお化けでも見たと言いそうな高鷲の顔だった。


    「菖蒲あやめ池いけさんのこと、忘れてる」


    　ノドの奥から変な声が出た。


    　その日、肝試しで一番恐怖したのは、なぜか誰も来ないことに不安になっていた愛あい河かだった。

  


  
    
      [image: ]

    


    



    



    



    　仏の愛あい河かも「なんで、誰も来ないんですか！」と最初はむくれていたが、汐しおノ宮みやさんの事故について説明すると、すぐに「ランラン、無事でよかったですー！」と抱きついていた。それから、ついでにエリアスにも「正義の味方みたいでしたよ!!」と抱きついていた。


    　俺も女子になって女子に抱きつきたいなとちょっと思ったけど、ドレインがあるから同性でも無理でした。異能力、消えてなくなれ。


    　一応、メイド長には抱きつけるが、なんか逆に俺がドレインされて消えてしまいそうな怖さがあるのでしない。


    　高たか鷲わしがゆっくりと俺のほうに来た。視線は一瞬だけ合って、またはずれた。


    「嫌いやになるぐらいトラブルもあったけど、リア充的な夏休みをトレースするのも悪くなかったわ」


    「だな。それにそのトラブルも友達と関わったから生まれたものだし」


    　ぼっちの夏休みは平和ではあるが、それは無と一緒だった。それと比べれば俺たちは初めて夏休みに正面から挑んだのだと言える。


    　夏休みを通じて俺たち人ひと研けんは成長した。文句なく成長した。


    「今日はお疲れ様、グレ君」


    　さらりとねぎらいらしき言葉をかけて、また高鷲はメンバーのほうに行った。


    　そのあと、（帰宅する三日目も観光する予定ではあるが）旅行の締めくくり的な感じで、花火をしようということになって、愛河と二人で別荘に花火を取りに戻った。俺はたんなる付き添いに近いけど。


    「恩返し、なんだかんだで成功しましたよね」


    　別荘の前でふっと愛河が言った。


    　その表情は、いつもの雰ふん囲い気きと比べてはるかに大人っぽかった。


    　以前にもこんなことがあった気がする。愛河は天てん真しん爛らん漫まんなようで、急に大人の空気を出す。


    「愛河、ゴリ押ししかしてないように見えますけど、愛河なりの確信を持って押してますから」


    　ふふふっとわざとらしく愛河は笑う。いつもの愛河と、この愛河とどっちが本当の愛河なのだろう。


    「うん、本当に感謝してるよ」


    　俺は少し愛河の変化にまごついていた。今、ここでこの愛河の空気のまま、「好きです」とでも言われたら、すべてを捨てられると思う。


    　でも、またそこで愛河はいつものほうに戻る。


    「はい、これで愛河の恩返し大作戦は終了です！　さあ、花火を取りに行かないとですね！」


    　愛あい河かは別荘のカギを開けて、勢いよく入っていった。


    　俺は誰にも絶対に言えないクサい台詞せりふを頭に浮かべた。


    　女って魔女だな。これ自体が異能力みたいなもんだろ……。


    



    　ぱちぱちと緑色の火花が夜のほんの一角を染める。


    　愛河の持ってきた花火がようやく日の目を見ることになった。場所は別荘のすぐ裏手。ここなら花火をやっていても誰にも迷惑がかからない。


    　夏祭りの、みんなが浴衣ゆかたを着てた時に花火ができたら最高だったな。でも、旅行先で女子と花火やってるのも勝ち組のはずだ。俺の地位は上昇してる。世界リア充ランキングが、六十三億位あたりから、五十億位まで上昇したはずだ。


    　花火の最中、汐しおノ宮みやさんがあらためて俺たちにこう宣言した。


    「わたくし、メイド長と今後もやっていくことに決めましたわ。皆さんにはご迷惑をおかけいたしました」


    　愛河が真っ先に拍手で祝福し、俺もエリアスもそれに続いた。高たか鷲わしは腕組みして聞いていた。そこは拍手しろよ。


    　ただ、高鷲の顔が少しやさしくなっているように、懐中電灯とろうそくの光ぐらいしかない闇やみの中では見えた。上う手まく元の鞘さやに収まってよかったとは考えているはずだ。高鷲も悪魔ではなくて人間だから、人ひと研けんメンバーの問題が解決したことを喜ぶ精神構造は持っている。
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    「わたくし、二学期になっても人研の一員として精しよう進じんいたしますわ。今後とも、ご指導・ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いいたしますわ」


    　精進という言葉が適切な活動は何もしない気もするけど、やる気であることがダメということはさすがにないだろう。


    　それから先も、俺は黙々と花火を堪たん能のうした。夏と言えば、花火だ。今だけは異論は認めない。


    　一人で堪能した。


    　まただ。また男の俺だけいつの間にか孤立してしまっている……。何が悪かった？　さっきまでみんなで協力してたはずなのになんでこうなるの？


    「あっ、えーりん、これ、色が変わりますよ！」


    「まるでころころと意見を変えていく無む節せつ操そうな人間のようね」


    　愛あい河かと高たか鷲わしはなんだかんだで楽しそうに花火をやっている。大変よいことだが、できれば俺も入れてほしい。


    　一人で花火やるぐらいなら何もしないほうが百倍マシだぞ……？　むしろ、周囲で談笑してるのを聞きながら一人で花火をやるのって、誰もいないところで花火やるよりきつい。そういう地獄があるのではというほどにきつい。


    「業なり平ひらはいつでもどこでもぼっちの空気を出すね。こんな時でも出せるとは思わなかったよ」


    　俺の前にパチパチ点滅する花火を持ったエリアスがやってきた。


    「しょうがないだろ。ぼっちやって長いんだから空気だってかもし出す」


    　人生の三分の一ぐらいぼっちだからな。ほぼ記憶にない幼稚園未満の時期を除いて計算すると、さらに高い割合でぼっちである。


    「二学期でもそのぼっち力りよくをせいぜい活いかしたらいいよ」


    　言うまでもなく、どんな政治体制でもぼっちは活かせないので、ただの悪口だ。


    　とはいえ、とはいえだ。


    　俺はこれまでで一番、エリアスと精神的な意味で距離が縮まった気がしていた。


    　理由は花火のせいだと思う。お互いに相手のほうに向けて花火を持っているので、花火をしていない時よりも視覚的に距離が近いように感じるのだ。物理的に近いように見えるから、それが精神的な面にも影響してきているのだろう。


    　これ、もうちょい関係改善もできるんじゃないか。


    「あのさ、さすがにお前と大学まで一いつ緒しよってことはないだろうしさ、高二も二学期に入るわけで…………」


    　ゆっくり言っている間に俺の花火は消えてしまった。


    　でも、全部言わないまま次の花火に点火しにいくわけにはいかない。


    「…………そろそろ敵認定はやめてくれない？　ずっと敵がいる高校生活なんて嫌いやだろ」


    　友達は無理でも、知り合いぐらいになれば、夏休みをかけて愛あい河かがやろうとしたことも報むくわれるというか、具体的な成果になるんじゃないだろうか。


    　エリアスの花火も終わってしまう。


    　花火の光がなかったら、また一メートルちょっとの距離を遠く感じる。


    　あいつの顔も暗くら闇やみで見えづらいけど、多分、面倒そうな顔をしていると思う。


    「そうだね。敵ってのはやめよう。君と戦ってるわけじゃないしね」


    「よかった。じゃあ、それで──」


    「敵から、嫌いやな奴やつに格上げする」


    「とくに何も変わってないだろ！　むしろ、悪化してる気すらする！」


    　俺はすぐに抗議した。


    　その顔を見ていたエリアスは川から戻ってきた時の濁りがない笑みになっていた。


    　今度ははっきりわかった。あいつの顔が近づいてきたからだ。


    「なら、敵のままでいいだろう？　正義の味方には好敵手も必要ということさ」


    　そして、ぽんと俺の肩を叩たたいて、エリアスは次の花火を取りにいった。


    　なんか、変わったような、変わってないような、微妙なラインだな……。


    　一つだけ確かなことがあるとしたら──


    　エリアスの顔が近づいてきた時、ちょっとドキッとしたということだ。不覚だ。


    　ドレインがある以上、俺はおそらく誰かとキスすることもないまま死んでいくだろうし……顔が近づいて胸が高鳴るぐらいは大目に見させてもらおう。


    　線香花火を持ってエリアスが戻ってくる。


    「敵でいいから、できれば敵に塩を送る精神でいてくれ」


    「まあ、水ぐらいなら送ってやってもいいよ」


    　夏休みはまだ終わってないけど、ひとまずは合格点ってことにしようか。

  


  
    あとがき


    



    　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです！


    　物理的に近づけないのでリア充になれない、こじらせ高校生系ライトノベル、『物理的に孤立している俺の高校生活』二巻です！


    　今回はぼっちの過ごす夏休みネタですが、例によって作者の実体験を盛り込んでおります。


    　ちなみに、海は通学中、毎日車内から見ていたぐらい近くにあったのですが、ウェーイ系が多い（これ、たんなる偏見じゃなくて他県から海パン姿で電車乗ってくるウェーイ系の男とかマジで見たことあります。あと、中学時代、同じ部活の奴やつが海で他校の不良にカツアゲされてました）ため、夏場は徹底して避けていました。


    　また新キャラとして、また変に浮いてしまう汐しおノ宮みやさん（とメイド長）を投入しました。編集さんには事前に魔法少女のマスコット的なかわいいのがついていると言っていたのですが、若干騙だましてしまった形になった気がしなくもありません。


    　さて、謝辞を。今回も完かん璧ぺきなほどに美麗なイラストを描いてくださったMika Pikazo先生、本当にありがとうございました！　なお、イラストにしたいから水着シーンを入れろとか浴衣ゆかたシーンを入れろとかやたらと編集さんが言ってました。僕も同感です。


    　では三巻でまたお会いしましょう！

  


  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    １９８４年、神戸市生まれ。京都、福井を経て東京都在住。福井から東京に出てきたら、イベントとか飲み会とかよく誘われるようになるかなと思ったけどとくに変化なし。
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    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　田端聡司


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１７年６月25日　初版第１刷発行


    



    ⒸKisetsu Morita 2017　ISBN978-4-09-451685-2


    



    



    ※製品版の巻末についている『ガ報』の情報は底本発行日時点のものです。


    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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